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第一章　転生







　ルーフィード魔ま法ほう学園。

　それは森しん羅ら万ばん象しようを自在に操あやつる術、【魔法】を使うことの出来る選ばれた存在【魔導士】を育成する為ために創設された、世界初にして唯ゆい一いつの、特とく殊しゆ教育機関である。

　その初代学園長であるセロ＝ルーフィードは今、ある決断を下していた。

「よし。転生しよう！」

　背後で何か重い物の落ちる音がする。セロが振ふり返ると、一人の女性が立ち尽つくしていた。彼かの女じよの足元には細かな文字の書かれた紙が幾いくつも散らばっている。どうやら驚おどろきのあまり、持っていた書類を落としてしまったらしい。

　その証しよう拠こに、普ふ段だんは目を見張るほどの美しさを誇ほこるその顔が、今ははっきりと分かるほど呆あつ気けに取られている。

「どうした、フィオナ。なにかあったか」

　問いかけるセロに、彫ちよう像ぞうのように固まったまま微び動どうだにしなかった女性――助手であり副学園長でもあるフィオナ＝セイオースは、ようやく我を取り戻もどしたように目を瞬しばたたかせた。慌あわてたようにしゃがみこむと、乱雑に撒まかれた書類を集め始める。

「い、いえ。セロ様が突とつ然ぜんに想定外のことを言われたもので。……テンセイ、ですか？」

　書類を全すべて揃そろえ、几き帳ちよう面めんに四方を整えた後で立ち上がり、フィオナは首を傾かしげた。

「ああ。転生だ。今の肉体を捨て、新たな肉体に生まれ変わることだな」

「……やはりそうでしたか。そうでないかと思いましたが、すぐにまさかと思い、そうでないだろうと思い直しましたが、やはりそうだったんですね」

「なにを言ってるか分からんが、まあ、そうだな。というわけで後は頼たのんだ」

　言ってセロは意識を集中させた。途と端たんに己おのれが温かな感かん触しよくに包まれるのを感じる。同時に周囲へ紫むらさき色いろに輝かがやく光の粒りゆう子しが舞まった。限られた人間の体内に宿り、魔法を扱あつかう際に必要となる力の源――魔力の顕けん現げんである。

「ま、待って下さい。転生なんて、そんなこと、出来るのですか？」

「出来る。少し前にその魔法を編み出した」

「……他の人が口にしたことなら、なにを馬ば鹿かなと言うところですが。セロ様が口にしたのであれば、恐おそらく本当なんでしょうね」

「随ずい分ぶんと信用されているな、オレは」

「当然です。私が心から尊敬し、憧あこがれ、その背を追いかけ、将来的には公私ともに共に在れればと願ってやまない魔導士――ということはともかく」

　フィオナは胸に手を当てて、咳せき払ばらいした。勢いに任せて何かしら言い過ぎたと自覚したのか、頬が赤く染まっている。

「貴方あなたは名実ともに『最強』を意味する二つ名――【星統べし魔導の王グラン・マギア】を魔導士協会から授じゆ与よされた、世界でただ一人の方なんですよ。そのセロ様が出来ると言うのであればそれを疑う人は誰だれもいないでしょう」

「ああ……いや、まあ、それはどっちでもいいんだが」

　頭を掻かいてセロは素っ気無く答えた。くれると言ったものをもらっただけで、自分としてはあまりその名自体に執しゆう着ちやくはない。

「ですが、その、なぜ転生をお考えになったのです？」

　フィオナの質問に、逸はやる心を抑おさえてセロは一いつ旦たん、魔力を消した。一刻も早く己の考えを実行に移したいがあまり突つっ走りかけたが、これまでずっと自分を支えてくれた彼女に説明は必要だろう。

「見ろ、フィオナ。この学園を」

　セロは前を向いて歩き出すと、バルコニーの窓を開けて外に出る。眼下には、ルーフィード学園の全景が広がっていた。瀟しよう洒しやな造りをした校舎や全生徒が集まってもまだ土地の余る練習場には、そこかしこに一人前の魔導士を志す青少年たちが居て、今日も切せつ磋さ琢たく磨まし、学びに明け暮れている。

「規模こそそう大きなものではないかもしれないが、設備は最さい新しん鋭えいのものを揃え、教師である魔導士も厳選しあらゆる魔法に対応出来る者達たちを揃えた。創設した自分で言うのもなんだが、ここは最高の学まなび舎やであるとオレは思う」

「ええ、私もそう思います。この学園に通うことの出来る生徒は、一昔前とは比べようのないくらい恵めぐまれていると言えるでしょう」

「その通りだ。しかし――しかしだ。一つだけ大きな問題がある」

「と、言いますと？」

「せっかく理想的な学園を創設したのに、だ！　よりにもよって、このオレが！　オレだけがっ！　この学園に――通えないじゃないかっ!!」

「…………。は？」

　長い沈ちん黙もくの後で、フィオナは間の抜ぬけた声を漏もらした。

「通いたい！　オレがオレの希望を全て詰つめ込んで創つくったこの学園に！　完全完かん璧ぺきなルーフィード学園に！　オレが、生徒として、通いたいんだっ！」

　バルコニーの柵さくに手をかけて、セロは全力で叫さけんだ。

「未来を生きる若者たちは、可能性の塊かたまりだ！　中にはオレなど遥はるかに超こえる奴やつがいるかもしれない！　そいつらに囲まれて魔法を学び、追つい究きゆうし続けたい！　そうすればもっと、今以上に未知たる魔法の領域に達することが出来るかもしれない。魔導士とは魔を導く者でありながら同時に魔の道を歩む者でもある。ならオレは、魔道を極きわめたいんだ！　極めて極めて極めつくしたいんだ！」

　後ろを向くと、セロはフィオナに対して全力の笑え顔がおで言った。

「というわけで転生してこの学校に生徒として通う。あとは宜よろしく！」

「ま、ま、待って下さい！　セロ様が居なくなれば、この学園はどうなるんですか！」

　再び魔力を放出しようとするセロに、フィオナは焦あせった様子でしがみついてきた。

「学園の経営は軌き道どうに乗った。後はお前が居れば何とかなるだろう」

「そ、そんなことはありません。それに、もし転生すれば全てが零ぜろになってしまうのですよ？　セロ様の積み上げた実績や功績も、築き上げた財や繋つながりも一いつ切さいなくなってしまうんです。本当に良いんですか!?」

「魔法の究極を目指すことに比べれば、地位や名めい誉よや金など塵ちり芥あくたにも劣おとる」

　セロはフィオナの両りよう肩かたを掴つかむと、彼女の紺こん碧ぺきの瞳ひとみを真まっ直すぐに見つめる。

「……転生すると、私とすら別れてしまうかもしれません。それもまた……セロ様にとっては、些さ細さいなことなんですか？」

　しかしフィオナから寂さびしげな眼まな差ざしを送られて、少し困った。

「むう。それはオレにとっても非常に残念なことではあるが……しかし、オレはどうしても転生したいんだ。この衝しよう動どうを抑え切れない！」

「……本気、なんですね」

　長い付き合いだ。セロの揺ゆるぎない口調と表情を見て、察したのだろう。フィオナはしばらくしてから、ため息を吐ついた。

「分かりました。セロ様がそうしたいと言うのであれば、私に止めることは出来ません。ですが一つ条件があります。――私も連れていって下さい」

　フィオナはセロの手を掴むと、縋すがりつくようにして懇こん願がんしてきた。本気の目だ。

「セロ様が転生すると言うのなら、私もご一いつ緒しよします。お願いします！」

「なに？　いや、確かにそれならオレとお前は永えい劫ごうの別れになることはないかもしれないが……いいのか？　どういう人生になるか分からんぞ」

　自分のことならいい。どうにでもなる。ならなかったとしても、自己責任の範はん疇ちゆうだ。しかしフィオナを巻き込むというのなら、話は変わってくる。

「はい。構いません。かつて貴方に救われた時、私の命はセロ様に預けたんです。共に在れないのであれば、生きている意味はありません」

　何を大げさな、と笑うことは出来なかった。フィオナの顔は真しん剣けんだ。悲ひ壮そうなまでに。

　それほどまでに慕したってくれているのは、むず痒がゆい想おもいもあったが――何にせよ、そんな彼女を見捨てるわけにはいかなかった。

「分かった。なら、一緒に転生しよう。だが同じ時代に生まれ変われるとは限らない。それは承知しておいてくれ」

　その言葉にフィオナは「覚かく悟ごの上です」と胸に手を置いた。なら、もうこちらから言うことは何もない。セロは頷うなずいた。

「じゃあ、後を任せられる人材を探してから、転生術を実行する。運が良ければまた会おう、フィオナ」

「はい。きっとまた再会できると――私は信じています、セロ様」

　フィオナの微笑ほほえみに同じ仕草でセロは応こたえ、そして。

　――二人は共に、転生した。




　世界において生命とはすべからく『肉体』と『魂たましい』によって構成される。

　肉体とは即すなわちこの世で活動する為に必要となる身、器であり、そこに宿る魂はその者をその者足らしめる根源、一いつ般ぱんには意志、心などと呼ばれていた。

　つまるところ魂とは『個人』そのものであり、その者を構成する情報が全て詰め込まれている。本人が知り得ない、自覚していないことすら刻み込まれているのだ。

　そして、魂の変容は器である体に強い影えい響きようを与あたえ、精神的な変調によってその身に大きな変化を起こすこともあった。身体能力を強化することの出来る魔法は存在しているが、その場合も働きかけるのは肉体にではなく、直接魂にである。

　また魔法を行使する為に必要な魔力は魂から生まれると言われており、二つは互たがいに強い繋がりを持ち、深く関係し合っていた。

　通常、肉体が死を迎むかえた時、魂は器から抜け出て消え去る。そこから無になってしまうのか、あるいは別の身を得るのかは定かではない。

　転生術はセロが編み出した、魂を人じん為い的てきに肉体から放出させる魔法だ。その間、魂を魔力で膜まくのように包み込むことによって、消失を防ぐことが出来る。その間に別の肉体を探し、宿れば、全く別の人間として生まれ変わることが可能となった。

　しかし誰でもいいというわけではない。まず前提として今生きている人間にはその者の魂がある為に移ることは出来ない。しかしかといって、死んで時間の経たった者も駄だ目めだ。肉体が腐くさっていたり、骨になっていたりしては転生できても動けずすぐにまた魂が抜けてしまう。また、器となる体にも相あい性しようというものがあって、それが悪い者の体で生まれ変わっても様々な不具合が出る。身体能力等、肉体的な不備もそうだが、魔導士であれば魔力が激減してしまうことや、下手をすれば全く無くなってしまうこともあった。

　どの器が自分に相応ふさわしいかを見定めるのはひどく感覚的なもので、曖あい昧まいな形であえて言語化するのであれば『しっくりくるかどうか』である。よって転生するに値する肉体が見つかる期間については個人によってかなりの違ちがいが出ることもある。

　故ゆえにセロはかなりの時間をかけ――ようやく貧民街で暮らす、七歳さいの少年の体に宿った。

　転生すると同時に、自分と合わせて、少年の過去の記き憶おくが頭の中に刻み込まれる。

　どうやら少年は幼い頃ころに両親を病気で亡なくし、以来、たった一人で暮らしてきたようだ。しかし幼い子どもが過か酷こくな社会で生き抜くのは非常に難しく、飢うえをしのごうと良く調べもせず食べたものに毒が含ふくまれていたせいで、そのまま死亡した。

　セロが適応出来たところを見ると、魔法の才能はあったのだろうが、それを知るような機会もなかったのだろう。あるいは、身体的な問題で魔力が封ふうじられていた――蓋ふたをされたような状態になって、発現出来なかったのかも知れない。ごく稀まれにあることだ。

　不運な話だが、少年の魂は既すでに現世にない。セロは転生後に未いまだ残っていた毒を魔法で除去すると、彼かれの分まで生きる為、すぐに行動を開始した。

　とはいえ、ルーフィード学園に入学できるのは十六歳からである。よって現状で必要とされるのは、そこまで生き続ける術を得ることだった。

（ひとまず、オレの居た時代からどれだけ時が経っていたのか訊きいてみるか）

　それによって世界の情勢も大きく変わっているかもしれない。今の自分が置かれた環かん境きようをしっかり把は握あくした上で、生き抜くに相応しい方法を探せばいい。

（街の風景からしてさほど時が経過している様子はないが――）

　セロは貧民街を出ると、大通りにある適当な屋台の主人に尋たずねた。

「すまない、今はグラニディス歴何年だ？」

　転生した少年は酷ひどくみすぼらしい格好をしていた為、店主は最初、露ろ骨こつに嫌いやそうな顔を見せる。だがすぐにその表情は怪け訝げんなものへと変わった。

「グラニディス？　おかしなガキだな。今はブランクス歴四十八年だ」

「ブランクス……？　ああ、そうか」

　転生した少年はセロの居た国とは違うところで暮らしていたのかもしれない。だとすれば年号が違うのは当然だ。

「悪いが別の確かく認にんをさせて欲ほしい。ここはオーランド国じゃないのか」

「なんだお前、別の国から来たのか？　ここはオーランドだが」

「……待て。ならブランクスとはどういうことだ。王が替かわったということか」

　オーランド国では王が亡くなる度たびに、次代を継けい承しようした者の名に年号が変わる。転生するまでの間に代替わりをしたのかもしれない、と思って尋ねたのだが、

「確かに替わりはしたが、グラニディスなんて名は聞いたことが……待てよ。なんだガキ。そいつは随分と昔の王の名じゃねえか。そういやグラニディス王なんて方が居たって、誰かに聞いたことがあるな。かなりの良君で知られていたようだが」

「随分と昔？　具体的には何年前だ？」

　セロが身を乗り出すと店主は押おされたように下がったが、やがて戸と惑まどい気味に答えた。

「ええと、あれは確か……ああ、そうだ。――ざっと千年ほど前だな」

「千年前だと!?　馬鹿な。なら、どうして世界の様子がそれほど変わってない!?」

　大声を出したセロに、周囲の人間が何事かと振り向く。

「なんだお前、まるで千年前からやってきたみたいに……オレが知るかよ。千年前のことなんて誰も覚えちゃいないし、詳くわしい記録だってろくに残ってないだろう」

「そ、それはそうだが。では、ルーフィードは？　ルーフィード魔法学園はあるのか!?」

　男の言う通りここが千年後の世界であれば、学園自体が消しよう滅めつしている可能性もあった。もしそうなら、そもそものセロの計画が瓦が解かいしてしまう。

「ルーフィード？　ああ、首都にある老舗しにせの魔法学園か。あるよ。他にも幾つか魔法学園はあるがあそこが一番だ。潰つぶれるなんてことはまずないだろうよ」

「そ、そうか……ルーフィードはあるのか、良かった」

　ひとまずセロは胸を撫なで下ろし、店主に礼を言って店を離はなれた。彼をこれ以上問とい質ただしたところで、更さらなる答えを引き出せる訳でもないだろう。

「肉体を探すのに手間取りはしたが、千年も経っていたとは……完全に誤算だったな」

　セロは通りから外れた場所で、建物の壁かべに背を預けて、独りごちた。世界が自分の居た時代とさほど違っていないことの理由は、見当もつかなかった。もしかすると一度、何らかの理由によって文明自体が滅ほろび――新たに再興した結果が今なのかもしれない。

「仮にそうなら、ルーフィードもオレの知っている学園ではないのかもしれない、か」

　かつてあったとされる施し設せつの名を継ついだだけの別物、という可能性もあった。

「いや……まあ、いい。そのことを追及するのは置いておこう。重要なのはルーフィードが今もあること、それだけだ」

　場所も首都、つまり昔と変わっていないのならば、後は新入生として入学するだけだ。

「よし……その前にやるべきことをやっておくか」

　セロは言って壁から離れると、街の中心部へと向かった。賑にぎわう人ひと混ごみを掻き分けながら向かった先には、堅けん牢ろうな建物がある。看板には魔導士を象しよう徴ちようするローブが描えがかれていた。

「魔導士協会は健在か。……助かった」

　魔導士協会とは、魔導士のみによって構成される同業者組合だ。魔導士関係の事こと柄がら全ぜん般ぱんを取り扱っており、仕事の割わり振りや各種保険などを請うけ負おっている。また、年ねん齢れいを問わず希望者に対して魔力の有う無むや何の魔法に適しているかを検査することも行っており、魔導士を志す者はまずそれを受けて自分に才能があるかどうかを確かめる必要があった。

　セロは入ると協会の建物内にある案内板を見る。千年経っていたものの、文字自体は変わっておらず、すらすらと読むことが出来た。

（よし。協会が取り扱っている内容もオレの時とさほど変わってない）

　これならば事は順調に進みそうだと、次に目指す受付へと向かう。幸いなことに待っている人間は居なかった為、すぐに対応してもらえた。

「魔力反応検査をしたいんだが……」

　受付の協会員は最初、セロの姿を見て屋台の店主と同じく渋しぶい顔をした。だが仕事は仕事と割り切ったらしく、咳払いして真ま面じ目めな態度をとる。

「承知しました。こちらに触ふれて下さい」

　言って協会員が受付台に載せたのは透とう明めいな水すい晶しよう玉だった。

　魔力反応検査とは名の通り、対象者が魔力を持っているかどうかを調べるものだ。水晶玉は特殊な水晶で出来ていて、手を当てた者に魔力が宿っていると内部の色が変わる為、その判別が出来る。

　受付の横に貼はってある紙には、反応検査の結果が出ると認にん定てい書しよが授与されるとある。それは『魔ま法ほうを使う才能がある』と協会からお墨すみ付つきをもらった証あかしになるのだと。

（ふむ。この辺りもオレの時代と同じだな）

　セロは頷くと、水晶玉に掌てのひらを当てた。すぐに仄ほのかな光が灯ともる。

「……紫むらさき、ですか」

　受付の協会員だけでなく、様子を見ていた周りの者達の目の色も変わる。その後、セロに向けられたのは同情、もしくは優ゆう越えつ――そういった感情が含まれたものだった。

「おい……見ろよ、あの子、魔力が紫だってさ」

「可哀かわい想そうにな。せっかく魔力が宿ったのに、魔導士としての先はないぜ」

　セロの反応検査を見ていた後ろの魔導士達が、囁ささやき合い、くすくすと笑いを漏らす。

（まあ、そういう反応にはなるな）

　魔法の強弱は、使い手の体内で生成できる魔力量と、それを体外へ放出させる為の技術如何いかんによって決まる。つまり自身に蓄ちく積せきされる魔力が多いだけでは駄目で、外部へと導く為に必要な操作が優すぐれていて初めて、高度な魔法が使えるということだ。

　外へと放出された魔力の量は宿った色によって分かり、特別な例を除のぞけば上から順に『金、銀、紅、碧あお、青白』となり、最後が紫だ。

　そして、魔導士協会で使っている検査用の水晶玉が示すのは、触れた者の体内で生成できる魔力量の限界値であり――セロがたとえ自身の魔力全すべてを外へと導いたとしても、依い然ぜんとして色は紫のまま。つまりは正しよう真しん正しよう銘めい、強さは最下層というわけである。

　千年前から、セロだけでなく紫の魔力量を持つ魔導士は同業者から見下されていた。そのことに耐たえきれず、魔導士であることを辞やめる者も多かったほどだ。とはいえ長い間、魔導士をやっていたセロにとっては慣れたものだ。今いま更さら、気にすることでもなかった。

「……魔力の強さは残念でしたけど、大だい丈じよう夫ぶ、認定書は発行できますよ」

　慰なぐさめるように言う協会員の口元にも、薄うすい笑いが浮うかんでいた。

「どうも。ところでルーフィード学園の入学資格は今も十六歳からか？」

「ん？　そうですが。いや、君、その魔力の強さでルーフィード学園は……」

　セロは協会員が喋しやべっている途と中ちゆうで、「そうか、ありがとう」と認定書を受け取って席を立ち、その場から離れた。彼が言わんとすることは、最後まで聞かずとも分かっている。

（さて……これで一応、ルーフィード学園を受験できる資格は得たことになる。ただ、問題は歳としか。十六になるまで生き抜かなくちゃならない。その為には金が必要だ）

　魔導士協会では魔導士に寄せられる様々な依い頼らいを一いつ括かつして仲ちゆう介かいし、仕事を希望する者の実力に合わせて渡わたしている。しかしそれは魔法学園を卒業し、魔導士としての公式資格を授与された者だけだ。今のセロでは門もん前ぜん払ばらいされるだけだろう。

「ふうむ。子どもというのは存外、生き辛づらいものだな」

　考えこみながら入り口まで戻ってくると、ふとあるものを目にした。掲けい示じ板ばんに幾つもの紙が貼られ、それぞれに詳しよう細さいな絵が描かれている。

　いかにも柄がらが悪そうな人間に交じって、異形の姿をした獣けもののようなモノもあった。人間に敵意をもって害を為なす【魔ま獣じゆう】と呼ばれる生き物だ。絵の下には『金三枚』や『銅五十枚』などの金額が載のっており、『資格問わず』と記されていた。

（賞金のかかった犯罪者や魔獣か）

　なんとなく眺ながめていると、声がかかる。

「興味あるの？　それ」

　セロが振り向くと、傍そばにある受付に座すわっていた協会員の女性が笑えみを浮かべている。

「ああ。これは魔導士の資格がなくても討とう伐ばつしたり逮たい捕ほしたりすれば金がもらえるのか」

「え？　ああ、うん、まあ。でもそれは、魔導士以外にも賞金を払はらいますよって意味で……武器を扱えるような大人ならともかく、君にはちょっと難しいんじゃないかなぁ。どうしてもやりたいなら、そうだねぇ、スライムとか、オオネズミとか……ゴブリンはちょっと難しいかな。でも危ないからやめた方がいいよ？　怪け我がしたら大変だし」

　比ひ較かく的てき弱いと言われる魔獣を挙げていく協会員に、セロは言った。

「そうか。分かった。――じゃあ、行ってくる」

　理解してもらえたと踏ふんだのかほっとしたような顔を見せていた彼女だったが、踵きびすを返したセロを見て血相を変えた。

「え!?　き、君、ちょっと!?　もしかして本当にやるつもりじゃ……ダ、ダメだよー！」

　後ろから止める声は聞こえたが、自分の境きよう遇ぐうを説明したところで長くなるし信じてもらえないだろうと思い、流すことにする。

　そうして――半時間後。

「……ああ!?　君、良かった。無事だったんだね。お姉さん、心配したよ」

　再び魔導士協会にやってきたセロを見た協会員は、安あん堵どの息をついた。

「それは悪かった。ところで……魔獣を討伐してきたんだが、賞金をもらえるか」

「え、本当に倒たおしてきたの!?　すごいね！　えっと、それを証明する死体とか、あるかな？　何も持ってないようだけど……」

「ああ。外に来てくれ」

　セロが建物の出口を指差すと、協会員は眉まゆを顰ひそめる。

「外……？　どういうこと？　スライムとかなら、袋ふくろに入れれば持ってこられると思うけど」

　セロは振り返ると歩き出し、出口の扉とびらに手をかけた。二人のやりとりを聞いたのか、担当協会員だけでなく他の者達も何事かと集まってくる。そして、

「いや、さすがに無理だった。この建物に入れるには――大き過ぎる」

　セロが音を立てて扉を開いた瞬しゆん間かん、全員が悲鳴のような声を上げた。

「こ、これは……！」

　協会員は幻まぼろしかどうかを確かめようとするように、何度も目を擦こすりながら、目の前にある『それ』を見つめた。周りの者達も同様だ。通りかかった人々も含めて誰もが、魔導士協会の前の道に横たわる物体を、ありえないというような表情で凝ぎよう視ししている。

　巨きよ大だいな生き物の、死体だった。びっしりとした漆しつ黒こくの鱗うろこに覆おおわれ、四し肢しは長い年月を経た大木のようだ。被ひ膜まくのついた翼つばさは畳たたまれているものの、広げればこの辺り一帯を容易に覆い隠かくしてしまうだろう。強きよう靭じんな顎あごと、人一人を吸い込んでしまいそうな鼻の穴。半ば開かれた口からは、一本一本が剣けんのような鋭するどい歯が覗のぞいている。力無く垂れた尻しつ尾ぽは、広場を何周も出来るほどの長さを誇っていた。

「ま、間ま違ちがいない――ブラック・ドラゴン!?」

　協会員の言葉にその場にいた皆みなが一いつ斉せいにどよめいた。

「どうだ？　掲示板の一番目立つところに貼ってあるやつを仕留めて来たんだが」

「こ、この魔獣を仕留めた!?　君が!?　この短期間で!?」

「ああ。ブラック・ドラゴンは何度か討伐したことがあるからな。倒し方は熟知している」

「な、何度も!?　嘘うそでしょう!?　ブラック・ドラゴンと言えば一流と呼ばれる魔導士でさえ十人がかりでかかって尚なお、返り討うちにされた魔獣なのよ!?　だから倒せる人がいなくて賞金がどんどん上がっていて……」

「……そうなのか？」

　セロからすれば馴な染じみの相手だった為、手っ取り早い獲え物ものだと選んだだけだ。

　だが、協会員や周囲の反応を見る限り、どうやらこの時代においては、とんでもない事件であったようである。

「こ、こんな子どもが……え、待って、というか、どうやってここまで運んできたの!?」

「そんなもの、魔法を使えばなんとでもなる」

「その歳で魔法を使えるの!?　でも、ブラック・ドラゴンを倒せるんだから、それくらいは……それにしても、なんてことなの……」

　セロが愕がく然ぜんとしている協会員を見ていると、周りから会話が聞こえて来た。

「なんなんだよ、あの子ども、どうやったんだ？」

「わからないわ……ふ、普ふ通つうの子じゃないわね」

「あいつ、さっき魔力反応検査をしてた子どもだろ。あの魔力の強さでどうやって……」

　その中には、先さき程ほどセロを嘲あざ笑わらった魔導士も居た。表情からは畏い敬けいにも似たものが窺うかがえる。

　確かに見た目は子どもだが、セロの前世は魔導士である。更に魔力が宿るのは肉体ではなくその者の魂であり、それを扱う為に必要な経験は転生しても失われてはいなかった。つまりセロにとってブラック・ドラゴンを倒す程度は、造作もないことなのだ。

「えーと。報ほう酬しゆうをくれないか。高い位置にあってオレの背じゃ賞金が見えなかったんだが」

　セロが手を差し出すと、未だに目の前の現実を受け入れられていない様子の協会員は、そこで我に返ったように目を瞬かせた。

「あ……ああ、そ、そうね。でも、すごいのね、君。子ども扱いしてごめんね」

　協会員は受付に戻り、しばらくしてから、大きな革かわ袋ぶくろを持ってきた。セロが受け取ると、ずっしりした重さを感じる。

「金四百あるわ。遠えん慮りよなく受け取って」

「へえ。ブラック・ドラゴンでこんなにもらえるのか。儲もうけたな」

「いや、魔獣の強さからすれば少なすぎるくらいなんだけど……」

　未だ当とう惑わくしている様子の協会員に「そうか。邪じや魔ましたな」と答えてセロは建物を出た。大通りをしばらく進んでから、人通りの少ない横道に外れ、革袋を解ほどいて中身を確かめる。金色の輝きを持つ硬こう貨かがぎっしりと詰まっていた。

「ふむ。この報酬は、ルーフィードの入学金に回すか」

　今回のように賞金首を狙ねらっていけば、普段の生活費も稼かせげるだろう。良い方法を見つけたと、セロがほくほくしていると、

「おい、キミ、さっきの騒そう動どうを見ていたぞ。嘘をついちゃいけない」

　背後から声が聞こえて、振り返る。いつの間にか近くに来ていた男が、セロを指差してきた。ローブを羽織っているところを見ると魔導士だろう。

「魔法学園を卒業はおろか入学もしてないような子どもが、ブラック・ドラゴンを倒しただと？　どうせ何かおかしな手を使ったに違いない！　誰かが倒したのを無む理り矢や理り横取りしたんだろう！」

「そんな奴がドラゴンをここまで運べるか？」

　セロが突っ込むと、男はぐっと押し黙だまった。反論出来なくなったのだろう。が、すぐに唾つばを飛ばしてわめきちらし始めた。

「だ、黙りなさい！　なにか仕し掛かけでもあるんだろう！　ふざけた真ま似ねを。罰ばつとして折せつ檻かんした上で、キミの金も没ぼつ収しゆうだ！」

　直後、男の周囲に青白い光の粒子が巻き起こる。魔力の顕現だ。

　それまでセロ達の様子を遠巻きに見ていた数人がどよめいた。

「お、おい、あんた、いくらなんでも子ども相手にそんなこと」

「うるさい！　手を出すとキミ達も痛い目に遭あうがそれでもいいのか!?」

　止めようとした相手に、男は歯を剥むき出しにして怒ど鳴なる。その迫はく力りよくに誰もが押し黙った。

「……お前も魔導士なら、魔力を放出する意味が分かっているんだろうな」

「な、なんだと!?」

「人に刃は物ものを向けた奴は、逆に刺さされる覚悟を持てってことだ」

　セロもまた意識を集中し、魔力を発動させた。周囲に出現し、炎ほのおのように立ち上るのは紫色の光である。

「……は、ははは。偉えらそうなことを言って。なんだ。紫じゃないか！」

　男は拍ひよう子し抜ぬけしたかのように笑った。

「確かにオレの魔力は弱い。だが魔導士の質は魔力量によって決まるものじゃない。そんなことは常識のはずだが？」

「黙れ！　やはり妙みような真似をしたんだな！　しつけの悪い子どもだ！　この私の攻こう撃げき魔ま法ほうを受けて反省しろ――」

「他を律する魔の迅じん帯たい、我わが意志によって導かれん」

　男が喋り終える前に、セロは既に唱え始めていた。魔法は魔力を練り上げ特定の効果を望むことで、様々な結果を生む。だが、それには頭の中で実行したい効果を明確に思おもい描く必要があった。その為、魔導士は魔法を使う際、それを顕あらわす言葉――業界内では『呪じゆ文もん』と呼ばれる――を口頭で述べる。

「【光縛ルナ・チエイン】」

　セロが翳かざした手から光の帯が幾つも伸のび、縄なわのようにして相手の体を縛しばり付ける。

「ぐおっ……!?　な、なんだこれは……!?」

「……まさかあっさり引っかかるとは」

　いくら男より速く動いたとはいえ、初手は察知されて避よけられると思っただけに、セロは拍子抜けしてしまった。

「動くな。動くとお前が痛い目を見るぞ」

「なにをはったりを……ぎゃああああああああああああああ!?」

　男が身じろぎした直後、彼を拘こう束そくする光が強い紫し電でんを撒き散らした。

　体をびくんと竦すくませると、男は白目を剥いて、その場に倒れる。

「光縛は相手の動きを止め、抵てい抗こうした場合に電でん撃げきで痺しびれさせる魔法だ。お前も魔導士なら知らないわけがないだろうに……」

　怪訝な顔をするセロの耳が、ざわつく周囲の人々の声を捉とらえた。

「なんだ今の。相手を訳の分からない光で縛った上、電撃を浴びせたぞ」

「あんな魔ま法ほう、わたし知らないわ……。学校でも習わなかったし、見たことがない。すごいわね。どうやったらあんなこと出来るのかしら……」

　振り返ると会話をしているのは、どちらも魔導士だと思われる男女だ。

「なにを言っている。ただの基本的な【支し援えん魔法】だろう。どちらも大した術でもない」

　七歳の身の上で、という意味であれば理解できるが、今のやりとりはそもそも今使った支援魔法の存在自体を知らないかのように思えた。

「し、支援魔法？　今のが？　嘘でしょう!?」

「馬鹿を言うなよ。支援魔法って言えばせいぜいが、傷を治したり、空を飛んだり、少し体を速く動けるようにしたりとか……その程度のものだろう？　さっきの君みたいなことが出来るはずがない！」

　二人とも嘘や冗じよう談だんを言っている顔ではなかった。どちらも、人外のものを見るような目をしている。セロは眉を顰めた。

　魔法には――大きく分けて二つの種類がある。【攻撃魔法】と【支援魔法】だ。前者は主に相手を害する為に使われるものを言い、火、水、土、風、雷かみなりなど自然現象を操るものや、毒、呪のろい、影かげ、光など特殊な属性まで多た岐きに亘わたる。後者は同じ属性を使いながらも、その効果は自分や他人を補助するものが多かった。確かに男の言う通り傷を癒いやす、解毒するなどの『回復魔法』と呼ばれるものや、一時的に空を飛ぶ、身体能力を活性化させるなどのものがある。

　また、支援魔法は魔力の消費が攻撃魔法に比べると少ないことが多く、魔力量の少ない者は支援魔導士になって活かつ躍やくすることが普通だった。

　ただ、かといって支援魔法が大したことがないということはなく、使用効果に違いがあるだけで、攻撃魔法と比べても遜そん色しよくない程ほど、その種類と用よう途とは多岐に亘っている。

　少なくとも、セロの時代では、だ。

（どういうことだ。千年後の世界では、支援魔法が衰すい退たいしている……？）

　それも恐らくは、最初期の頃まで。

（なぜそんなことが？……いや、それよりも不ま味ずいな。だとすればルーフィードに入学したら、変に悪目立ちしてしまう）
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　それはセロにとって本意ではない。単なる一学生として多くの生徒と触れ合い、新たな経験を得たいのだ。初めから距きよ離りを置かれるような状じよう況きようを作るわけにはいかなかった。

（仕方ない。ルーフィードに入ったら、なるべく大人しくしていよう）

　注目されないように気を付け、他の生徒と同じように過ごすしか、方法はない。

「……まあ、出来るかどうか、はなはだ不安だが」

　未だに奇き異いな目を向けてくる集団を見て、セロは苦く笑しようした。

　そうして、ブラック・ドラゴンを倒した後も、セロは魔ま物ものや犯罪者を倒し、賞金を稼ぎ続けた。その過程で様々な人間と知り合い、彼らに依頼されることも生じ始める。

　そのおかげか、九年は退たい屈くつすることもなく、瞬またたく間まに過ぎ去っていき。

　――気付けば、ルーフィードへの入学手続きをする日が訪おとずれていた。

「頑がん張ばれよ、セロ。お前なら絶対に合格できるさ」

　出発前に、セロは泊とまっていた宿を訪れた人々から、励はげましの声をかけられる。職業や年齢、性別はばらばらだが、いずれもセロとは依頼を通じて知り合った者達だ。

「そうさ。子どもなのに見たこともない魔法を使うすげえ奴だからな」

「応おう援えんしてるわよ。一人前の魔導士になったら、また助けてね」

「あたし達だって、君のことを助けるからね。いつでも頼たよって」

　笑顔で送り出してくれる人達に、セロもまた笑みを浮かべて答える。

「ありがとう。今までやってこられたのは皆のおかげだ。じゃあ――行ってくる」

　セロは頷くと、彼らに、九年間世話になった街に背中を向けて、歩き出す。

　空は青く、風は穏おだやか。

　まるで、これからの自分の未来を応援してくれているようだと、そう思った。




「……行っちまったか。にしても本当、常識外れな奴だったな」

　セロを送り出した男性が、彼が居なくなった後で呟つぶやく。

　すると周りの者達も一斉に喋り始めた。

「そうね。まだ子どもで、魔力も弱いのにばしばし賞金首をやっつけてさ」

「おれらが任せた仕事も完璧にこなすしな。本当、何者なんだって話だ」

「まあ、何者だろうと、セロはセロさ。しかし……あいつが入学希望してるの、ルーフィード学園だったよな」

「そうだねえ。そこの支援魔法科に入学希望って……ん？　あれ？　でもルーフィードって確か噂うわさじゃ、支援魔法を……」

　そこで全員が顔を見合わせる。しばらく黙り込んだ後、皆は揃そろって既に消えたセロの姿を追い求めるように街の出口を見た。

「……大丈夫かな、あいつ」

　漂ただよう静せい寂じやくをわずかに破る男性の呟きに、答える者はなく。

　やがてそれは、虚むなしく空に消えていった。




　数日かかって、セロはようやく、オーランド国の首都メリカスにあるルーフィードの門を叩たたいた。校舎は何度も建たて替かえられ、数も増えたようだ。他にも自分が居た頃にはなかったものがあったり、逆にあったものがなくなっていたりした。

　ただ転生したばかりの頃、屋台の店主から聞いた話は間違いではなく。

　ルーフィードは誰だれもが口をそろえて『世界一の魔法学校だ』と断言する場所だった。

『規模自体は小さいが、その分試験を厳しくすることで入学者を絞しぼり、正しく選ばれた者だけが合格の栄えい誉よを得ることが出来るようになっている。入学した生徒は充じゆう実じつした設備に囲まれ、世界的に見ても一流かつ現げん役えきの魔導士達たちによって徹てつ底てい的てきな指導を受け、卒業する頃には全員が即そく座ざに第一線で華はな々ばなしく活動出来る人材に育つ』

　と評判が広まっており、実際セロが調べたところルーフィード学園卒業者の功績はおしなべて素す晴ばらしく、故に学園から輩はい出しゆつされた魔導士は、それだけで仕事の依頼が殺さつ到とうするようだ。創設者のセロとしては、世界に何があったかはともかくとして千年後でも順調に学園が運営されているようで、ひとまずは安心といったところだった。

「はい。入学希望者ね。申込書と魔導士協会からの魔力反応認定書はある？」

　学園内にある事務所で職員の男性からそう訊かれ、セロは鞄かばんから指示されたものを取り出して渡す。

「ふむ。問題ないようだね。セロ＝ルーフィード……？」

　申込書の氏し名めい欄らんを見て、職員の片眉が上がった。恐おそらく初代学園長と同じ名だったからだろう。転生した後、偽ぎ名めいを使うことも考えたが面めん倒どうに思ってそのままにしておいたのだ。

「ああ、全く同じ氏名なんだ。自じ慢まんでね」

　こうして堂々としていれば、別に疑問に思われることもない。

「ほう、そうかね。それは珍めずらしい。……支し援えん魔法科希望、と」

　思おも惑わく通りあっさりと納なつ得とくした職員だったが、次に引っかかったような顔をしたのは、セロが希望した学科名を見た時だった。

「なにか？」

「ん？　あ、ああ、いや、なんでもない。受理したよ。いや、しかし、驚おどろいたね。支援にしろ攻こう撃げきにしろ、通常なら魔導士が適性する……扱あつかえる魔法の属性は一人につき一つ。それなのに君は――全属性を扱うことが出来るとは」

「……まあ、珍しいかな」

「珍しいなんてものじゃないよ。滅めつ多たに現れることじゃない。素晴らしい才能だ」

　その辺りは千年経っても変わっていないか、とセロは曖昧に頷いた。確かに全属性の魔法を使える魔導士というのは稀だ。故にこそ皆、与えられたたった一つの魔法の才を、極限まで高めようとする。

「ただ……それだけに魔力量が極端に少ないというのは、もったいないね。だから支援魔法科希望というわけか」

　笑みを浮かべていた職員はしかし、すぐにその顔を曇くもらせた。

「支援魔法も悪くはない。調べてみれば実に奥おく深ぶかいものがある。研究すれば新しい発見があるかもしれない」

「そう、かね？　まあ、君のような若者が魔法の発展に貢こう献けんしてくれるというのは、こちらとしても望むところだ。精々、頑張ってくれ。合格できることを祈いのっている」

　職員から控ひかえの書類を渡されて、セロは一礼して立ち上がると、受付を離れていく。

（精々頑張ってくれ、ね。どうにも期待されていないようだ）

　それが支援魔法の現状ということだろう。だが、それならそれでいい。

（また一から地位を上げて行けばいい。オレの代で支援魔法の段階を元の時代のように戻もどし、更に先を行く）

　その為ためにもルーフィードで学友を作り、共に切せつ磋さ琢たく磨ましなければならなかった。

（まずは試験だな。気を付けて挑いどまなくては……）

　決意して、一カ月後。セロは学園に設けられた試験会場で、席についていた。教室内はびっしりと入学希望者で埋うまっている。他の者の話を聞くと、他にも教室はあるがそこも一いつ杯ぱいだという。明らかに合格者数より多かった。ただ別に珍しくなく、毎年のことらしい。

（オレが学園長をやっていたころより盛せい況きようだな……）

　良いことだ、と思っている内にローブを羽織った試験官がやってきて、教きよう壇だんに立った。

「諸君、よくぞ我がルーフィード学園に参られた！　まずはその志を歓かん迎げいしよう！」

　魔導士らしからぬがっしりとした体格をした試験官は、朗々と声を張り上げた。

「昨今、魔導士の需じゆ要ようは高まる一方である！　魔ま獣じゆう狩がりや犯罪者討伐、国同士の戦争や個人間の諍いさかいに至るまで、誰もが魔法の力を必要としている！　だからこそ諸君ら、未来を担になう若者が魔導士を目指すことは実に喜ばしい！　しかし、誠まことに遺い憾かんながら我が校こうは全すべての希望者を受け入れることは出来ない！」

　教壇に強く手をついて、試験官は身を乗り出す。

「ルーフィード学園が欲ほつするのは才能ある魔導士、これのみである！　それも他に追つい随ずいを許さぬ極きわめて優れた者以外は必要としていない！　よってこれより諸君らにその資格があるかどうかを確かめさせてもらいたい！」

　手を離すと腕うで組ぐみをし、試験官は頷うなずいた。

「時間は一時間。全力で挑んでもらいたい。――それでは、始めぇッ!!」

　雷のような号令と共に、セロはその場にいた全員と共にペンをとった。あれだけ大おお見み得えを切ったからには相当難解な内容なのだろうと、昂こう揚ようしながら試験用紙に目を落とす。

「……ん？」

　が、セロはすぐに怪訝な顔を作った。

　教室内には静寂が漂い、ペンで紙に文字を綴つづる音だけが微かすかに響ひびいている。

　その間、試験官は受験生達が不正をしないように厳しい目で見回っていたが、

「……おい、君。そこの君。なにをぼうっとしている。もう試験は始まっているのだぞ」

　セロに声をかけてくる。試験が始まってから微び動どうだにしていなかったからだろう。

「あ、ああ。悪い。これ、なにかの間違いかと思って」

「間違い？　どういうことだ」

「いや――問題が、簡単過ぎないか？　あまりにも」

　セロの発言に、受験生全員のぎょっとしたような視線が集まってくる。

「あれだけ偉そうに言ったんだから相当なやつがくるかと思ったら、全然大したことないんだが……」

　瞬間、試験官の額にはっきりとした青筋が浮かんだ。わなわなと体を震ふるわせ始める。

「お、お、面おも白しろいことを言うじゃないか。我がルーフィード学園の用意した試験が、た、た、た、大したことがない、だと？」

「はあ。まあ。この程度なら誰でも解けるような気もするが」

　その時、試験官は、固めた拳こぶしをセロの机に叩きつけて来た。砕くだけてしまうのではないかという激しい音が鳴る。

「き、貴様ああああ！　ふざけているのか！　無礼にも程がある！　我が校の試験は他の学校に比べても遥はるかに難解と言われているのだぞ!?」

「え、そうなのか!?……へぇー」

　そうとは思えないけどな、という言葉は心の中に止とどめておいた。これ以上なにか言えば、試験官の血管が破は裂れつしてしまうだろう。

「分かったら、とっとと解け！　それだけ自信があるのなら、せいぜい、満点で合格してみせるんだな！」

　盛大に鼻を鳴らし、試験官は憤ふん懣まん遣やる方ないといった体ていで去っていった。

（うーん。いくら支援魔法が衰退しているといっても、さすがにルーフィードの試験がここまで簡単とは思えないんだが……いや、待てよ）

　セロは改めて問題を眺めていて、ふとあることに気付く。

（そうか。単純な問題を単純なまま解くなってことか!?）

　物事を直接的に受け止め、そのまま取り組んでいては何の発展もない。自分なりの解かい釈しやくをし、他の者とは違ちがう視点でやってこそ、新たな発見がある。

（つまり自分なりに、求められる解答より先を目指して書けと、そういうことか！）

　ならばあの試験官の言葉にも納得がいく。試験とはいえ、ここから既すでに魔導士としての道は始まっているのだ。

（なるほど奥深い。今のルーフィード学園も、やるじゃないか！　先程の試験官には後ほど謝罪しておかないと！）

　そう一人、納得し――セロはようやく、ペンをとったのだった。

　一時間後に筆記試験を終えると、次は実技試験に移る。攻撃魔法科、支援魔法科と分かれ、それぞれ別の教室にて試験官を相手に自らの力を見せるのだ。セロを含ふくめた五人の受験生が広々とした教室に入ると、筆記の時とは違う女性の試験官が待っていた。

「さぁ、いよいよ本番よ。筆記試験はあくまでも知識を問うもの。だけど魔導士たるもの実力が伴ともなわなくては意味がない。ここであなた達の才能が我が校で学ぶに足るものか、存分に見せてもらうわ」

　試験官が発破をかけるとセロ以外の受験生が緊きん張ちように居住まいを正した。筆記でどれだけ良い成績を残そうと、ここで失敗すれば意味がないと認にん識しきしたのだろう。

「他の魔法学校では魔力の発現から学ぶけれどルーフィードはそうじゃないわ。そんなことは出来て当たり前。あなた達には更に【飛翔フライグ】の魔法を使ってもらおうかしら」

　試験官の要求に、周りに居た受験生がざわつき、当惑したように顔を見合わせた。

（なんだ？　飛翔くらいでそんなに動どう揺ようして……）

　飛翔、とは支援魔法の一つで、基本的には風の属性を操あやつり術者の体を浮かせ、空を飛ぶものだ。魔法の才がある者であれば少し練習しただけで実現出来る。

　確かにまだ素人しろうとの受験生がいきなり魔法を行使するというのは少々難しいかもしれないが、ルーフィードが試験でそういうことをするというのはセロの頃ころからあった。この時代もそうであるなら、噂くらいは広まっているはずだ。何も知らずにここに来たというわけでもないだろう。

「どうしたの？　飛翔をやってみせて。出来ないなら、残念だけど不合格よ」

　中々動こうとしない受験生達を、試験官がしびれを切らしたように急せかした。

（もしかして練習通り上う手まく出来るかどうか、不安になってるのか？　ならオレが先に実行して、大したことがないと教えてやるか……）

　セロは意識を集中し、全身に力を巡めぐらせる絵を脳内で描きながら、それを外部へと解き放った。発火するような音と共に魔力が迸ほとばしる。

「あら、あなた、先頭切ってやるじゃない。紫というのが、まあ、あれだけど……さあ、魔法を使ってみなさい！」

　セロは試験官に頷いて、口を開く。

（飛翔も段階はあるが……あまりやり過ぎてもなんだな。基本的なところにしておくか）

　頭の中に描いた想像を形にして作る為、呪文を詠えい唱しようする。

「束そく縛ばくから解き放たれし魔の空動。今我の意志をもってここに導き出されん。――飛翔」

　セロの体を、不可視の膜まくが包み込んだ。それは世界の法則を断たち切り、術者を空中へと浮かび上がらせる。そのままセロは魔法を操り、自由気ままに教室中を飛び回った。さながら鳥のように素す早ばやく、虚こ空くうを漂う一葉の如く軽かろやかに――。

（まあ、こんなものか）

　キリの良いところで地面に降り立つと、魔法を解いた。試験官が満足する程度には能力を見せられたかと判断し、彼かの女じよの方を見ると――予想外のことが起こる。

「な……な、なんなの、あなた！　今の魔法は!?　何をしたの!?」

　試験官は目を一杯に見開き、口を大だい胆たんに開け、とんでもない光景を前にしたかのような反応を見せていた。

「え……いや、だから、言われた通りに飛翔を」

「今のが飛翔!?　馬ば鹿かを言わないで！　飛翔の魔法なんて、精々人の頭より少し高いところまで浮かび、緩ゆるやかな速度で飛行するだけのものよ。今みたいに、あ、あんなにも高く、しかも高速で移動することなど出来ないわ！」

「……なんだと!?」

　馬鹿な、とセロの方こそ愕然となる。

（さっきの程度、オレの時代では当たり前にやれていたことだぞ!?）

　それこそルーフィードに合格できる者であれば、受験生ですら可能であったことだ。

「でもあれくらい、少し練習していれば……」

「な、なら周りを見てみなさい！　他の者があなたのようにやれてる!?」

　言われてセロは他の受験生の様子を確かめた。

　すると、全員がセロのように出来るどころか、相当頑張ってわずかに足先を地面から離はなす程度でしかなかった。いやそれはまだ良く出来ている方で、中には風の膜を造り上げたはいいが、全く動けていない者もいる。

　彼かれらはセロの方を見て、人外を目にしたような表情を見せていた。

（……しまった。やってしまったか!?）

　自らの失敗に気付きセロは頭を抱かかえた。支援魔法の種類だけでなく、扱い方かたまで退化していたようだ。

「まさか、これほどとは……」

　注意していたのに、また仕出かしてしまった。セロが全力で反省していると、

「支援魔法科の受験生でここまでやれた子はルーフィード始まって以来よ。驚くべき才能の持ち主ね……」

　試験官が腕うでを組んで、深く唸うなる。

「い、いや、オレは別に、そんな大したものでは……」

「でも、それだけに実に惜おしいわね。攻撃魔法科であれば……いや、それはいいわ。とにかく、あなたはすごい。だからこそ、めげないでね！」

「めげる？　なににだ？」

「なににって、ルーフィードに入ったら……ああ、なんでもないわ。さあ、あなたの実技試験は十分よ。退出して」

　気になることを言われたものの半ば強ごう引いんに試験官から促うながされ――セロは、そのまま教室から出て行ったのだった。




　数日後。入学試験を終えたルーフィード学園の教務室では、ある騒さわぎが起こっていた。

「いやあ、なんというか、でたらめが過ぎるな。ここまで酷ひどい解答は初めて見た」

「だよな。間違えるにしても、もっと分かりやすくあるべきだというか。そもそもなに書いているかさっぱり分からん」

「長年やってますけど、初めてですよね、こんな受験生」

　現役の魔導士でもある教師たちは、ある一人の入学志望者が書いた試験用紙を見て、口々に言い合っている。

「まったく、あれだけおれに吹ふいていてこのザマか！　大たい言げん壮そう語ごとはこのことだ！」

　試験官をやっていた男も、馬鹿にしたように鼻を鳴らした。

「一体なんの騒ぎですか？」

　と、そこで彼らは、教務室に入ってきたある人物に目を留める。

「ああ、副学園長。いや、これを見て下さいよ」

　男性教師は立ち上がって近付くと、その人物に試験用紙を渡した。

「今年の筆記試験の結果なんですけどね。なんというか無む茶ちや苦く茶ちやと言いますか。攻撃魔法もそうですけど、支援魔法が特に訳が分からなくて。答えである術式過程とはまるで違っていて、やけに複雑な理論構築をしていると言いますか、はっきり言って意味不明で、こんなやり方を実行できる人はいませんし、出来たとしてもちゃんとした魔法が発動できるかどうか……。多分、自分で考えた、出来もしないやつを書いただけだと思うんですが」

「わたしもそう思います。なんというか、自己顕けん示じ欲よくが激しいと言いますか。しかし、解答が正解か不正解かさえ判別できないというのは前ぜん代だい未み聞もんで、どうするべきか……」

「ふん、あんな手前勝手な野や郎ろうは落とすべきです！　名前だけ初代学園長と同じなのがまた腹が立つ!!」

　試験官担当の教師が主張すると、他の者達も無言で頷いた。

「実技試験は驚くべき結果だったそうで、合格にすべきだという意見もあるのですが、筆記がこれではいくらなんでも……どう思います？　副学園長――」

　別の教師が、皆を代表するように伺うかがいを立てる。

「合格にします」

　が、副学園長が間かん髪はつ容いれず答えたので、その場に居た全員が驚きを示した。

「ほ、本気ですか!?　しかしそのようなデタラメな解答では」

「デタラメではありません。他の誰にも無理でも、私には理解できます。彼は単に先に進み過ぎていただけです。貴方あなた達たちが理解できない程に、ね」

　副学園長の説明に、教師達は当惑したように黙り込む。

「今は納得できないでしょうが……彼は決して悪ふざけでこのようなことをしたわけではない、ということは断言できます。よって副学園長として決定します」

　副学園長は試験用紙を、そっと胸に抱だいた。

　まるで、愛いとしい者からの恋こい文ぶみを受け取ったかのように。

「彼――セロ＝ルーフィードを、我がルーフィード学園の生徒として、迎むかえ入れましょう」







第二章　入学







　ルーフィード学園の丁度中心にある、一番大きな校舎の前には、整地された広場がある。

　中央には噴ふん水すいがあり、透すき通った水が煌きらびやかな陽光を受けて輝かがやきながら、美しい曲線を噴ふき上がらせており。そのすぐ傍そばには、一体の銅像が建てられていた。

　男性を象かたどったものだ。ルーフィード学園の入学者に支給されるものと似た意い匠しようのローブを羽織っており、遥か遠くを見つめている。銅像が立つ土台には、こう彫ほられていた。

【ルーフィード学園　初代学園長　セロ＝ルーフィード】

　良く晴れた空の下で。かつての自分を眺ながめながら。セロは思った。

「……全然似てないな」

　千年経たっているとはいえ、ここまで変わるものだろうか。仕方がないのかもしれないが。

「ちょっと格好良過ぎるよな……。髪かみもちゃんと整ってるし。服も乱れてないし」

　かつて自分は魔法以外のことにだらしなく、よく身だしなみについてフィオナに叱しかられていたものだった。かつてと言ったが今も別に直ってはいないが。

　今のセロは灰色がかった髪に学園の制服と支給されたローブを着ている。ただし髪の毛けは寝ね癖ぐせでくしゃくしゃだし、衣服自体も適当に放置していたからよれよれだった。

「セロ＝ルーフィード様がお好きなのですか？」

　と、その時、横から声がかかったので、セロは振ふり向いた。

　女性用の制服を着た、同じ年だと思われる少女が立っている。

　薄うす茶ちや色の髪を肩かたほどまで伸ばしていた。切れ長の目と引き結ばれた色素の薄うすい唇くちびる、尖とがった顎という顔立ちは、美しさと同時に何ど処こか意志の強さを感じさせる。白磁のように透き通った肌はだをしていて、引き締しまった体に比べて不自然なほど膨ふくらんだ胸部が目立っていた。

　が、彼女の外見で最も特とく徴ちよう的てきな部分は頭部と腰こしの辺りにある。何な故ぜなら、頭頂部近くの左右には犬を思わせるような尖った大きな耳が、臀でん部ぶに近いところからはふさふさの長い尻尾が生えていたからだ。

（……亜あ人じんか）

　人と――より正確に言うならば『世界の大多数を占しめる外見的特とく徴ちようをもつ種族』とは違う姿をした者達である。彼女のように動物の耳や尾おを持つ者も居れば、別の姿をした者も居るが、大体の場合はひっくるめて『亜人』と称しようされる。

「好き……まあ、好きか嫌きらいかで言えば、好きだな」

　セロの自己評価ではその程度のものだった。疎うとましく思うほどではないが、さりとて誰よりも愛しているわけでもない。

「そうですか。わたくしは大好きです」

　少女は歩み寄ってくると、銅像を見上げた。瞳ひとみが星を散らしたように煌めいている。

「そうか。それは光栄なことだな」

「え？　どうしてあなたが光栄に思うのですか？」

　きょとんとした少女にセロは「いや、なんでもない」と答えた。実は本人なんだよと言っても、信じてくれるわけがない。

「そうですか。……ご存ぞん知じですか？　ずっと昔、魔導士は今のように学校に通ってなるものではなかったそうです」

「ああ。基本的に先せん輩ぱいの魔導士に弟で子し入りして修しゆ業ぎようし、許しを得てから活動してたんだ」

「そうです！　でも、それは大変な問題があったそうで」

「師し匠しようによっては弟子を小間使いのように扱い、何年も自分の下に置いて利用したりする奴やつもいたな。弟子の才能に嫉しつ妬として、わざと過か酷こくな修業を課して潰つぶそうとしたりな。高名な魔導士の中には弟子入りする際に多額の金を要求するようなふざけた野郎もいた」

　その為、当時は魔導士として一人前になれる者自体が少なかったのだ。

「あなた、よく勉強していますね！　わたくしもそこまでは知りませんでした。そんなことがあったのですね……」

　自分の知識を披ひ露ろうするつもりが逆に学ばされたというように、少女は目を丸くした。

「勉強っていうか実体験というか知り合いに聞いたというか……まあいいか。後は身分の低い奴、貧しい奴、人と外見が違う奴も差別されてなれなかったな」

「ええ、そうなのです。でも、そういったものを撤てつ廃ぱいして、誰もが平等に魔法を学べるようにと世界で初めて魔法学園を創つくったのが、このセロ＝ルーフィード様なのですよ」

「弟子入り時代に散々な目に遭ったり、そういう光景を見てきたりしたからな。自分と同じような体験を後の魔導士志望者にさせたくなかったんだ」

「……なんだか、ご自身がセロ学園長みたいな言い方をされますね」

　自分がセロ学園長だからな、という発言は心の中に仕し舞まっておいた。

「でも、そこまで詳くわしく知っているなんて、あなた、さては相当なセロ愛好家ですね？」

「そうでもないさ。不満もある」

「謙けん遜そんしなくても宜よろしいですよ。あなた、入学式に居た支援魔法科の新入生ですよね。わたくしもそうなんです。チェスカ＝シャイネティと申します。宜しくお願い致いたします」

「よろしく。オレはセロ＝ルーフィードだ」

　セロが答えると沈ちん黙もくが下りた。チェスカの表情が仮面のように固まっている。

　が――彼女は間もなく口元を緩め、くすくすと笑い始めた。

「ふふ、冗談がお上手なのですね」

「いや別に冗談ではないんだが」

「……え？　ええ!?　で、では本名なのですか!?」

　セロが頷くと、笑え顔がおから一転、チェスカは慌あわてたように頭を下げた。

「それは、大変失礼しました！　珍しいですね、同じ名前なんて。でも……支援魔法科なら、そこだけが違うのですね。この学園を創ったセロ＝ルーフィード様は――」

　チェスカは当たり前のように、再び銅像を仰あおぎ見ながら言った。

「攻撃魔法の伝説的な使い手なのですから」

　セロは、意味が分からずに一いつ瞬しゆん、思考が停止した。

「……は？　オレが……セロが攻撃魔法の使い手？　なに言ってるんだ？」

「え？　皆みなさん、知っておられますよ？　全ての属性を操る凄すごい攻こう撃げき魔導士だったって」

「馬鹿なことを言うな。確かにそれはそうだが、攻撃魔法はどれも最低限のものしか使えないからそっちが本業じゃない。セロ＝ルーフィードは、支援魔法の使い手だ！」

「……ええ？　いえ、なにを仰おつしやっているのか……。そんなこと、セロ学園長のことを綴ったどの本にも書いてありませんよ。わたくし、関係書しよ籍せきを多く読みましたけれど、どこもそこだけは違ちがっていませんでした」

　どういうことだ。セロは困こん惑わくし、考え込んだ。

（千年経つ内に、オレの情報が誤って伝わっている……？）

　確かに自分は面倒くさがって、己のことをほとんど文書などに書き残してこなかった。しかしだからといって、こうも正反対の話が定着するだろうか。

「セロ学園長は、誰も見たことがないような魔法を幾いくつも使うので、様々な方が様々な二つ名をつけておられまして。混同してしまうということで魔導士協会が公式の【星統べし魔導の王】――通つう称しよう魔導王という統一的な称しよう号ごうを授さずけられたそうです」

「いや、まあ、それは間違っていないんだが。あのな。セロは魔力量が少なく、ほとんど支援魔法しか使えなかったんだ。だからこそ支援魔法を研究し、新しい魔法を幾つも生み出してそれを体系化し、自分のような魔導士の助けになればと思って皆に広めて……」

　結果的に業界は活気づき、それまで攻撃魔法の影のような存在だった支援魔法は同格にまで上りつめたのだ。しかし、セロの話にチェスカは不思議そうにするだけだった。

「はあ……。あの、ですが支援魔法は現在、それほど数がないようですが」

「……そうなんだよな。それが問題なんだよ」

　今の世界でいくらセロが昔のことを語ったところで、信じてくれる者はいないだろう。

（やれやれ。しかしだからって、よりにもってオレが攻撃魔法の使い手とはな）

　時の流れとは恐ろしいということを、この上なく実感していた。

「まあ、第二の人生を過ごす上では、別に関係のないことか……。さて、じゃあ、そろそろ教室に行くか。まだ余よ裕ゆうはあるが、初日から遅ち刻こくするわけにはいかないし」

「え？　あ、そうですね！　そう致しましょう」

「ああ。ところで同級生なんだから、その畏かしこまった喋しやべり方はそろそろやめたらどうだ？」

　セロが提案するとチェスカは「申し訳ありません」と照れくさそうにはにかんだ。

「母から、誰に対しても礼れい儀ぎは尽つくしなさいと教わったので。癖くせのようなものですね」

「そういうことか。ならいいさ。でも随ずい分ぶんと厳しい親だったんだな」

「ええ、その、それはわたくしが――」

　と、チェスカが続けようとした、その時。

「セロさん！　危ない！」

　彼女は突とつ然ぜん血相を変えると、セロを押おし除のけて前に出た。同時にその体から、深い海を思わせる紺こん碧ぺきの光が迸る。魔ま力りよくの発現だ。

　セロが振り返るとチェスカの目の前に、激しい水流、石いし礫つぶて、雷が迫せまっていた。

（攻こう撃げき魔法!?　一体誰が――）

　セロは対応しようとするがそれより早く、

「轟ごう然ぜんと構えし魔の鉄てつ壁ぺき、我わが意志によって導かれん――【堅盾マジクシールド】！」

　チェスカが呪じゆ文もんを唱えると、攻撃魔法の全ては彼女に当たることなく派手な音を立てて消し飛んだ。チェスカの周囲に出来た黄土色をした半はん透とう明めいの壁かべが、不意打ちで放たれた攻撃を防いだのだ。

「チェスカ、お前、防ぼう御ぎよ魔法の使い手か」

　土属性に類する支し援えん魔法だ。物理攻撃や魔法を遮しや断だんする魔力の結界を創りだす。

「はい。まだそれほど長時間は維い持じできませんし、強度も大したものではありませんが」

「学園に入ったばかりで結界を展開出来るだけでも大したもんだ。魔力も強い」

　蓄ちく積せきされる量と放出する技術、二つが揃って初めて魔力の色は変わる。チェスカのそれは、セロの時代と照らし合わせても、新入生としては破格のものだった。

「……お褒ほめに与あずかり恐きよう縮しゆくです。でも、お姉ちゃんにはまだまだ敵かないませんから」

　チェスカが頬を赤らめながらも、含むような物言いをする。

（お姉ちゃん？　誰か目標でもいるのか……いや、それよりも、先ほどの攻撃魔法を誰が行ったのかを確かめるのが先だ）

　そうセロが思ったところで、前方から声がかけられた。

「おいおい、なに邪じや魔ましてくれてるんだよ、犬の分際で」

　セロが視線を向けると、少し離れた場所に、少年が三人、男性が一人立っていた。

　先頭に立っているのは青の色を宿した髪に、鋭するどい目と厭いやらしそうに歪ゆがんだ口元をした人物だ。豊かな前まえ髪がみが緩やかに湾曲し、それを指先で弄いじって伸のばしている仕草が何処か気き障ざったらしい。

　少年の左右には上等な生き地じを使っている制服が張り裂さけそうになるほど太っている者と、逆に少し押せば折れてしまうのではないかと思うほどやせ細った者が居た。

　対照的な二人は先頭の少年より一歩程下がった位置にいる。なんとなく、彼に従う立場にあるのだろうということは察せられた。

　先頭の少年からはチェスカと同じ紺碧の、他の二人からは青白い色を宿した魔力が立ち上っているところを見ると、先ほどの攻撃魔法は彼らが行ったものらしい。

　最後の男性は三人の更さらに後ろに居て、物言わず佇たたずんでいる。上品そうな生地の服に厚手のローブを纏まとっていた。緑の髪に黄色の瞳、目元にかけた銀ぎん縁ぶちの眼鏡が、理知的な顔つきによく似合っている。見た目から察するに、三人の内の誰かの保護者なのだろう。

「まったく。せっかく僕が噂の新入生の実力を試ためしてやろうと思ったのに。興ざめだよ」

　先頭の少年が嘲ちよう弄ろうするように言うと、残りの二人が追随した。

「しつけの悪い犬はこれだから困りますね」
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「学園をうろつかれる前に追い出してやらないといけないなぁ」

　次いで全員が揃って笑い出す。聞いているだけで耳が腐くさりそうな、嫌いやな笑い方だった。

「……わたくしは人間です。それにここの生徒でもある。追い出される謂いわれはありません」

　チェスカが硬こう化かした口調で返す。顔からも先さき程ほどまでの花を思わせるような愛らしい笑えみは消えていた。

「へえ。なあ、お前も新入生なんだろ？　何科なんだ？　言ってみろ」

「……支援魔ま法ほう科です」

　答える少女の顔つきが、ほんのわずかに変わる。セロにはそれが、屈くつ辱じよくを味わっている際のものであるように思えた。何故だろうと考えていると、再び少年達の間で笑いが起こる。

「よりにもよって支援魔法科か。まあ、獣けものには相応ふさわしい学科だよな」

「ええ。それにしても、亜人で支援魔法科ってのは実になんというか、最悪ですねえ」

「そんな奴は伝統あるルーフィード学園を歩かないでもらいたいもんですよ。せめて道の隅すみを選べ、隅を」

　媚こびへつらうように言葉を並べ立てる二人を、先頭の少年は「まあまあ」とわざとらしい手つきで宥なだめた。

「そこがルーフィードの懐ふところの広さというやつだ。全ての者に魔法の教育を。全く素晴らしいやり方だよな。そのおかげでお前みたいな獣で支援魔法みたいな下げ卑びた魔法しか使えない奴も、魔導士になれるんだ、有あり難がたく思えよ？」

　セロは、そこで少年の言葉に引っかかるものを覚える。

（支援魔法が下卑た魔法……？）

　先程から聞いていれば他にも、支援魔法自体を下に見るような言動をしていた。一体どういうことだろうか。いくら支援魔法がセロの前世、その最初期の頃まで衰すい退たいしているといっても、攻撃魔法との格差はなかったはずだ。

（……いや、今そのことはいい。それよりも）

　気になることがあって、セロは尋たずねた。

「チェスカ。亜人への差別ってのは今の時代でもあるのか？」

　チェスカはわずかにセロの方を向いて、俯うつむいた。沈ちん痛つうそうな面おも持もちで言う。

「……今の時代というのが気になりますが、ええ、そうです。昔に比べるとかなり減ったと思いますが……今でもああいう人達はいます。ルーフィードはそういうことしませんから、誰でも入学できるのですが」

　千年経っても人は変わらないということか、とセロは嘆たん息そくする。

　セロの時代において亜人は差別の対象だった。何がきっかけかは分からないが、彼らはまるで世界に於おいて必要のないものであるかのように扱われ、どんなに酷い目に遭あわされたとしても誰も何も出来なかったのだ。国に訴うつたえたところで、逆にお前が問題を起こしたせいだろうと濡ぬれ衣ぎぬを着せられ、逮たい捕ほされることもあったほどだった。

　故ゆえにセロは学園を創ると決めた時『誰もが平等に魔導士になれる』ということを決まりに盛り込んだのだが――。転生してから今まで、セロが見かけなかっただけで、裏ではこんなことが行われていたということだろう。

「なるほどな。しかし、チェスカが犬ならお前らは山やま猿ざるか？」

　セロの言葉に先頭の少年が「なに!?」と額に青筋を浮うかべた。

「さっきは随分と派手な挨あい拶さつをしてくれたな、猿さる。オレに用なのか？」

　首を傾かしげたセロに、少年はふてぶてしく鼻を鳴らす。

「……ああ、そうだ。お前、セロ、だったか。初代学園長と同じ名前の奴が実技試験で随分と活かつ躍やくしたと、攻撃魔法科の方でも噂うわさになっていてな。だからその能力をこの僕ぼく、ジョア＝シズボズが直々に確かめてやろうと思ったんだ」

「ま、筆記試験は滅め茶ちや苦く茶ちやだったみたいですけどね」

　太った取り巻きの少年が言うと、残りの二人は笑い始めた。

「別に無茶苦茶を書いた覚えはないんだが……」

　入学希望者を試しているのだと踏ふんで、この時代の水準だと思われるところから少し進んでいると思われる答えを記したのだが、どうやらそうではなかったらしい。しかしまさか、デタラメ扱いされるとは思わなかった。

（どうにも難しいな、この時代に合わせるというのも……）

　セロとしては最大限、努力しているつもりなのだが。

「おい、聞いて驚け、支援魔法科。このジョアさんはなんと――入学試験の筆記・実技において、攻撃魔法科の受験生の中で最も高い点をとったのだ!!」

「セロ、お前も実技試験では中々の評価だったようだが、所しよ詮せんは支援魔法！　ジョアさんには敵うまい！　つまりこのお方こそが、新入生の中では文句なしの頂点！　しかも名門魔導士一族、シズボズ家のご長男であらせられる！　思い知ったか――！」

　取り巻き二人が片かた膝ひざをつき、まるで称たたえるようにジョアへ両手を高く差し出した。差し出された本人もまんざらではない顔で顎あごを突つき出している。

「へー。すごいな」

　が、セロが温度の低い反応をすると、がくりと脱だつ力りよくした。

「この……生意気な野郎だ。いいか、少し人より魔法を上手く扱えるからって、支援魔法科如ごときが調子に乗られても鬱うつ陶とうしいんでな。今から僕がお前を叩たたきのめして、所詮、支援魔法は攻撃魔法には敵わないと示してやる」

「オレに付き合う義理はないんだが」

「黙だまれ。支援魔法科は攻撃魔法科のやることに逆らえないんだよ！」

　ジョアの目には本気の色が宿っていた。セロが断ったところで無理やり勝負を挑んでくるだろう。

（オレの時代じゃ、教務の許可なしに生徒が学内で魔法を使用することは、校則で禁じられていたはずだぞ）

　今は無くなってしまったのか、あるいは彼らがまだ知らないだけなのか。ともあれ、

（言っても聞かない連中なら、さっさと片付けた方が早いか）

　やれやれと思いながら、セロは口を開いた。

「いいだろう。相手をしてやる」

「ふん。言ったな。身みの程ほどを思い知らせてやる」

　ジョアとその取り巻き達たちは剣けん呑のんな雰ふん囲い気きを発し、構える。

「セロさん、ですが危険では……」

　チェスカが後ろから不安そうな声をかけてくるのに、セロは笑いかけた。

「いや、心配ない。チェスカ、さっきは守ってくれてありがとうな」

「い、いえ。大したことでは。それより、相手は三人ですし、支援魔法では……」

「なんとかなるさ。それに――チェスカの綺き麗れいな毛並みの耳や尻しつ尾ぽを馬鹿にするなんて、本当にろくでもない連中だ。少しは仕置きしてやらなきゃな」

「……え……」

　チェスカはセロの言葉を聞いて、しばらく呆ぼう然ぜんとしていたが――やがて、瞬またたく間まに肌を真っ赤に染めていった。彼女は恥はずかしそうに目を伏ふせたまま、両頬に手を添そえる。

「そ、そんなこと……そんなこと、ありません。というか、そのようなことを言われたのはその、初めて……です」

「そうなのか？　この時代の奴等は随分と見る目がないんだな」

　肩を竦すくめて、セロはチェスカに距きよ離りをとるよう手を振った。彼女は従いながらも、未いまだ赤い顔をして、

「うう、そのようなことを真顔で仰られると照れます……。で、でも、セロさん、どうなさるおつもりなのですか？　防御魔ま法ほうを展開して攻撃魔法を受け続け、相手の魔力切れを狙ねらうとか……？」

　それも間違いではない。魔力の蓄ちく積せき量りようが切れると回復まで時間がかかり、その間、魔法は一いつ切さい使えなくなるからだ。ただ、

「いや、他にやりようはあるさ。見ておいてくれ」

　セロは生徒達と対たい峙じしながら、それにしても、と軽く息をついた。

（目立たないと決めた傍からこれか。まあ、いい）

　ジョア達は歪んだ笑みを顔に張り付けたまま、嘗なめきったような態度で待機している。

「まったく、攻撃魔法科に逆らう支し援えん魔法科が二人も現れるとはな。身の程ほど知しらずが」

　嘆なげくようにジョアが言うと、控ひかえていた二人が追つい随ずいするように頷うなずいた。

　まただ。セロは小首を傾げて、

「さっきからどうも妙みようだな。どうしてそう、支援魔法を殊こと更さら馬鹿に――」

「黙れ。これ以上、お前と話をするつもりはない。僕達と戦うからには、覚かく悟ごするんだな。こいつらも僕程ではないが名の知れた魔導士一族の子どもだ。さあ、やるぞ！」

「……了りよう解かい。なら、オレも」

　ため息をつくとセロは意識を集中し、体内から外部へと魔力を放出させる。

　途と端たんに周囲へ光が舞まう。ただしジョア達とはまた違う――紫むらさき色いろの魔力が。

「紫？　紫だと？　おい、勘かん弁べんしろよ！　お前、よくルーフィードに合格できたな!?」

　信じられないというように目を見開きジョアと取り巻き達は笑い出した。

「支援科の上、よりにもよって紫とか、信じられませんよ、ジョアさん！」

「こんな奴に本気出す必要はありませんねえ！」

「初代学園長と同じ名前を持っておきながらその体ていたらく。万ばん死しに値するな！」

　言って、ジョアは取り巻きと共に手を翳かざした。だがそこへ、

「お待ち下さい、坊ぼつちゃま。ここは私にお任せ下さい」

　先程まで黙って成り行きを見守っていた男が、ジョア達の前に出る。

「わざわざシズボズ家のご子息が相手をする必要はありませんよ。私が身の程というものを思い知らせて差し上げましょう」

「なんだ、リーグ。オレの邪魔をするな」

　リーグ、とジョアに呼ばれた男は、深々と一礼した。

「いいえ、そのようなつもりは。ですが私は坊ちゃまの護衛役ですので」

「ふん。この程度の奴に僕が負けるとでも？」

「いえ、そうは思いませんが……失礼ながら坊ちゃまは、才能あるお方といえど魔導士としてはまだ成長過程。現段階において万に一つの可能性とはいえお怪け我がをなさるやもしれません。もしそうなればこの私、旦だん那なさまに面めん目ぼくが立ちませぬ」

「……ぬう。しかし、だな」

「念には念を、というだけの話です。それに私――この少年とは少し因いん縁ねんがありますので」

　そこでリーグが鋭い眼まな差ざしを向けて来た。だがセロには何のことか見当もつかない。

「むう？　よく分からんが、まあ、いい。僕を守るのがお前の仕事だからな。仕方ない」

　リーグの慇いん懃ぎんな態度にジョアもようやく、渋しぶ々しぶといった感じで折れた。

　微笑ほほえみを浮かべると、リーグはセロに向き直る。

「茶番は終わったか？　早くしないと授業が始まるんだが」

　セロの言葉に、取り巻きの一人、太った方ががなり立てた。

「おい、そんな生意気な口を利きけるのは今の内だぞ！　このリーグさんは若手魔導士の中でも随ずい一いち。既すでに【白光の導手ヴアイス・ドルイグ】という名で呼ばれるほどの実力者である上、業界の一部では既に次代の【魔導王】だと期待されているお方なんだ！」

「へえ、そいつは凄いな」

　セロの時代でも今でも、魔導士達は名が売れてくるとその戦い方に相応しい二つ名で呼ばれるようになる。それほど優すぐれた功績をもっていることの証だ。

　ただ魔導王のように魔導士協会が正式に決めたものではなく、あくまでも一いつ般ぱん的てきに広まっている通名のようなものだった。

「そうだ、凄いんだ。ジョア様のお父上が大金を払はらって雇やとった護衛役なんだ！」

「かつて多大な被ひ害がいをもたらし、ダーク・ドラゴンと並ぶほどの脅きよう威いだと言われた魔ま獣じゆう『グレイ・オーガ』をたったお一人で倒たおされたほどの実力者だぞ!?」

　もう一人の痩やせた方も興奮したようにまくしたてる。

「お二人とも、どうかその辺りで。あまりそのようなことを派手に喧けん伝でんされると、こちらとしてはどうも居い心ごこ地ちが悪くなるようで」

　リーグは微び苦く笑しようし、セロに向かって会え釈しやくした。

「リーグ＝ジェイネスと申します。ジョア坊ちゃまのお付きをしております魔導士です」

「どうも、初めまして」

　セロも同じ仕草で返すと、リーグは眼鏡の蔓つるを押し上げる。

「初めまして、ですか。やはり私のことを覚えておられないようですね」

「ん？　そういえばさっき、オレのことを知っているみたいなことを言っていたな。どこかで会ったか？」

「……九年前。あなたの妙な支援魔法で拘こう束そくされた魔導士ですよ」

「え……あ、ああ！　お前、あの時の!?」

　ダーク・ドラゴンを倒して貰もらった報ほう酬しゆうを横取りしようとした男だ。年月が経っている上、格好が変わっていた為ために気付かなかった。

「私もまさかとは思いましたがね。紫の魔力を見て思い出しましたよ。あの時は私も未熟でした。しかし今は違ちがう。あなたのような子供にやられた屈辱を晴らすべく、修しゆ業ぎように修業を重ね今の地位に辿たどり着きました」

「へえ、頑がん張ばったんだな。偉えらいじゃないか」

「ほざけ。……あの時の恨うらみ、晴らさせてもらう」

　リーグが憎にくしみを込めるように言った直後、彼の体を輝くような色の光が包み込んだ。

　丁てい寧ねいに磨みがかれた鎧よろいが放つかのような、鮮あざやかなまでの銀が周囲を嘗め尽くす。

（魔力段階は二位か。なるほど。努力したというのは嘘うそじゃないようだ）

　魔力の蓄積量は生まれついてのものだから、訓練したところで変わるものではない。ただそれを発動する為の技術は、研けん鑽さんにより培つちかうことが出来た。それによって、放出される魔力の段階――色そのものが変化する場合もある。

　リーグの体内魔力は元々強く、訓練によってそれを以前よりも多く引き出す術を学んだのだろう。

「どうだ。紫の魔力であるお前など、リーグにとっては吹けば飛ぶ小石のようなものだ」

　ジョアが我が事のように鼻を鳴らす。だが、

「いえ、中々どうして。彼の能力も決して並ではないようですよ、坊ちゃま」

　味方であるはずのリーグが否定した為、彼は度ど胆ぎもを抜ぬかれたような顔になった。

「彼が発動している魔力の量は並ではありません。恐おそらくは体内に蓄積されている魔力をほぼ十割近く引き出していると言えるでしょう。ここまで魔力を操作できる魔導士は現げん役えきでもそうはいません。実技試験で試験官を驚おどろかせたというのも納なつ得とくはいきます」

「そ、そうなのか……しかし、所詮は紫だろう!?」

「…………。ええ、その通り」

　微かすかに頷き、リーグは次に嘲あざけるような笑みを浮かべた。

「どこで習得したかは知りませんが、技術は学生とは思えません。が、それでも最下層は最下層。銀の私に及およぶはずもない」

「褒めたりけなしたり忙いそがしい奴だな」

　肩を竦めたセロに対し、リーグは眼差しを鋭くする。

「たとえ魔力が弱くとも侮あなどることなく全力でやらせてもらうということですよ。……特にあなたは、放っておくと何をしてくるか分かりませんからね」

　リーグは手を掲かかげ、静かに韻いん律りつを唱え始める。

「呼応せし魔の咆ほう哮こう。我が意志によって導かれん」

　リーグの魔力が術者の命令によって変へん貌ぼうし、彼かれの体に紫し電でんを纏わせた。あまりの激しさに直視していると目が焼き付きそうだ。先ほどチェスカが受けた攻撃魔法にも雷かみなりはあったが、比べ物にならない。

　更には突とつ如じよとして空に暗雲が立ち込め――同時に腹に響ひびくような音が轟とどろく。

　天に、幾つもの激しい雷が瞬またたき、不ふ穏おんな空気を漂ただよわせ始めた。

「セ、セロさん、あの三人ならともかく、いくらなんでも相手が悪過ぎます。無む理り矢や理りにでも逃にげた方が」

　チェスカが震ふるえる声で言ってくる。が、

「もう遅おそい。――【閃壊ドウス・ブレイグ】」

　手を振り落としたリーグの言葉に従い、上空からセロの眼前へと、ねじ曲がった巨きよ大だいな白光が降り注いだ。遅おくれて鼓こ膜まくをつんざくような激音が響き渡わたる。続いて大地が砕くだけ、瓦が礫れきを噴ふき上げ、辺り一帯を押し流ながすような強きよう烈れつな衝しよう撃げき波はを撒まき散らした。

　時間にして一秒足らず。だが現象が収まった時、セロの視界には、広こう範はん囲いに亘わたって陥かん没ぼつした無む惨ざんな大地の姿があった。

「……なんていう、威い力りよく……」

　背後でチェスカが怯おびえ切ったような声を上げる。

（……基本軸じくとしているのは【雷陥ドウス・ラキア】か）

　天候を操あやつり、雷らい撃げきを撃うち落とす魔法だ。ただ、効果としては何十倍にもなるだろうか。体内の魔力量とそれを扱あつかう術。二つが揃そろって初めて実現する超ちよう級きゆうの攻こう撃げきだった。

「さて――今のは余興。次はあなたを直ちよく撃げきさせますが、宜しいですね？」

　リーグが挑ちよう発はつするように言ってくる。

「その前に、広場を滅茶苦茶にした責任はとれるんだろうな？」

　冷静に指し摘てきしたセロに、リーグは一瞬、目を見開くが、やがて小さく笑みを浮かべた。

「ご安心を。土属性の攻撃魔導士に知り合いが居ましてね。彼の力を借りれば修復は可能でしょう」

「そうか。なら後始末は任せて良さそうだな」

「ええ。しかし、今の魔法を見てその反応とは。中々の胆たん力りよくですね」

「リーグ、騙だまされるな。単なる虚きよ勢せいだ。内心は恐こわくて恐くて仕方ないんだろう！」

　ジョアが勝ち誇ほこったように、セロを指差してきた。

「正直に言えセロ、リーグの攻撃魔法には太た刀ち打うちできないとな。お前如きがリーグに敵うはずもないんだ。いくら実技試験で評価が良かったからといって、所詮はたかが【飛翔】！　空を飛ぶだけの魔法で対たい抗こうできるわけがない！」

「……たかが？」

　本人としてはそこに悪意を込めたつもりはないだろう。今の時代的には当たり前のことだからだ。しかし――セロには何よりカチンとくる言葉だった。

「飛翔が空を飛ぶだけの魔法か。嘗められたものだな」

「……ああ？　どういう意味だ」

「口で言うよりやった方が早いだろう。リーグといったか。お前、もう一度、同じ魔法をやってみろ。支援魔法の本質を教えてやる」

　セロの言葉にリーグは「おやおや」とわざとらしい仕草でため息をついた。

「自ら敗北を望むとは、やはりあなたは妙な子どもだ。まあ、いいでしょう。威力は絞しぼりますから死にはしませんが――しばらくは痛い目を見ることになりますよ」

　再びリーグが手を上げると、散った黒雲が高速で戻もどり始める。次いで大量の稲いな妻ずまが生じ始めた。彼は勝利を確信したかのような深い笑みを浮かべ、再度、唱える。

「堕おちなさい。――【閃壊】！」

　黄こ金がね色いろの光が高速で降り注ぎ、獣の群れが一いつ斉せいに吼ほえるような音が発生した。ドラゴンの尾を思わせるような稲妻は、主あるじの意志に従い、躊ちゆう躇ちよなくセロの頭上に落ちて――。

　来なかった。

「……え？」「は？」

　ジョアだけでなくリーグも外見に似合わぬ間の抜けた声を漏もらす。

　それもそのはず。セロは平然とその場に佇んでおり。

　リーグの魔法は――当たる寸前、頭上で動きを停止していたからだ。

「ど、どういうことだ!?　なぜ攻撃しない!?　お、おい、リーグ！」

「……馬ば鹿かな、そんなことが起こるはずも。やれ……やるんだ！」

　リーグが何度も手を突き出し、魔法に命じるが、彼の魔力は言うことを聞かなかった。

「無む駄だだ。動こうにもどうしようもないんだよ」

　セロは真上で時が止まったように固定化されている雷を仰ぎながら言った。

「ど、どういうことですか。あなた、一体、なにを……!?」

「特別なことはしてないさ。【飛翔】を唱えただけだ。お前の大事なお坊ちゃまが言う……空を飛ぶだけの魔法をな」

　事なげもなく言い放つセロに、太った少年が声を荒あららげた。

「う、嘘をつけ！　飛翔で攻撃魔法を止めるなんて芸当が出来るわけがない！」

「それはお前がそう思っているだけだ」

　セロは常識として言うが、ジョア達は理解不能といった顔を見合わせるだけだ。

「それに、だ。――別に、止めるだけのものじゃない」

　セロは口こう端たんを上げて、指を鳴らした。

　途端、微び動どうだにしなかったリードの雷が反応を見せ始めた。ただし向かう先が少しずつ、ありえない方に曲がっていく。即すなわちセロではなく――リード達へと。

「こんな風に、相手の攻撃魔法を操作し、ぶつけることも出来る」

「お……おいおいおい！　おい！　リード、あれ、おい!?」

　ジョアは驚きよう愕がくのあまり、まともに喋ることが出来ず、リードの腕うでを掴つかんで振った。

「ジョアさん、あれ、おれ達の方向に来てませんか!?　間違いなく来ていますよね!?」

「どど、どうします、逃げますか逃げた方がいいんじゃないですか、今すぐ逃げましょうそうしましょう！　ジョジョジョジョ、ジョアさん――ッ！」

　取り巻き二人はジョアに背を向けると、彼を置いて猛もう烈れつな速度で走り出す。

「ここ、こら、お前達！　僕ぼくを一人にするな！　リード！　お前、なんとかしろ！」

「な、なんとかと仰いましても……わ、私の攻撃魔法は防ぼう御ぎよ結界で防げるようなものではなく……くそ……！」

　先程まで泰たい然ぜんとした態度を貫つらぬいていたリーグも、額に脂あぶら汗あせを掻かいている。だがかろうじて矜きよう持じを保つように、

「そ、そうだ！　同格の魔法をぶつけて魔力を相そう殺さいさせれば消しよう滅めつさせることが！」

「もう遅い」

　セロが手を振ふると、魔法が鎖くさりから解き放たれたように動き始める。

　無論、ジョア達の方へと。

「良く覚えておけ。攻撃も支援も魔法に上下はない。その傲ごう慢まんさで支援魔法を軽かろんじた罪、その身を以もつて知れ」

　厳おごそかにセロは言い放った。

「さぁ――教育の時間だ」

　跳はね返された魔法の勢いは、瞬きする間もない速度でジョア達へと牙きばを剥むき、彼らを直撃した。

「「「ぎゃああああああああああ！」」」

　逃とう亡ぼうに間に合わなかった取り巻き達を含ふくめ、四人分の嘆きが、魔法の轟ごう音おんと共に青空へと木こ霊だましていく。

「ま、死ぬような威力にはしないって言ってたし、大だい丈じよう夫ぶだろ」

　自分達の魔ま法ほうで痛めつけられ、倒れ込んで気を失う四人を見届けた後で、セロはチェスカに視線を移した。

「問題ないとは思うが、怪我はしてないか」

「……え、ええ。していません。ですが、その……驚きました。どうしてあんなことが出来るんですか？」

「え？　ああ、いや解かい釈しやくの問題というか。大したことではないさ」

　適当に誤ご魔ま化かすと、チェスカは首を傾げて「そう、ですか」といまいち腑ふに落ちていないような顔をした。

（むう。ついムカついてまだこの時代に存在しない飛ひ翔しよう魔法の使い方をしてしまった）

　中々力を抑おさえるのも難しい、とセロが頭を掻くと、チェスカは俯いた。

「大したことがない、ですか。で、でも、その……あの四人を倒した御おす姿がたは……なんといいますか……か、格好良かったと思います」

　顔を赤くして俯き、チェスカは消え入るような声で呟つぶやく。

「ん？　そうか？　ありがとう」

「い、いえ！　その、わたくしの為に戦ってくれて、ありがとうございました！」

　頭を下げたチェスカの後ろで、ふさふさの尻尾が左右に激しく振られていた。

「同じ支援魔法科として、改めて宜しくお願いします！」

　差し出された手を、セロもまた「よろしくな」と握にぎり返す。

「でも、気になります。一体、どうやって飛翔で攻撃魔法を操作なんて――」

「飛翔、とは、確かに空を飛ぶだけの魔法よ。少なくとも大勢にはそう思われているわ」

　チェスカに対して答えたのは、セロではなく別の声だった。

　足音と共に、誰だれかが近付いてくる。セロが視線を向けるとそこには一人の女性が居た。

　黄金を思わせるような光ひかり輝かがやく滑なめらかな金色の髪かみを、腰こしの辺りまで長く伸ばしている。形の良い眉まゆと良く通った鼻び梁りよう、愛らしい形をした目と、小さめながらぷっくりとした肉感的な唇くちびるを持ち、白く滑らかな肌はだをしていた。ローブを纏ってはいるが、垣かい間ま見みえる部分だけで、体は全すべてにおいて均整がとれており、無駄なところが一切ないことが分かる。

　まさしく、立っているだけで、一枚の名画にもなりえる逸いつ材ざいだった。

　特とく徴ちよう的てきなのは両方の耳だ。セロとは違い、つんと細く尖とがっている。

（む。エルフ族か）

　チェスカと同じく亜あ人じんと呼ばれる種族の一つだ。揃って絶世と呼べるほどの美男美女であり、更には恐ろしく長命であることが知られている。しかしそれ故に亜人差別が特に酷ひどかった時代、心無い者たちに誘ゆう拐かいされ、奴ど隷れいとして売り買いされていた。セロが生きていた時代でさえ、さすがに表立ってはないものの、裏では行われていたようだ。

「飛翔はそもそも風を操り、術者を浮ふ上じようさせ、空中での移動を可能とさせるものだった。でも土が司つかさどる法則を操り、物にかかる重さの力を掌しよう握あくし、より高く、より速く飛ぶ方法が開発されたの。それを応用し、術者ではなく任意の空間を操作し、向かってくる攻撃魔ま法ほうを強制的に停止したのが、今、彼が行ったことよ」

「攻撃魔法を止める!?　飛翔で!?　そ、そんなことが可能なんですか!?」

　驚くチェスカに、女性は優やさしげに微笑んだ。

「ええ。空間の魔力操作が難解で最初は苦労するけどね。要はコツの問題で、やり方さえ学べば誰だって出来るわ」

「そ、そうなんですか。でもそんな方法、聞いたことありませんでした」

「まだまだ実験段階だから。その内に広まると思うわ。ねえ、セロくん？」

　意味ありげな眼差しを送られて、セロは戸と惑まどいつつも、曖あい昧まいに頷いた。

（確かにその通りだが……何者だ？　この女は）

　初対面のはずなのに、やけに親しげなものを感じる。

「でもセロさんは一体どうしてそんな魔法を……」

「あー。まあ、知り合いに魔導士がいてな。そいつから話だけは聞いてたんだ」

「なるほど。それで実現できるのは本当にすごいですね」

　チェスカから尊敬を込めた目で見つめられ、セロは微苦笑した。

「……あの、ところで失礼ですが。あなたは？　入学式ではお見み掛かけしませんでしたが」

　そこで気が付いたようにチェスカが女性に問うと、

「ああ、ごめんなさい。所用があって式には出られなかったから。この学園で副学園長をしているわ」

「え!?　そ、そうだったんですか!?　も、申し訳ありません！　無礼な真ま似ねを！」

　慌あわてたように頭を下げるチェスカに、女性は首を横に振る。

「構わないわ。姿を見せなかった私が悪いんだから。それよりもうすぐ授業よ。教室に行った方がいいんじゃないかしら」

「……あ、そ、それもそうですね。行きましょう、セロさん！」

　セロは頷き、女性の正体が気にかかりつつも、チェスカについて移動しようとしたが、

「待って。セロくん。あなたには少し話があるの。ここに居てくれないかしら」

　女性に肩かたへ手を置かれて訝いぶかしんだ。

「オレに？　副学園長が？　なんの用だ？」

「内密なことよ。さぁ、あなたは行きなさい」

　副学園長から促うながされ、チェスカは当とう惑わくしつつも顎を引く。

「わ、分かりました。……それではまた後で、セロさん」

　手を振って、何度かセロの方を振り返りながらも、チェスカが去っていった。

　後に残されたセロは、副学園長を名乗る女性を見上げる。

「それで、オレに話っていうのは一体――」

　そこで、突とつ然ぜんに女性が膝ひざをついたので、セロは驚いた。

　更に彼かの女じよは手を広げると――いきなり、抱だきしめてくる。

「ああ……やっと……やっと会えました……セロ様!!」

　女性の体は震え、更には洟はなを啜すするような音が聞こえ始めた。泣いているようだ。

「な、なんだ？　セロ様……？　え？　お前まさか……」

　自分をそう呼ぶ者は、一人しかいない。となれば導き出される結論は一つだった。

「お前――フィオナか？」

　千年前、助手として、副学園長として、自分を支えてくれていた人物。

「そうです、フィオナです！　ああ……なんてことなの。試験の解答用紙を見て、そうではないかと思っていましたが、先程の支援魔ま法ほうの使い方を見て確信しました。お久しぶりです、セロ様！」

　一いつ旦たん、セロのことを放すとフィオナは涙なみだでくしゃくしゃになりながらも、満面の笑みを浮かべた。姿は変わっていても、笑い方だけは以前と同じだ。

「フィオナ、お前、この学園に居たのか！　しかもまたエルフ族か!?」

「そうです！　偶ぐう然ぜん、相あい性しようが良かったのがこの体で」

　魂たましいが呼応する器は生前と似た肉体が多い為、特別珍めずらしいことではない。

「私はセロ様より早くこの世界に転生したんです。そこで貴方あなたがいずれルーフィードに来るであろうことを見み越こして、先に入学しました」

　フィオナもまた、魔導士だ。しかも攻こう撃げき魔法の優れた使い手でもあった。ルーフィードに合格するのは容易たやすかっただろう。

「それで、卒業後に教師としてここに雇われたのか」

「ええ、ええ、そうです。その後、功績が認められて副学園長になることが出来ました」

「そうか……それはすごいな。まあ、お前の実力があれば当然とも言えるが」

「いえ。ですがそんなことはどうでもいいことです。今、私の目の前にセロ様がいる。そのことが何よりも嬉うれしいんですから。どれくらい、この日を待ち侘わびたことか……！」

　言ってフィオナはまた、セロのことを抱きしめる。少々痛いほど力を込めて。

「わかった、わかった。オレもお前に再会できたことは喜ばしい。ただそろそろ放してくれ。お前だって今は立場があるだろう」

　授業時間が近いからか他の生徒の姿はないが、この場ではいつ誰に見られるか分かったものではない。

「いいえ。待って下さい、セロ様。まだ足りません。二十年です。転生して二十年、私は貴方を待ち続けました。エルフ族にとってはほんの一いつ瞬しゆんと思われるかもしれませんが、決してそんなことはありません。私の主観では長い、とても長い時間だったんです」

「そ、そうか。それがどうかしたか？」

「つまりセロ様分が大量に枯こ渇かつしています。補ほ充じゆうさせて下さい」

「セロ様分ってなんだ」

「セロ様の近くに居て、補給される栄養源です。魂が欲ほつするのです」

　全く意味が分からない。フィオナは普ふ段だん聡そう明めいだがたまにおかしくなる時がある。セロが絡からんだ時には特に。

「……なんだか知らんが、まあ、好きにしろ」

「はい。好きにします！」

　そのまましばらく、フィオナは密着したままで、決して離はなれようとしなかった。

「もういいか？」

「もうちょっとだけ……」

　ため息をついてセロは「ダメだ」とフィオナの頭を撫なでた。彼女は「分かりました……」と名な残ごり惜おしそうにしながらも、ようやく解放してくれる。
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「妙みよう齢れいの女性が年とし端はもいかない少年を抱きしめてる図というのも、客観的に見ると結構な問題だと思うんだが」

「私は気にしません」

「堂々と言うな」

　セロは突っ込んだところで、ふとあることを思い出す。

「……そういえば。オレより先に転生していたのならお前に訊ききたいことがあるんだが。そこで伸のびている連中が先程、支し援えん魔ま法ほうを見下すような物言いをしていた。この時代では普通のことなのか？」

「ああ、そのことですか……」

　先程までの喜色を引っ込め、フィオナは複雑そうな顔をして立ち上がった。

「この時代、支援魔法は衰退しています。セロ様が体系化し広めるより前の段階まで」

「それは知っている。原因は分からないのか」

「ええ。時間経過の割に文明がほとんど進んでいないことも含めて未だ不明です。ただ、文ぶん献けんを紐ひも解といてみると、ある一定期間において歴史に穴があるようでして」

「穴、だと？　つまり何が起こったか記録されていない、ということか」

「はい。どの歴史書にもおよそ百年間の出来事が一切書かれていない箇か所しよがあります。通つう称しよう、【黒の時代】と呼ばれておりまして……」

「なるほど。そこで何かあって今のような状態がある、というわけか」

　気にはなるが、フィオナのことだ。徹てつ底てい的てきに調べ尽つくしたのだろう。それでも分からないというのであれば、にわかには判明しないことかもしれない。

「……まあ、ひとまずその件については置いておこう。支援魔ま法ほうが未発展な状態だから、こんなに差別されているのか？」

「いいえ。確かに支援魔法は攻撃魔法に比べると軽んじられる傾けい向こうにありますが――少なくとも、ルーフィード以外では、ここまでではありません」

「どういうことだ。ルーフィードでのみ、そういう扱いを受けていると？」

　なぜそんなことが起こったのか。フィオナに続きを促そうとしたセロだったが、

「言葉で説明しても恐らくは実感して頂けないと思います。まずはしばらくの間、ご自身で体験なさると良いでしょう。セロ様が創設したルーフィード学園の現状を。その上でまたお話ししましょう」

「……むう？　そうか。お前がそう言うなら、そうしよう」

　と、そこで、授業の開始を告げる学園の鐘かねの音が鳴り始めた。

「ではまた後のち程ほど、お会いしましょう」

　頭を下げるフィオナに手を挙げて、セロは駆かけ出す。

（なんだかとんだ始まりになってしまったが……まあ、仲の良い級友が出来たことだし、結果良しとするか）

　セロは自分を強ごう引いんに納得させ、待ち望んだ学生としての生活をする為に、ようやく動き始めたのだった。




　しかしセロはすぐに、フィオナの言葉の意味するところを知ることになる。

　学園では意欲に燃える学生たちと共に、広く清潔な教室で深く魔法のことについて学べるものだと思っていた。

　が、いざ教室に入ってみると、想像とはまるで違う光景が広がっていたのである。

　まず、相当に狭せまかった。ろくに走り回ることすら出来ない規模の室内に、生徒達がぎゅうぎゅうに押おし込められている。更さらには汚きたない。ゴミなどが散らばっているわけではないが、壁かべなどもあちこちに染しみがついていたり、ひび割れたりしていた。おまけに空気もじめついていて、居るだけで憂ゆう鬱うつな気持ちになる。

「……なんだこれは」

　自分の席に着きながら、セロは唸うなった。

　思えば指定された教室に行く時から嫌いやな予感はしていたのだ。攻撃魔法科は一階から三階まで、陽の当たる立派で健康的な教室を占せん領りようしているのに、支援科に与あたえられたのは地下一階のみ。更に階段を下って扉とびらを開けてみれば、この有様だ。あからさまな差別である。

「どうされました？　セロさん」

　隣となりの席に着いたチェスカが話しかけて来た。席は自由ということで、彼女は迷いなくそこを選んだのである。

「どうしたっていうか……お前は何も疑問に思わないのか。攻撃魔法科との扱いの差を」

　これは明らかに問題だろう。何か正当な理由があるのだとすれば教えて欲ほしい程だった。

「扱いの差って……まあ、確かにそうですね。話には聞いていましたが、想像以上だったと思います」

「話には聞いていた？　どういうことだ」

「え？　だって、ルーフィード学園では――」

　セロの質問に、チェスカは目をぱちくりさせて答えた。

「支援魔法科の地位が、攻撃魔法科より下ということになっているのですよ？」

　セロは「なに!?」と声を張り上げる。青せい天てんの霹へき靂れきとでもいうべきものだ。いや、そもそもの前提がおかしかった。

「そんなことはない。他はどうか知らないが、ルーフィードでは支援魔法科も攻撃魔法科も平等だ。どちらの生徒も基本的には同じ教室で学んでいたはずだ」

　そもそもセロ自身が『他分野を学ぶことで互いに魔法の発展が望める』とそうしたのだ。

「ええ？　でも随ずい分ぶん前からそうなっていると、わたくしは聞きましたが」

「馬鹿な……」

　思わず、セロは席から立ち上がった。その反応に驚いたようにチェスカは身を引いて、

「で、ですが、そもそもルーフィード学園の理念が『攻撃魔法こそが至高であり、支援魔法はあくまでも補助的な役割、それを支えるものである』ということですから――」

「そんなこと、誰が決めた!?」

　詰つめ寄るセロにチェスカだけでなく、周囲のクラスメイト達たちも不ふ審しんげな顔をしていた。

「だ、誰って、今の学園長ではなかったでしょうか。初代学園長が攻撃魔法の使い手である為、その偉い業ぎように則のつとってとか、そういうことであったように記き憶おくしています」

　チェスカの答えに呆然としていたセロだったが、しかし、そこで疑問が氷解した。

（そうか。それでさっき絡んできた攻こう撃げき魔ま法ほう科の生徒は、やたらと支援魔法科を見下していたのか）

　確かに支援魔法は火や雷を自在に操る派手な攻撃魔法に比べれば、その効果が左さ程ほど目立たない。実際、『魔法の華はなは攻撃にこそ在る』とのたまう連中もいたし、子ども達の多くが憧あこがれるのも攻撃魔導士だった。

　まして、支援魔法が著いちじるしく衰すい退たいしたこの時代では尚なお更さらだろう。

　しかしフィオナも言っていたが、だからといって、セロが支援魔法を研究し、発展させ、体系化する以前からここまであからさまな扱いを受けることはなかった。

「……チェスカや他の支援科生徒も、よくそんな学校に入ったな」

「ええ。支援科が露ろ骨こつに差別されている学校は、ルーフィードくらいなものなんですが……それでもここは名門ですから。わたくしは他にもこの学校に入った理由があるのですが」

「他の理由？」

「え、ええ。大したことではありません。……ともあれ、支援科の卒業生はあまり学園の内情を語りたがらないので、このようなことになっているとはわたくしも予想しておりませんでした」

　恐らくは面めん倒どう事が起こらないようにと、学園側から口止めされているのだろう。あるいは魔導士協会と何らかの繋つながりがあり、約束を違たがえた場合は仕事上の不都合が出るよう圧力をかけるとまで言っているのかもしれない。こんな理り不ふ尽じんなやり方をするようなところなのだから、ありえない話ではなかった。

「くそ。よくもオレの学園をとんでもない有様に変えてくれたな」

　誰もが平等に魔法を学べる学園に――セロの理想は長い時を経て崩くずれ去っている。

　だが、攻撃魔法科と支援魔法科の違いは、なにも教室だけの話ではなかった。授業が開始され、教師が支援魔法の講義を始めたのだが、その内容があまりにも酷かったのだ。

　そこまで問題があるわけではない。教えられたことを理解し、反復すれば十分に身になるだろう。一年の間は基礎的な魔力の扱い方や魔法その物についてあらゆる経験を積む必要がある為、座学、実習共に全員が同じ授業を受ける。

　そのやり方自体はセロの時からやってきたことだ。二年に進級して自分が得意とする分野を専門的に学ぶ方が、効率としては良い。

　ただ、教師の教え方が異常に下手なのだ。明らかにやる気がない上、やたらと難解な表現をし、かつ言い方がまどろっこしいので、結局なにを伝えたかったのかまるで分からない。セロからすれば各所の単語を摘つまんで繋ぎ合わせることで全体を理解できるが、それは自分が前世で現役の魔導士だったからだ。

　入学したての魔導士志望者には、教師が何を喋しやべっているかすら理解できないだろう。

　これだったら、自分が教きよう壇だんに立った方が数千倍はマシだ。そう思いつつも衝しよう動どうを抑えながら、セロはせめてとばかりに、教師に対して幾いくつかの質問をした。その回答によっては更に問いかけ、教師の言葉を確かめる体ていで自分が説明し、なるべく内容を噛かみ砕いて皆みなに分かるようにしようとしたのだ。

　だがそれを続けていく内、教師ははっきりと嫌そうな顔をするようになった。いかにも手間をかけさせるなといった様子だ。中には余計なことを訊くなと怒おこってくる者もいた。授業で分からないことがあるから訊いているのに、その行こう為い自体を咎とがめてきたのだ。

　何のことはない。彼らは与えられた役目をこなしているだけで、相手に理解させようとする努力をまるでしていなかった。

　恐らくは支援魔法の魔導士としての才能は二流かもしくはそれ以下で、本業での仕事がないから仕方なく学園に雇われているのだろう。そういった教師を雇っている時点で、今のルーフィード学園が支援魔法科を軽んじていることは明確だった。

　それだけではない。休み時間でも支援魔法科は教室から出てはいけない。特に校舎前の広場や一階から三階へは行ってはならない。もし見つかればその時点で停学、数が続けば退学だ。互いの領域を守り尊重する為という名目はあるがまさしく詭き弁べんだ。その証しよう拠こに攻撃魔法科が地下に下りてきても何のお咎めもなかった。

　昼になれば学園内の食堂に行くが、支援魔法科は攻撃魔法科が食事を終えるまで外で待っていなければならない。もし全員が居なくならなければ、利用できず、昼食は抜きだ。

　加えて廊ろう下かを歩く時に攻撃魔法科の生徒が居れば支援魔法科は道を譲ゆずって端に寄らなければならず、攻撃魔法科の生徒に頼たのみごとをされれば支援魔法科の生徒は優先して聞かなければならない。断りでもすれば酷い嫌がらせを受け、教師に訴うつたえても聞く耳を持ってくれなかった。むしろお前が悪かったんだろうと注意される始末だ。

　これではまるで、支援魔法科の生徒が攻撃魔法科の奴隷になっているかのようだった。

「――もう、我が慢まんできん！」

　一週間後。セロはついに堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れて、大声を上げる。

「なんなんだ、この有様は！　ふざけるのもいい加減にしろ！　支援魔法科を、いや、支援魔法をなんだと思ってる！　いくら攻撃魔法に比べれば未発展だとしても、こんな扱いを受ける謂いわれはないだろう！」

　最後の授業が終わった途と端たん、荒ぶり出したセロに、チェスカが苦く笑しようする。

「そ、そうですね。さすがにここまでだとわたくしも少し、どうかと思います」

「少し!?　オレは最高にムカついているぞ！　ああ、もういい！」

　椅い子すを蹴けるようにして立ち上がると、セロは教室の入り口に向かって歩き出した。

「あ、ど、どこへ行くんですか、セロさん!?」

「詳くわしい話を聞いてくるんだ。この学園の責任者にな！」

　セロは「ま、待って下さい！」とチェスカが止めるのも聞かずに教室を出ていく。

　階段を上って外に出ると、第二校舎へと向かった。教務室や警備員室など、学園の事務的なことを受け持つ施し設せつは全てそこにある。

　場所は地図で確かく認にん済みだった。セロは第二校舎に入ると、真まっ直すぐ目的の場所へ向かう。

「な、なんだね、君は。生徒が入るには許可が必要だぞ」

「黙だまれ」

　通りがかりの教師が止めようとするが、殺気をみなぎらせたセロが一言述べると、気け圧おされたように退いた。そうして二階まで上ると、セロはある部屋の扉の前に立つ。

　上部についた金属の板には、『副学園長室』と彫ほられていた。

「フィオナ！　いるか！」

　扉を強く叩たたくと中から声が返ってくる。

「来ましたね。入って下さい」

　セロが部屋に足を踏ふみ入れると、室内は広く、高級そうな家具で彩いろどられていた。床ゆかには足が沈しずむほど柔やわらかで、落ち着いた色の絨じゆう毯たんが敷しかれている。

　フィオナは執しつ務む机づくえの椅子から立ち上がり、頭を下げて来た。

「お前の言う通り実際に学園生活を送ってみて驚いた！　支援魔法の扱いは一体どうなってるんだ。学園を設立した際に決めた理念はどうした!?」

　憤いきどおりを露あらわにするセロに彼女は息をつき、眉み間けんに皺しわを寄せる。

「はい。実は……私が教師として就任した頃ころからルーフィードはこうなっていました。どうやら現学園長が決めた方針のようで」

「学園長は何ど処こだ!?」

「今は不在です。というより私も会ったことがなく……現学園長は滅多に人前に姿を見せないんです。教師でも限られた者しか正体を知らないようで」

「なんなんだそれは……一体なぜそんなことを？」

「私も理由は存じません。この学園に入った頃からそうでしたから」

　妙みようだ。なぜ姿を隠かくす必要があるのか。セロは意図を探さぐってみたが、見当もつかなかった。

「学園長について分かっていることと言えば、優すぐれた攻撃魔法の使い手であるということ。そして――セロ様。貴方と同じ、魔導王の称しよう号ごうを持っているということです」

　ほう、とセロの口から無意識に声が漏れた。

　星統べし魔導の王、という称号は魔導士協会がセロの為ために創つくったものだが、彼らはその際『君のように極きわめて優れた魔導士にのみ授じゆ与よしようと思う』と話していた。

「つまり、現学園長もそれなりにやる、ということか」

「それなりどころではありません。私が調べたところ、セロ様が魔導王になられてから千年間、今の学園長以外にその称号を得た者はいないようです」

「千年ぶりの王が誕生、というわけだな」

　他人から与えられた評価に意味などはない。が、他人が下した評価自体が無駄というわけではなかった。セロにとっては無価値でも、客観的にして一定の基準にはなりえる。

「中々一ひと筋すじ縄なわではいかなさそうな人物のようだな。オレの学園を台無しにしてくれたんだ。正体を探りたいところだが……」

　すぐに見つかるというものでもないだろう。ならば、早さつ急きゆうにすべきことは他にあった。

「聞いたところ今の学園長が就任してから、攻撃魔法科と支し援えん魔法科のはっきりとした区別をするようになったとのことです。その影えい響きようで攻撃科の生徒が支援科の生徒を下に見て理不尽な目に遭あわせるということが横行しておりまして」

「今の学園長はどうしてそんなことを？」

「分かりません。単なる過か剰じようなまでの攻撃魔法至上主義なのか、他に理由があるのか……とにかく学園長が定めたことである為、他の教師も逆らえませんし、攻撃魔法科の生徒達の行動も目を瞑つぶるしかないのです」

「……お前もそれを受け入れているのか？」

「とんでもないです！」

　フィオナは慌てたように首を横に振った。

「私も目につけば注意し、止めようとしています。でも立場上、そうそう学園内を見て回るわけにもいきませんし、そうなるとこちらまで情報が届かないことも多く」

　フィオナが学園長のやり方に反対していることを知った者達が、意図的にもみ消しているということもあるのかもしれない。

「私は何度も今の状じよう況きようを変えようと努めました。ですが学園内には現学園長の信奉者とも呼べる者達が多く……彼かれらの勢力には一人では敵かないませんでした」

「そうか。しかし、といってもお前は副学園長だろう。与えられた権利を行使すれば撤てつ廃ぱいとまでいかなくても緩かん和わすることは出来るんじゃないか？」

「それが……私に許されているのは経営関係についてだけで、生徒や学園の管理等については他の者に一任されているんです」

　つまり現学園長に次ぐルーフィード学園の実質的な支配者は、その人物である、ということだろう。

「彼は熱ねつ烈れつな現学園長支持派でして、今の方針を何の問題もないと思っているようです。オスティンという、学年主任を担になっている攻こう撃げき魔導士なのですが……」

　セロが研究を始める前も、攻撃魔法の使い手であるというだけで、支援魔法を劣おとったものだと馬鹿にしている者は少なからずいた。オスティンという男はその子孫みたいなものなのだろう。

「そのオスティンという男がどこにいるか分かるか？」

「え？　ええ。恐おそらく今の時間であれば主任室だと思いますが」

「案内してくれ。学園長が無理ならそいつに言ってみる」

「でもセロ様……いえ。分かりました。ついてきて下さい」

　止めようとしたフィオナだったが、セロには効かないと思ったのか、あるいは自分の師し匠しように当たる人物であれば何とかしてくれるのではないかと思ったのか。

　彼女は深々と頭を下げてから、率そつ先せんして、歩き始めた。――だが。

「ダメだな」

　にべもなくセロの要求は撥はね除のけられた。

　学園長室から少し離れた場所にある学年主任室。そこにはフィオナの言う通り、枝のように痩やせた身の男が居た。黒々とした髪を丁てい寧ねいに後ろへ撫でつけ、口元には几き帳ちよう面めんに整えた髭ひげをたくわえている。彼がオスティン学年主任だった。

「何な故ぜだ。支援魔法が発展途と上じようでも、今の支援魔法科の扱あつかいはどう見ても不当だろう」

　反論したセロのことを見下すようにして、オスティンは言った。

「いいや、正当だ。何故なら支援は攻撃より根本的に魔法として劣っているからだ。劣っている者は優れている者に奉ほう仕ししなければならない。世の道理というものだ」

「支援が攻撃に劣っているという論ろん拠きよはなんだ？」

「攻撃魔法は人々を脅おびやかす魔ま獣じゆうを駆く除じよする。交通を妨さまたげる障害物を破は壊かいする。外敵を退け国を守る。つまり国政にとって欠かせない魔法だ。それに比べて支援魔法は空をゆっくりと飛び、一瞬とはいえ大したことない距きよ離りを移動する、その程度のものだ」

「確かにこの時代においてはそうかもしれない。だが、支援魔法には可能性がある。いずれはどんな傷や毒も癒いやし、あらゆる攻撃から完かん璧ぺきに身を守り、身体機能を麻ま痺ひさせ、幻げん覚かく、幻げん聴ちようを仕し掛かけて傷を負わせることなく相手を捕ほ縛ばくすることが出来るようになるだろう。そうなれば攻撃魔法の使い手にとっても大きな助けになるはずだ」

「絶対にそうなるという保証はどこにある？」

　そう突つき返されてしまっては、セロとしても返す言葉がない。自分がそうした魔法を生み出した張本人だからだ、と主張したところで目の前の男が信じるはずもない。

「ふん。仮にそうなるとしても、だ。傷なら薬を塗ぬって包帯でも巻けばいい。身を守るより先に相手を倒たおせばいい。それだけの話だ。支援魔法の助けなどいらない」

「……随分と乱暴な論調だな。学年主任ともあろう奴やつが」

「現学園長の考えをまっとうしているだけだよ。とにかく、この学園において支援魔法は重要ではない。が、不要とするのはあまりに可哀かわい想そうだから、温情で置いてやっているのだ。そのことに感謝こそすれ、不満を覚えるなどあってはならんことだ」

「そのことで支援科の生徒がどう思ってるか、考えたことがあるのか？」

　皆、諦あきらめたような素振りを見せているが、心の底では改善して欲しいと思っているだろう。新入生であれば尚更だ。

「嫌なら入学してこなければいい。魔法学校は他にもある。違ちがうか？　結局のところルーフィード学園の卒業生という肩かた書がきが欲しいだけなのだろう。ならば黙って従え。三年待てばよい話だ」

「オレは全ての生徒に、この学園で過ごす思い出を嫌なものにさせたくないだけだ。学園はただ学ぶだけのところじゃない。同じ志を持つ者と共に魔法の奥おく深ぶかさを体験し、その楽しさ、面おも白しろさ、興味深さを知るところだ。だが今の支援科の生徒はそれが出来ない。これは由ゆ々ゆしき事態だ。違うか!?」

　セロが強く睨にらみ付けると、オスティンはやや押されたように怯ひるんだ。

　だがすぐに持ち直すと、気に入らないというように鼻を鳴らして、髭を強くしごいた。

「くだらん。支援科の生徒にそのようなものはいらん」

「……ですがオスティン主任、再三申し上げている通り、支援科の生徒達があまりに不ふ憫びんです。同じ入学金を払はらい、同じ試験を潜くぐり抜ぬけてきている以上、彼らは攻撃科の生徒と同じ扱いを受けるべきです」

　セロの隣で黙ったままやりとりを見守っていたフィオナが発言した。

「セイオース副学園長、貴君までそのようなことを。困りますな。貴君の仰おつしやっていることは現学園長のみならず、初代学園長をも否定することになりかねませんぞ。攻撃魔法の伝説的な使い手であるセロ学園長が創り上げた学園だからこそ、この方針なのですからな。貴君の言葉を聞けば初代もさぞ悲しむことでしょう」

「悲しまないどころかさすが一番弟で子しだと喜んでいるところだ」

　セロの発言に怪け訝げんな顔をしたオスティンへ、フィオナは更に続けた。

「ですが、今まで上う手まくやってこられていたとしてもこれから先どうなるか分かりません。現に彼のように直接不満を訴える生徒も出てきているではありませんか。その数が増えればどうなりますか？」

「……ふん。確かに生意気な小こ僧ぞうだ。教師に対して敬語も使えんとはな」

「敬語は文字通り人を敬う時に使うものだ。今のところお前にその部分は一つもない」

「な、なんだと!?　貴様!?」

　いきり立つオスティンにセロは肩を竦すくめた。

「とにかく。お前があくまでも拒きよ否ひするっていうならオレは他に手を考えるだけだ。それがどんな無む茶ちやなことでもな。後で悔くいても遅おそいぞ」

「脅しまで使うとは見上げた新入生だな……」

　口こう端たんをひくつかせていたオスティンは、しかしそこでわずかに目を逸そらした。

「……待て。貴様、名前はなんだ？」

　そういえば名乗っていなかったと思い、セロは正直に告げた。

「セロ＝ルーフィードだ。初代学園長と同じ名のな」

「やはりそうか。他の教師から聞いたぞ。試験で無む茶ちや苦く茶ちやな解答を書いた奴がいるとな」

「違いますよ。彼は単に魔法への考えが他人と違い、先に行き過ぎていたのです。それこそ今の時代の、現げん役えきの魔導士ですら、おいそれとは理解できないほどに」

　セロは思わずフィオナを見上げた。彼女もまた見下ろし、ゆっくりと微笑ほほえむ。

「フィオナ。お前は分かったか」

「ええ、もちろんです。私は世界で一番、セロ様のことを知っている弟子ですから」

「さすがだな。後で褒ほめよう。存分に」

「……期待しています」

　フィオナは自身の赤らんだ頬に、そっと両手を置いた。

「なんだ貴様達は、妙なやりとりを……まあいい。それに貴様、二つ名持ちの攻撃魔導士、リーグ＝ジェイネスを妙な支援魔法の使い方で倒したそうだな」

「それも知ってるのか。先に仕掛けてきたのは向こうだからな。校則違い反はんを問うならあっちにしてくれ」

「ふん。そのことではない。まあ、あのリーグ相手に貴様のような輩やからが真っ向勝負を御ぎよせるわけもない。単なる偶然か不幸な事故が重なった結果だとは思うが……だとしても現役の、それも一流と呼ぶに値する魔導士に勝利したことは事実。ならば……」

　オスティンは俯うつむき、何やらぶつぶつ呟つぶやいていた。が、やがて再び前を向いて口を開く。

「――いいだろう。貴様の要求を呑のむ」

「……どういう風の吹ふき回しだ？」

「ただし条件がある。今の学園は吾わが輩はいだけではなく、多くの教師が現学園長のお考えを素す晴ばらしいものだと捉とらえている。だから単に貴様の言う通りに支援科の待たい遇ぐうを大きく変えたとして、不服を申し出る者がかなりの数、出てくるだろう。場合によっては学園長の決めたことを独断で覆くつがえす気かと反対の声が大きくなるかもしれん」

　ありえない話ではない。この学園の現状では、特に。セロは頷うなずいた。

「が、だからといって学園長は不在だ。吾輩も居所は知らん。よって話をすることは出来ん。そこで、だ。教きよう師し陣じんを説得する為にあることが必要になる」

　オスティンは厭いやらしく口の両りよう端たんを吊つり上げる。

「『支援魔法科であっても、攻撃魔法科より優れることがあり、理念を見直す必要がある』と、そう証明せねばならんのだ」

「それならオレがもうやっただろう。攻撃魔導士を支援魔法で倒した」

「まだ足りん。勝利した方法は置いておくとしても、見ている者が少な過ぎる」

「なら、どうすればいい？」

「そこまで責任はとれん。自分で考えるがいい。貴様が今言ったことを実現できれば、支援科の扱いを改めることを、約束しよう」

　なるほど。上手い手を考えたものだ。敵ながら、セロは感心した。

　言葉上では取り繕つくろっているが、オスティンはセロにそんなことは出来ないと確信している。恐らくセロを、入学早々に二つ名持ちの攻撃魔導士を倒したことで調子に乗っている支援科の新入生だと思っているのだろう。

　故に無理難題を突き付けて、その鼻っ柱を叩き折ろうとしているのだ。

　更にオスティンとしては一応譲じよう歩ほをしたことにはなるし、もっともらしい理り屈くつではあるので、体面も保てる。悪わる知ぢ恵えとはこのことを言うのだろう。だが――。

「分かった。それでいこう」

　セロがあっさりと請うけ合った為に、オスティンは「……なに？」とたじろいだ。

「自分で言ったことは守れよ。いいな」

「あ、ああ、それは、まあ、そうだが。しかし貴様……」

　セロは手を上げると踵きびすを返し、「じゃあな。邪じや魔まをした」と主任室を出て行った。

「……本当に宜よろしいのですか？　セロ様」

　セロが静けさの漂ただよう廊下を進んでいると、後ろからついてきていたフィオナが心配そうに尋たずねてくる。オスティンの意図を把は握あくしているのかということを確認したのだろう。

「ああ。どの道、オレの言ったことを実現するなら、学園の意識自体を改革する必要があるとは思っていたからな」

　浸しん透とうした思想というものは、いくら上の者やあるいは法自体が否定したとしても、簡単になくなるものではない。亜あ人じんへの差別が千年経たってもなくなっていないように、人は一度『正しい』と信じたものを自ら捨てることは中々出来ないのだ。間ま違ちがっていると認めた時点で、今までの自分の過あやまちが全すべて罪となって被かぶさってくる為に。







[image: ]







　だからこそ彼らには実感をもって、分からざるを得ない状況に追い込んでやる必要がある。支援魔法と攻撃魔法の間に上下はない。魔法は等しく価値があり、故にこそ奥深いのだと。

「こうなったらオレの力を隠すのは止やめだ。寧むしろこの時代にとって未知の支援魔法をどんどん使って、支援魔法科も攻撃魔法科も含ふくめて生徒の目を覚まさせてやる。支援魔法は可能性に満ちた、素晴らしい魔法なんだってことをな」

　たとえ異い端たん児じ扱あつかいされたとしても少しずつ生徒達に支援魔法のことを教え、皆の信しん頼らいを勝ち取っていく道を選べばいい。時間はかかるかもしれないがそれで彼らを導き、ルーフィードを千年前のような学園に戻もどすことが出来るなら、自分にとっては万ばん々ばん歳ざいだ。

「良いことだと思います。ただ……それだけではまだ学園の現状を変えるにはいささか足りないかと。セロ様――『生徒会長』になってはどうでしょう？」

「生徒会長？　何故だ」

　セロが転生する前にもルーフィードには、生徒達によってのみ構成される組織である『生徒会』が存在していた。各種行事や生徒への注意喚かん起き、連れん絡らく事じ項こうなどを取り仕切る役目がある。故にこそ、それを統治する立場である生徒会長という役職自体は知っていたのだが。

「ルーフィードにおいて生徒会は一年、二年、三年の生徒からそれぞれ選ばれます。加えて毎年夏に、一年から生徒会役員を、全学年から生徒会長を全生徒の投票で選ぶのですが」

「それはまあ、オレが学園長をしていた時と変わらんな」

「ええ。ただいずれも優ゆう秀しゆうな成績を修め、名実共に誰だれもが認める者でなければ当選しないのです。そして、ルーフィードにはその方針上、攻撃魔法科の生徒の数が多い」

　そういうことか、とフィオナの言いたいことを察して、セロは頷いた。

　生徒会長になる、つまりルーフィードにおける全ての生徒――攻撃魔法科を含めた――から支持を得れば、それは即すなわち『支援魔法の生徒でも攻撃魔法の生徒を凌しのぐことがある』ということの証左になる。だからといってすぐに攻撃科が考えを変えることになるわけではないだろうが、それでも支援科への態度を改める大きなきっかけにはなりえるだろう。

　生徒が変われば教師もそのままではいられない。つまり学園全体の意識が良い方向に回り始めるということだ。

「ただ、いきなり生徒会長になるというのは難しいですから、まずは生徒会に入ることを目標に掲かかげてはどうでしょう？」

「いいな。そうしてみよう。良い案をくれた。フィオナはいつもオレを助けてくれるな」

　セロが褒ほめると、フィオナは頬を桃もも色いろに染め、そっと跪ひざまずいた。

「光栄です。では、先さき程ほど褒めてくれると言っていたので。頭を撫でて下さい」

「え、今、ここでか!?……まあ構わんが。ありがとう、フィオナ」

　セロが手を差し出し、フィオナの頭を優やさしく撫でた。

「……満ち足りていきます」

　この上なく充じゆう足そくしている様子のフィオナに、相変わらず妙なところのある奴だとセロは苦笑した。

「あ、い、居ました！　セロさん！」

　と、そこで聞き覚えのある声がして、セロは顔を向ける。廊下の奥おくからチェスカが大急ぎで走ってくるところだった。

「え、副学園長まで!?　一体なぜ……？」

「いえ別に偶ぐう然ぜんよ気にせずに」

　すぐ立ち上がって前まえ髪がみを払うフィオナ。既すでにそこには、先程までの恍こう惚こつとした表情はない。

「お前、変わり身が早過ぎないか……」

「なんのことかしら新入生のセロくん？」

　冷れい徹てつな眼まな差ざしでセロのことを見た後で、フィオナは顔を背そむけた。

「セロくん……セロ様をセロくん……再会した時に呼んだ時もそうだったけど、なんなのかしらこの気持ち。新しん鮮せんだわ。悪くない」

「なにを仰っているのですか、副学園長？」

　耳が耳だけに、余計に子犬らしく見える仕草で小首を傾かしげ、不思議そうにするチェスカ。フィオナは「いえなんでも」と素知らぬ顔で答えた。

「はあ、そうですか……って、そうです！　そんな場合ではなくてですね！　セロさん、今すぐに支援魔法科の教室へ！　お姉ちゃんが――と、とにかく！　一いつ緒しよに来て下さい！」

　チェスカはセロの手を掴つかむと、強引に引っ張って走り始めた。

　仕方なくセロがついていくと彼かの女じよは廊下をぐんぐん進んでいき、庭に出て、そのまま正面校舎へ入る。更に隅すみの方にある階段を下りて支援魔法科のがたついた扉を開いた。

「セロさんを連れてきました！」

　教室には数人の支援科生徒が残っていた。彼らは皆、一様に怯おびえたような顔をしている。

「ようやくご登場ってわけ。あたしを待たせるなんて良い度胸してるじゃない」

　甲かん高だかい声が聞こえて、セロは視線を向けた。

　教室の奥で一人の少女が腕うでを組み、両足を開いて、居い丈たけ高だかな態度を存分に発揮していた。

　燃えるような赤い髪かみを左右でくくって垂らしている。ローブと制服に包まれたしなやかな肢し体たいは健康的だが、胸の辺りはそれほど膨ふくらんでいなかった。また顔の造作は極めて整っているものの、吊り上がった目とわずかにへの字に曲がった口元はいかにも気が強そうだ。顎あごを反らして見下すような格好になっている為、余計にそう思う。

「なんだあいつ。なんか面倒くさそうな女だな」

　率そつ直ちよくな印象を述べると少女は眼差しを更に鋭するどくした。

「セ、セロさん、お姉ちゃんは確かに少し強気なところはありますが、決して面倒くさいというわけでは……」

　何故か焦あせったようにチェスカが擁よう護ごしていると、少女はまるでわざと彼女に聞こえるようにするが如く、大きく舌打ちする。

「チェスカ。余計なことは言わなくていいのよ。あなたはどこかへ行ってなさい」

「あ……ご、ごめんなさい」

　耳や尾おと一緒にしゅんと項うな垂だれたチェスカは、セロから少し離はなれて、黙り込む。

「なんだお前。チェスカの知り合いか」

「あなたには関係ないことよ」

　少女は顔を背け、唇くちびるを尖とがらせた。何処となく気に入らないというよりも、複雑な感情を努力して押し殺しているかのようだ。

「そうだ、今は別の話が本題なんだ！」

　そこで少女の隣に居た人物が発言した。男だ。気き障ざったらしい前髪をしている。どこかで見たことがあった。

「あれ、お前……」

「ふん、ようやく気付いたか。そう、僕ぼくこそは！」

「――誰だっけ」

　気障な男は、気障っぽさが崩ほう壊かいするくらい盛大につんのめる。

「おい!?　僕はジョア＝シズボズだ！　たかだか一週間前に会ったばかりだろうが！」

　地じ団だん駄だを踏む姿を見てセロはようやく思い出した。初日の授業でぶっ飛ばした相手だ。

「あーあーあー。なんだ、そうか。お前か。久ひさし振ぶりだな、元気？」

「気軽に挨あい拶さつをするなぁぁぁぁ！　なんなんだお前は！」

　行き場のない感情をぶつけるように壁をがんがんと叩くジョア。

「ジョア、少し黙りなさい。うるさいわよ」

　だが少女から叱しかられると、慌あわてたように居住まいを正した。

「はは、はい！　申し訳ありません、レイア様！」

　一週間前にこの世の王者が如ごとく振ふる舞まっていた者と同一人物とは思えない。

「ふん。改めて。初に目にかかるわね。あたしはレイア。レイア＝フランミスト。攻こう撃げき魔ま法ほう科の二年よ」

「ああ、丁寧にどうも、先せん輩ぱい。オレは支し援えん魔法科のセロ＝ルーフィードだ」

「知っているわ。ここのジョアから聞いたから。随分と彼を可愛かわいがってくれたそうね？　それだけじゃなく、二つ名の魔導士さえも倒したとか。大したものだわ」

「いや別にそれほどでもないが」

「わざとらしい謙けん遜そんは結構。だけど……少し、調子に乗っているんじゃない？　支援魔法如きが妙なやり方で攻撃魔法をやりこめたからって、いい気になるんじゃないわよ」

「いい気にはなってない。が、たとえそうだとして、どうするつもりだ」

「決まってる。出来の悪い部下の不始末はあたしが責任をとるのよ」

　言ってレイアが制服の首元に手をやった。そこにはネックレスが下がっており、先せん端たんには線で書かれた星を象かたどった飾かざりがついている。入学式で全生徒に配られるもので、ルーフィードの校章を忠実に再現したものだ。星を結ぶ五つの点は、魔法の代表的な属性である火、水、土、風、雷かみなりを表していた。

「聞きなさい！　レイア＝フランミストは攻撃魔法科所属たる資格において、あなた、セロ＝ルーフィードへ正式に【星ほし決けつ斗と】を申し込むわ！」

　レイアが校章を首から外し、高々と掲げると、教室内が一いつ斉せいにざわついた。

「星決斗って……また懐なつかしい響ひびきだな。いいだろう、受けて立つ」

　セロが軽い気持ちで請け合うと、周囲の生徒達や、ジョアまでもが度ど胆ぎもを抜かれたような様子を見せた。レイアもまた、意外そうに言う。

「へえ。あっさりと受けるなんてね。よほど自分の力に自信があるのかしら」

「なんだ。星決斗程度でその反応は」

　セロが怪訝に思っていると、強い力でローブが引かれた。

「セ、セロさん！　不ま味ずいです！　ダメですよ！」

　チェスカが血の気の引いた顔で、必死に訴えかけてくる。

「相手はお姉ちゃんです。【蒼の派閥】の長をやっているんですよ！」

「はばつ？」

「ルーフィード学園の攻撃魔法科に幾つか存在する、生徒同士の集まりです！」

　ほう、とセロは興味を惹ひかれて声を漏もらした。千年前にはなかったものだ。

「わたくしもまだ噂うわさ程度しか存じ上げませんが……極めて優れた方を頂点として、選ばれた生徒しか入ることが出来ないそうです。長の方が得意とする魔法の属性からとって色の名前がつけられているようですが」

「じゃあ、あのレイアって奴は二年で派閥の頭領をやってるわけか。凄すごいもんだな」

「呑のん気きなことを言ってる場合では！　そんな人に星決斗を挑いどまれたんですよ!?」

「星決斗って……あれだろ。毎月、成績優ゆう秀しゆう者しや同士で魔法勝負をして、勝った奴には特別な校章が渡わたされるっていう」

　セロが生徒達たちの意欲向上を見込んで創った制度だ。勝利者には名めい誉よが与あたえられるものの、成績や評価には何ら影響しない。いわば月に一度やるお祭りのようなものだった。

　それ以外にも、教師に申しん請せいして生徒同士で魔法勝負をすることも、そう呼ぶことがあった。ただそれもいわば日ごろの成果を試ためす実習的な意味しかもっていない。

（そういえばレイアのもっていた校章は、オレと違ってたな）

　意い匠しようこそ同じであるものの、彼女のそれは銀で造られている。星決斗に勝利し派閥とやらの長になった栄えい誉よとして、学校から授与されたのかも知れない。

「え、な、なんですか、それは。違います。わたくしが聞いたところ、星決斗は互たがいに校章を懸かけて戦い、勝った者が負けた者のものを奪うばうことが出来るという規則があるということです。しかも試合においては審しん判ぱんが勝敗を下すまで強制実行。結果、対戦相手が深く傷ついても、おとがめはないそうで」

「……なんだと」

　初耳だった。が、それで先程の皆の反応が理解できる。今の時代からすれば支援魔法科が攻撃魔法科と星決斗をするなど、無む謀ぼうもいいところなのだろう。

「随ずい分ぶんと物ぶつ騒そうだな。校章を奪われた奴はどうなる」

「奪われた方はどうにもなりませんが……勝った方は相手より強いということの証明になるのです。数が多ければ多いほど、優秀な魔導士候補ということになりますから、卒業後の扱いも変わってきます。逆に負けた方は弱い敗北者という印象がついてしまうので、あまり仕事がこなくなってしまうこともあるようです。また、星決斗で勝てば勝つほど学校内での立場が上になるとか」

「つまり生徒同士でやり合わせて上下関係を作ろうとしてるっていうのか？　下らんことを。その制度も、今の学園長が作ったものか」

「恐らく……そうではないでしょうか」

　どこまでもふざけている。セロは何処かに居る現学園長を怒ど鳴なりたい気分にかられた。

「で、ですから、勝負を受けると、お姉ちゃんと戦わなければならなくなるんですよ。いくらセロさんが不思議な支援魔法を使えるといっても、相手が悪過ぎます。差し出がましい真ま似ねをして申し訳ありませんが、ここは断るべきかと……」

　不安にかられた表情で懇こん願がんしてくるチェスカ。まるで自分が戦うことになったかのようだ。クラスメイトが危険な目に遭うかもしれないということは、彼女にとってそれと同じくらい嫌いやなことなのだろう。

「セロ様……いえ、セロくん。少しこちらへ」

　後ろから呼ばれて振り返ると、フィオナが立っていた。追いついてきたらしい。

　セロが近付いていくと、フィオナは身を屈かがめた。耳元に囁ささやいてくる。

「話は聞いていました。星決斗、どうされるおつもりですか？」

「ううん。つい昔のノリで受けてはしまったが……話を聞いたところ、オレが思っている以上に大変なもののようだ。必要もないのに生徒と戦うのはな」

　いくら今の自分がレイアと同じ一学生だとしても、実力自体は長くやってきた魔導士だ。いわば大人が子供と喧けん嘩かするようなもので、どうにも気が乗らなかった。

「セロ様のお気持ちは分かります。ただセロ様がレイア＝フランミストと勝負し、勝利すれば、攻撃魔法科での貴方あなたの評価は相当変わると思います。加えてこのように他の生徒とも星決斗を次々と行っていけば、いずれは攻撃科の中にもセロ様を認める者が出てくるはずです。ですからここは、受けるべきかと」

「……ふむ。一理あるな。しかしオレが負ければどうなる。評判はがた落ちだぞ」

「それはありえませんね。天地がひっくり返ろうと、絶対に」

　揺ゆるぎない口調で断言するフィオナに、セロはやれやれと頭を掻かいた。彼女の信頼は千年経っても一いつ切さい変わりがないらしい。

「どうするの？　やっぱりやめておく？　あたしは別にいいけど」

　レイアが挑ちよう発はつ的てきに言う。セロはフィオナから離れると、改めて彼女と向き直った。

「いや、問題ない。やろう」

　再び教室中がざわめきに包まれた。いや、どちらかと言えば悲鳴にも等しい。

「セセセセ、セロさん！　どうして!?　どうして受けてしまわれたのですか!?　どうしてそのように挑戦心に溢あふれているのですか!?」

　チェスカが血相を変えてセロのローブを掴んでくる。

「いや。なんか……面白そうだから」

　詳しいことを言っても長くなるだろうから、セロは適当な理由を述べた。

「面白くないですよ!?　多分面白くないです何故ならお姉ちゃんは上級生で攻撃魔法科で派閥の長ですよ!?　ま、まさか、自殺願望があるとか!?　早まってはいけません！」

「そんな願望はない。もしも万が一、傷を負ったら支援科の誰かに回復してもらうさ」

「聞き捨てならないわね。それじゃまるで、あなたがあたしに無傷で勝つみたいじゃない」

　レイアが剣けん呑のんな声を出し、鋭くセロを睨み付けてくる。

　隣となりのジョアが、口端から泡あわを飛ばしながら絶ぜつ叫きようした。

「思い上がるのもいい加減にしろ！　確かにお前はリードを制したかもしれんが、レイア様の実力は原点においてあいつと並ぶ、いや、それ以上かもしれん！　無傷どころか、お前がレイア様に勝つことすら不可能だぞ！」

「やってみなきゃ分からんだろ。というかお前、いつのまにレイアの、その、蒼の派閥？　に所属したんだ」

「数日前に『僕があなたに成り代わって派閥を治めてみせますよ』とか言ってきて星決斗を挑んできたから、すぐに返り討うちにしたら、頭を下げて入れてくれって頼たのんできたのよ」

「矜きよう持じが高い割に切り替かえ方かたは素す早ばやいな……」

　長生きしそうだとセロは感心した。

「そ、そんなことはどうでもいい！　いいか！　支し援えん魔ま法ほう科如ごときがレイア様に勝つことは絶対、確実に、完璧に、ありえないっ！　レイア様は一年の頃から星決斗を繰くり返し、二年のみならず三年をも打ち倒して瞬またたく間まに派閥の長を勝ち取ったんだぞ!?」

「へえ。実力者なんだな」

「加えて膨ぼう大だいな魔力の持ち主で、学生にして既に各所から依い頼らいが殺さつ到とうしているほどなんだ！　まさに将来有望！　天才魔導士！　ルーフィード学園の誇ほこりなんだ！　それをお前が！」

「もういいわ、ジョア。下がりなさい」

　まくしたてていたジョアはレイアから命じられ、急に口をつぐむと大人しく引いた。あの矜持の高い男がこうも素す直なおになるということは、よほど徹てつ底てい的てきに痛めつけられたようだ。

「セロ。星決斗を一度受けた以上、もう逃にげられないわよ。来週の安息日、第三校舎横にある実習用の試合場で魔法勝負。いいわね？」

　セロが頷くと、レイアは「楽しみにしているわ」と言い残し、ジョアと共に支援魔法科の教室を出て行った。

「思いも寄らぬことになったが、まあ、これはこれで良い風に転がるか……」

　セロが呟いていると、チェスカが弱々しく肩かたに手を置いてくる。

「ほ、本当に大だい丈じよう夫ぶなのですか？　セロさんにもしものことがあったら……」

「お前、本当に優しい奴だな。そんなに心配しなくても」

「で、でも、お姉ちゃんは……」

「……そういえばお前、あいつの妹なのか？」

　その割にはあまり似ていないが、とセロが告げると、チェスカは「あ……」と小さく漏らし、気まずそうに目を逸らした。

「いや別に、言いたくないなら言わなくてもいいんだが」

　個人の事情に土足で踏ふみ込むような無ぶ粋すいな真似をするつもりはない、という意味で口にすると、チェスカは首を小さく横に振った。

「いえ。ただ……あの、この場では」

　言われてセロは周囲を見回す。確かにクラスメイトが居る中では喋しやべりにくいだろう。

「じゃあ、少し場所を移すか」

　フィオナを見て軽く頷くと、彼女も同じように返してきた。会え釈しやくしてから、教室を出て行く。セロもチェスカと共に場を後にした。

　そのまま階段を上がって表に出ると、人目を避さけた校舎裏へと行く。

「す、すみません。気を遣つかって頂いて」

　深々と一礼するチェスカにセロは「気にするな」と声をかける。

「その、わたくしはお姉ちゃん……レイアさんの妹ではありません。でも幼い頃ころから、レイアさんを知っているのです。家が近所でしたから。よく遊んでもらっていました」

　チェスカは俯いて、一いつ瞬しゆん、過去の傷が痛んだかのように顔を顰しかめた後――語り始めた。

「わたくしはこんな外見ですから、よく皆みんなにいじめられていて、友達なんていませんでした。でもレイアお姉ちゃんだけはそんなこと気にせずに、いつも誘さそってくれまして。二人で色んなところに行ったんです」

「良い奴なんだな」

　一見すると負けん気が強いだけの人間に思えたが、心根は優しいのだろう。

「はい！　お姉ちゃんはとっても優しくて、強くて、相手がどれだけ恐こわくても大人でも、間違っていると思ったらちゃんと意見して。それに美人ですし、いつも堂々としていますし、後は頭も良く、運動神経も優すぐれていて……」

　夢中でまくしたてていたチェスカはしかし、そこで自分が暴走しかけていることに気付いたのか、顔を赤くして再び下を向いた。

「も、申し訳ありません。つい」

「いいじゃないか。大切な人間のことを語る時は、誰だってそうなる」

　セロの微笑みに、チェスカは恥はずかしそうにはにかみながらも、「はい」と頷いた。

　しかし、すぐに表情を一変させ、顔つきに暗い影かげを刻み込む。

「本当に、お姉ちゃんはわたくしにとって憧あこがれでした。ずっと傍そばに居て、仲良くできればと思っていたんです。でも……歳としをとるにつれて、少しずつ、お姉ちゃんはわたくしと距離をとるようになりました」

　そういえば、少し前もレイアはチェスカに対して冷たい態度をとっていた。今の彼女の話を聞く限りでは、到とう底ていありえないことであったはずだ。

「恐らくは、ですが。わたくしの魔ま導どう士しとしての才が、支援魔法であったからかもしれません。小さな頃、お姉ちゃんと約束していたんです。二人で一緒にルーフィードに入って、誰よりも強い攻こう撃げき魔導士になろうって。でもわたくしはそれが叶かなわなかった」

「だからお前を遠ざけたと？　しかし……お前の印象からすると、レイアはそんなことでどうこう思う人間ではない気もするが」

「わたくしもそう思います。ただ、それくらいしか思い当たらなくて。急に、その、辛つらく当たられるようになって、訳が分からなくて。お姉ちゃんを追いかけてルーフィードに入学しましたが、やはりそれでも変わらなくて……わたくしも随分落ち込みました」

　過去形にしているが、今も続く感情なのだろう。その証しよう拠こにこみ上げる感情を必死で堪こらえるように目を伏ふせ、唇を噛かみ締しめているチェスカの様子は、悲ひ壮そう感かんに溢れたものだった。

「そうか……。しかし、それなら余計にオレはレイアとは戦わなくちゃいけない」

「え？　ど、どうしてですか？」

「仮にチェスカが支援魔法の才能に目覚めたから、レイアがお前から離れたのだとして。だとすればあいつは、支援魔法を攻撃魔法より下に見ているってことになる。そんな魔法しか使えない奴には価値がない、だから付き合わない、そういうことだろ？」

「それは、そうかもしれませんが……」

「だとすれば、オレがレイアと星決斗で戦い、勝てば、あいつも支援魔法のことを見直すかもしれない。そうなれば、自然とチェスカのことだって見直すはずだ。そうじゃないか？」

「え、ええ。そうですね。その通り、かもしれません。……いえ。きっと、そのはずです！」

　一瞬、チェスカは希望を見み出いだしたようにセロを見て来る。だが、すぐに視線を逸らした。

「あ、で、でも、わたくしなどの為ためにセロさんに危険な真似をさせるわけには。お姉ちゃんは本当に強いんです。現役の魔導士でも勝てる者は少ない。だから……やはり、今回の星決斗は辞退して下さい」

「わたくしなどの為なんか、じゃない。お前はクラスメイトだろ。これから一緒に魔法のことを学んでいく仲間だ。そいつがいつまでも侮あなどられたままってのは、お前以上にオレが嫌なんだ。つまりこれはオレの個人的な事情。だから、気にするな」

　セロの言葉が予想外だったのか、チェスカは呆ぼう然ぜんとしたように立ち尽つくした。

「それに大丈夫。レイアには勝つ。余よ裕ゆうでな。お前が心配するようなことにはならない」

「ど、どうしてそこまで自信があるんですか？　支援魔法なのに」

「当然だ。自分が選んだ道だぞ？――誰でもない、自分自身が信じなくてどうする」

　セロが堂々と言い放つと、チェスカは、まるで矢に射い貫ぬかれたように目を見開く。

　次いで彼女は頬を桃色に染め、やがてその場から、一歩、二歩と下がっていった。

「ん、なんだ、どうした」

「あ……い、いえ。あの。なんでも……なんでもないのです。なんでもないはずです。なのに……あれ、どうしてこんなにドキドキ……嘘うそ、え、嘘ですよね」

　何か慌てたようにぶつぶつと独り言を続けるチェスカは、自分で気付いているのか気付いていないのか、尻しつ尾ぽを勢いよく振り続けていた。

「顔が赤いが、風邪かぜか？　医務室に行った方が」

　セロが様子を確かめようと近寄って、チェスカの肩に手を置こうとすると、

「ひゃいっ!?　い、いい、いいえ！　なんでも！　なんでもないですから本当に！」

　びくんと体を竦ませて、彼女は素早く後方へと退たい避ひした。

「大丈夫です！　別に平気ですし！　いつも通りですしなんら問題はありませんし一切の心配は要いりませんし好きになったかもとかそういうことは全くありませんので！」

「は？　好き？」

「ああ!?」

　取り返しのつかない失言をしてしまったかのように、チェスカは頭を抱かかえる。そして、

「いい、いいえ、ほ、本当になんでもありませんからぁ――ッ！」

　何かを誤ご魔ま化かすように盛大に叫さけび、その勢いにセロは気け圧おされた。

「そ、そうか。それならいいが。しかしレイアがお前のことを認めるには、オレの星決斗の勝利だけじゃ足りないかもしれないな」

「ど、どういうことですか？」

「お前自身の力の成長も必要になるってことだ。もし良ければだが……チェスカ、オレの指導を受けてみないか？」

「セロさんの？　でも、防ぼう御ぎよ魔ま法ほうを使えるんですか？」

「ああ。その辺に関しては安心してくれ」

　これから支援魔法科の生徒を導く為には、ただセロの力を見せるだけでなく彼かれら自身も自らの才能を伸のばす必要がある。そうすれば自然と自信もついて、攻撃魔法科の言いなりにならなくなるはずだ。

「とはいえオレも一年だ。こんなことを言ったところで信用されないとは思うんだが……」

「い、いえ、セロさんがただの支し援えん魔導士志望者でないことは、わたくしもこの目で見て知っています。ですが、本当に宜しいのですか？　わたくしの為に時間を使って頂いて」

「もちろん。レイアとのことで悩なやんでいるチェスカの助けにもなりたいしな」

「……セロさん……あなたは……」

　チェスカは呟き、やがて、頬を染めて顔を伏せた。

「あ、ありがとうございます。嬉うれしいです。よ、よろしくお願いします！」

　深々と一礼するチェスカに、セロは微笑みかける。

「ああ。こちらこそ、な」
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第三章　対決







「防御魔法っていうのは、注ぎ込む魔力の量によって強度が変わる。ということはつまり、放出する魔力量を増加させることが第一に必要となるんだ」

　次の日。昼休みを利用してセロはチェスカに支援魔法の指導を行っていた。

「その為に今チェスカに必要なのは、自身の蓄ちく積せき魔力を如何いかんなく発揮する為の技術の習得だ。分かるな？」

「は、はい。その辺りは教科書にも書いてありましたので……」

　校舎裏にある庭で、セロと向かい合うチェスカは緊きん張ちようの面おも持もちを見せる。

「とはいえ、魔力放出の調整は一いつ朝ちよう一いつ夕せきには出来ない。本来であれば時間をかけて少しずつ、感覚を掴んでいくものだ」

「分かりました！　わたくしも焦らずにやろうと思います！」

「いや、その必要はない」

「……え？」

「本来であれば、と言ったろ。今からオレが教えることを真似してやってみてくれ」

　セロはきょとんとしているチェスカの前で意識を集中した。体から紫むらさきの魔力が発生する。

「これが通常の状態。ここまではチェスカも出来るはずだ」

　チェスカは頷き、目を細めた。間もなく、紺こん碧ぺきの光が立ち上る。

「よし。次が重要だ。胸に手を当てろ。次いでしっかりと頭の中で図を思おもい描えがく。そうだな。学校の広場にある噴ふん水すいが一番いい」

　チェスカは頷くと、セロに言われた通り、自身の豊満な胸に手を当て、瞼まぶたを下ろした。

「出来たか？　なら、噴出する水の量を増やしていけ。高く溢れて、地面に零こぼれるように」

「高く、溢れて、地面に零れる……」

「出来たと思えばそこで広げていた手を握にぎり締めろ。そしてすぐに物を引っ張り出すようにして素早く腕を伸ばす」

「わ、分かりました。広げた手を……握り締めて……」

　チェスカが白く細い指先を曲げ、拳こぶしへと変える――。

「今だ！　やれ！」

　セロが声を上げるとチェスカは「はい！」と返事すると共に、手を前に突つき出した。

　瞬しゆん間かん、轟ごう、と音が鳴る。彼女が身に纏まとっていた魔力が、先程とは比べ物にならぬほど大量に迸ほとばしる。更さらにその色は紺碧ではなく、灼しやく熱ねつを思わせるような赤になっていた。

「え……ええ!?　これは!?　どうしてこんなことが!?」

「初めてにしては上出来だ。全てではないが今までよりずっと多く魔力を引き出している」

　当とう惑わくしている様子のチェスカにセロは説明した。

「オレ達の体に宿った魔力は全身を巡めぐる。だが血液がそうであるように必ずそれを作り出す器官、つまり魔力の源となる物があるんだ。それはここ、つまりは胸の付近に存在している。今のはそこから強ごう引いんに、内蔵された魔力を引っ張り出すやり方だ」

「そ、そのようなこと、どの文ぶん献けんにも書いてありませんでした！　どうしてセロさんはご存ぞん知じなんですか!?」

「オレの魔力量は少ないからな。最大限に利用する為には全ての魔力を放出させる必要がある。その為に研究し、編み出した」

「ご、ご自分で発見されたと!?　そんな……な、なんていうか、凄すさまじいですね……」

「慣れればさっきの仕草がなくても、魔力を発動する際に胸の辺りから広がることを想像すれば、同じことが出来るようになる。訓練を重ねればいずれはオレのように、体内に蓄ちく積せきされた全ての魔力を発揮することも可能になるだろう」

「勉強になります！　これだけの魔力放出が出来れば、かなり頑がん強きような防ぼう御ぎよ魔法が扱あつかえます」

「ああ。後もう一つ教えておこう。防御結界を展開してくれ」

　チェスカは「え？　こ、こうですか？」と呪じゆ文もんを唱え、自身の周囲に半はん透とう明めいの壁かべを作り出した。セロは頷うなずいて、足元に落ちていた小石を拾い上げる。

「今からオレがお前にこれを投げる。防御結界に触ふれた、と思ったらそこで強く念じてくれ。【防ぐ】のではなく【受け止める】と」

「……分かりました。やってみます」

　セロは小石を握ると、それを、勢いよくチェスカへ投げた。

　飛んでいく石が彼女の防御結界に衝しよう突とつする、その寸前。

「受け止める……！」

　声に出して意識したチェスカの目の前で――小石が、停止した。

「……あれ？　いつもみたいに弾はじかれない」

　通常、物理的な攻こう撃げきの場合、防御結界は術者に当たる前に対象を弾き飛ばす。だが今、セロの放った小石は壁に接着したような状態で停止していた。

「いいぞ。次だ。そいつを、オレに向かって飛ばす絵を脳のう裏りに描け」

「……こう、ですか？　え、えい！」

　チェスカが両手を突き出すと、微び動どうだにしなかった小石が震ふるえ始めた。やがてそれは――まるで強きよう烈れつな息を吹ふきかけられたように、セロの方へと猛もう速そく度どで跳はね返ってくる。

「あ、ああ!?　セロさん!?」

　が、セロは素早く防御結界を展開した為に、傷を負うことはなかった。

「よ、良かった……でも今のはどうして？」

「見ての通りだ。防御結界はただ攻撃を防ぐだけじゃない。逆に利用することも出来る。やり方さえ知っていればな」

　チェスカはセロの言葉に、耳をぴんと立てる。

「ぞ、存じ上げませんでした！　セロさんが少し前にやった飛ひ翔しようの魔法に似ていますね」

「そうだな。ただ空間そのものを掌しよう握あくし、操作するあれと違ちがって、今のはただ来たものを反発させるだけだ。方向までは決められないし、消失する攻撃魔法には通じない」

「では、応用性としては劣おとるんですね……」

「ただ飛翔にない利点もある。チェスカの足元にも石があるだろう。それを、防御結界にくっつけてくれ」

　チェスカはしゃがみこむと、小石を拾い上げた。それを、防御結界に押おし付ける。

「後はさっきと同じだ。そのまま、前に放て」

「はい！――はあっ！」

　気合を入れるようにチェスカが声を張り上げると、小石は防御結界の境界面から抜ぬけ出て――先程と同じように、セロに向かって飛び、展開された防御結界に当たって砕くだけた。

「わ、すごい！　こんなことまで出来るんですね!?」

「要は防御結界の境界面に物質が触れることで生じることだからな。このことを知っていれば、事前に相手にぶつけたいものを結界内に置き、魔法を防ぎながら攻こう勢せいに出ることも可能だ。反射する為に力場を形成する必要があるから最初は小さなものしか扱えないが、これも訓練次し第だいで自分の身みの丈たけ以上のものもはじき返すことが出来るようになるだろう」

「驚おどろきました。防御結界にこんな効果があったなんて……」

「魔法を一側面だけ見ていては可能性に気付けない。支援魔法だから大したことが出来ないという思い込みが、発展を妨さまたげているんだ」

「本当に、仰おつしやる通りですね。でもセロさん、どうしてこんな、誰だれも知らないような支援魔法の使い方を御ご存ぞんじなんですか？」

「自分の出来ることを最大限に突き詰つめた結果、とだけ言っておくよ」

　セロは肩を竦すくめて、

「ちなみに防御結界を利用する方法は、まだ他にあるんだが……そろそろ昼休みも終わりだし、さすがに時間が足りないな。また今度にしよう」

「はい、承知しました。あの、本当にありがとうございます!!」

　チェスカは目を輝かがやかせながら、何度も頭を下げて来た。限界があると思い込んでいたものに先があると理解すると、人は生き生きとする。チェスカは全身でそれを示していた。

「いいさ。それよりチェスカはオレの思った通り、防御魔法の才能がある。いくら教えたからってすぐに力を発揮できる奴やつはそういないからな。この調子で頑がん張ばろう！」

「はい！　力を尽くしたいと思います！」

　両手を握ってやる気を主張したところで、チェスカは少し目を伏せた。

「でも……セロさんは、素す晴ばらしいですね。こんなにすごいことが出来るのに、全く驕おごらず、真しん摯しで、優やさしくて」

　視線を下に向けたまま、チェスカは微笑ほほえんだ。

「なんだかわたくし、ますます……」

「ますます？」

「はい、ますます、あなたのことが……って、ええ!?　あれ!?」

　慌てたように上げたチェスカの顔は、首筋まで真っ赤に染まっていた。

「い、いえ、そんなことは……わたくし、さっきなにを言おうとして……」

「おい、この間からたまに顔が赤くなるが、風邪でもひいているのか？」

　両手を頬に当てて何やら呟つぶやいているチェスカに、セロは一歩近づいた。が、

「は、はわわわ！　い、いいえ！　気になさらず！　今日はありがとうございましたッ！」

　全身から絞しぼり出すように叫ぶと、チェスカは踵きびすを返して走り出していく。

「……なんだったんだ、一体」

　後に残されたセロは、所在なく呟く他なかった。




　レイアがセロに対して星決斗を宣言したことは、既すでに支援魔法科の間で広く噂うわさになっているようだ。そのせいで、昼休み後の授業中も、未いまだにセロはクラスメイトから絶えず向けられる好こう奇きの視線を感じていた。

（微び妙みようにやりにくいな……。チェスカの様子も変だし）

　ちらと隣に目を向ければ、チェスカもセロの方を見て視線が交こう錯さくする。だが彼かの女じよはすぐに顔を真っ赤にして前を向き、持っている教科書に顔を埋うずめてしまった。似たようなことがすでに何度も起こっている。

（よく分からないが、思春期の女の子は色々とあるんだろうな……）

　魔導士としての現げん役えき時代、若者――今はセロもそうなのだが――と接する機会がなかった為、セロは彼らの心理をよく理解できていなかった。

「さて……以前の授業の復習だ。支援魔法には大きく分けて幾いくつかの類型がある」

　と、そこで目の前の教きよう壇だんに立つ、やる気のなさそうな男性教師の声にセロは我に返る。

（いかん。授業中だった。集中しなければ）

　セロからすれば既に知っていることばかりだが、今は学生の身だ。いかに説明が極限的に下手であろうと、きちんと耳を傾かたむけなければならなかった。

「まずは回復。対象の傷や毒を治ち療りようするものだ。とはいえ瀕ひん死しの状態にある者や猛もう毒どくに侵おかされた者に対しての効果は薄うすい」

「いや、それは違うぞ。人体の構造や毒の成分をしっかりと把は握あくし、意識的にそれらを改善するように脳内で描いた上で、必要な魔力を放出すれば、たとえ重じゆう症しようの者でも劇的な回復が望める。確かに難しいが、出来ないことではない」

「……また君かね、ルーフィード君」

　セロが思わず発言すると、教師は露ろ骨こつなまでに顔を顰める。

「そのような事例は見たことがない。妄もう想そうするのは自由だが、事実であるように口にするのはいかがなものかと思うが」

「妄想じゃない。何だったら方法論をオレが説明して」

「静かにしなさい。授業の邪じや魔まだ」

　こちらの言葉を一いつ蹴しゆうして、教師は話を続けた。セロはまたか、と舌打ちする。支援魔法への理解が浅いこの時代では仕方のないことだが、間ま違ちがっていることをさも正しいかのように言われると、つい口出ししたくなってしまうのだ。

「次に防御。魔力的な結界を構築し、物理的な衝しよう撃げきや攻撃魔法を魔力的な結界で妨ぼう害がいするものだ。攻撃魔法においてはその効果を霧む散さんさせ、無効化する効果を持つ。とはいえ耐たい久きゆう性せいは乏とぼしく、基本的な攻撃魔法であっても数度が限度。それ以上となると砕け散る」

「いやそれは――」

　つい声を上げそうになるセロだったが、やめておいた。先ほどと同じことになるだけだ。

（初日からこうなんだから、オレもいい加減に学んだ方がいいんだろうが）

　こればかりは職業病というか、癖くせみたいなものだろう。

「三つめが補助だ。空を飛ぶ、一定の距きよ離りを瞬しゆん間かん的てきに移動する、身体能力を活性化するなど主に術者本人に使う魔法だな。そして最後にもう一つ。なんだったか？」

「はい！　【錬金】です！」

　誰よりも早く手を上げたのは、教室の中央辺りの席についていた少女だった。

　橙だいだい色いろの髪かみを、肩辺りで切り揃そろえている。猫ねこを思わせるような丸い目が、快活そうな顔立ちに良く似合っていた。肢し体たいはしなやかで無む駄だがなく、ローブを着ていなければ、魔導士というよりも体を張って戦う剣けん士しといった方が相応ふさわしいかもしれなかった。

「うむ、ラム＝アトミスク、正解だ。では錬金とはなんだ」

「魔力を媒ばい介かいに最低二つの素材となる物を組み合わせ、全く違う新たな一つのモノを生み出す魔法です！」

　ラムは勢いよく立ち上がると、朗々と語り始める。

「望むものを正確に頭の中に想起し、微妙な魔力放出の調整を行い続けなければ完成しないので、支し援えんの中でも特に難易度が高い魔法です。そうして出来たものは一いつ般ぱんに【魔道具】と呼ばれ、どれも通常の道具にはない特とく殊しゆな効果をもっています！　また、魔導士以外でも使うことが出来るので、一般的にも需じゆ要ようが多い！　どうですか！」

　してやったりといった顔をするラムに、セロは微かすかに頷いた。

（やるな。錬金魔法の解説としては申し分ない）

　授業で一度やっただけだというのに、優ゆう秀しゆうな生徒だった。

「よく出来た。座すわりなさい。かように錬金とは魔法を使う際の想像力が重要となる」

　セロの感心とは裏腹に、教師は興味がなさそうに続ける。

「その為、魔道具を造る際、術者はより正確な絵を描く為に設計図を作成することが多い。必要な材料や、仕組み、その効果について実際に書き出してみるわけだな。そこで諸君らには実際に魔道具の設計図を描いて、来週の授業で提出してもらおうと思う」

　突とつ然ぜんの課題に生徒達はざわつく。教師は彼らをなだめるように手を出した。

「心配しなくていい。一番簡単なポーションでも合格とする。これから説明することを参考にすれば問題なく作れるはず――」

「あの、先生！　わたし、設計図を描いたので見てもらってもいいですか？」

　ラムの更なる発言に、教師はさすがに話を止める。

「……君が？　設計図を？　もうかね？」

　セロも驚いた。入学したばかりの、ろくに授業も受けていない生徒が魔道具の設計図を作るなど、支援魔法の発展していたセロの時代でもまずないことだ。

「ふむ。見せてみたまえ」

　教師が促うながすと、ラムは「やった！」と拳を握り、机の横に下げていた鞄かばんから大きな紙を取り出した。それを足取りも軽く、教壇へと見せに行く。その顔からは並々ならぬ自信が窺うかがえた。

「すごいな。あいつ。何者だ？」

「さ、さぁ。わたくしもまだちゃんと話したことはありませんので……」

　セロが話しかけると、チェスカはぎこちなさそうに答える。やはり顔が赤い。

「……なぁ、お前、やっぱり変だぞ。オレ、何かしたのか？」

「い、いえ？　なにも。わたくしは前からこうでございますのよ？」

「口調もおかしくなってるし」

「そんなことはありませんからして、セロさんったらおかしなお方でありますので、特にこれといったことはなきにしもあらずなりけりで……わたくし、何を言いたいんでしょう」

「オレに訊きくな」

　混乱している自分を恥じるようにチェスカは俯うつむき、頬を掻いた。

「――ダメだな、これは」

　その時、教師の険のある声が教室に響ひびき渡わたる。

「全くダメだ。こんな設計図ではきちんとした魔道具が造れない。そもそも、何の目的で造るのかさえ不ふ透とう明めいじゃないか。適当に描いてもこっちには分かるんだ」

「い、いえ、あの、その魔道具はですね」

「もういい。基本の身についていない学生が設計図を描けるわけがないだろう。もっと勉強しなさい」

　叱しかりつけられて、ラムは肩を落とした。「はぁい」と返事をし、とぼとぼと自分の席に帰っていく。行く時とは正反対に、明らかしょぼんとした反応だった。

「皆も未熟であるということを自覚し、まずはしっかりと知識を吸収することだ。それでは授業を続ける」

　教師は再び眠ねむ気けを誘う講義を始める。

　セロが見ると、ラムは自分の席で机に突っ伏ぷし、不ふ貞て腐くされたような顔をして黒板を見つめていた。――だからだろう。

「設計図、見せてもらえないか」

　授業後にセロがラムに近付き話しかけると、彼女は驚いたように丸い目を更に丸くした。

「え、いいの!?　でも滅め茶ちや苦く茶ちやダメ出しされたよ!?」

「ああ。気になるんだ。お前が良ければだが」

「わぁ！　うれしい！　キミ、セロくんだよね。どんどん見て！　見まくっちゃって！」

　意い気き揚よう々ようとラムは鞄から設計図を取り出して、渡してきた。セロはざっと紙面を眺ながめる。

「どう、どうかな？　キミ、あれだよね、二つ名持ちの攻撃魔導士を倒たおして、あのレイアさんに星決斗を申しつけられたって人。先生にはまるで出来てないって言われたけど、キミの目から見ると違ってたりして！　もしそうだったら」

「そうだな。――全然ダメだ」

「ぎゃああああああああああ！」

　喋っている途と中ちゆうでセロから全否定され、ラムは机に額を強くぶつけた。

「ひ、ひどくない!?　結局ダメなんじゃん!?　何なの!?　キミ、嗜し虐ぎやく趣しゆ味み!?」

「そういう訳ではないが……」

「なんなの、もう。返してよ！　たださえへこんでるのに……」

　ぶつぶつと文句を言いながらラムはセロの手から設計図を取り返す。しかし、

「確かにダメだが、それは設計図の出来についてのことだ。これ、結界陣じんの応用だな？」

　魔ま獣じゆうの侵しん入にゆうを防ぐ魔道具のことだ。周囲にある種の力場を展開することで、内側にいる者の存在を認にん知ち出来なくする。

「見たところ対象の範はん囲いをあえて絞ることで、移動使用にも適するものを作ろうとしているんじゃないか。後、魔導士が使用した場合は魔力を放出した際、それを結界内に閉じ込める仕様にもなっている」

「え!?　分かるの!?　先生には理解してもらえなかったのに」

「ああ。現状の結界陣はその場から動くことは出来ないからな。その発展形というやつか」

「そうなんだよ。もしこれが完成出来たら、魔獣の群れとか、結界陣を展開したままで潜くぐり抜けられるかなって。追加した分については、魔力を感じ取る魔獣も居るし、その場合でも、隙すきをついて後ろから攻撃ってことも可能になるでしょ」

　何気なく口にしているが、ラムの発想は今の時代からすると飛び抜けていた。セロの時代では既に存在している魔道具だが――支援魔法が大きく発展した後で、それを利用したからこそ出来たものなのだ。
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「理り屈くつに関しては問題ない。が、この設計図のまま作ると移動に力場の維い持じがついていかず、数分程度で効力が薄れる危険があるな。力場を継けい続ぞくするよりも魔獣に感知できない程度の時間で一いつ旦たん、消失させ、再構築していくようにした方がいい」

「あ……あー！　なるほど！　なるほどなー！　その手があったか！　で、でも難しいな。力場の消失から再構築までの時間の短縮かぁ……セロくん、何か良い方法ある？」

「あるにはあるが、少なくとも今のお前では、実現するのに相当の時間が必要になるだろうな。これはもっと錬金魔法についての知識を深め、技術を研けん鑽さんした者が作るべきものだ」

「……キミ、それが分かるの？　錬金魔法を極きわめたみたいな感じだね」

「うん？　うん、まあ、それなりに知ってはいる。……とにかく、お前には今のお前に相応しい設計図があるはずだ。それを踏まえてまた造ればいい」

「ううむ。そっかぁ。今の話を聞く限りセロくんの分ぶん析せきは的を射ているし、キミが言うならそうなのかも。じゃあ、課題については別のものにするかぁ」

　自分の設計図を眺めた後で、ラムはそれを鞄に仕し舞まって席から立つ。

「助言してくれてありがとね！　それじゃあ、セロくん、またねー！」

　手を振ふり、ラムが教室から勢いよく飛び出していった。元気の塊かたまりのような生徒だ。

（しかしラム……気付いてないみたいだな。オレはお前の設計図が高度過ぎるから、実際に製作するのはまだ無理だと言ったんだぞ）

　それこそ問題点に目を瞑つぶれば、ラムの設計図に描かれていたのは、現状の錬金魔法が作ることのできる魔道具の、一歩も二歩も先をいっている代しろ物ものだった。

（中々の才能の持ち主だ。先行きが楽しみだな）

　彼女と仲良くなれば得るものも大きいだろう。セロは一人、頷いた。




　その家はルーフィード学園のある首都の、郊こう外がいにあった。

　レイアから挑ちよう戦せん状じようを叩たたきつけられた週末の、安息日。学園も休みとなったその日、セロは古びた木製の扉とびらを前に立っていた。拳を振り上げて、ゆっくりとノックする。

　しばらく待つと、奥おくの方からくぐもった声で「はい」と答えが返ってきた。

　やがて扉がゆっくりと開き――中から目的の人物が顔を覗のぞかせる。

「なにかご用でしょうか……え!?　セ、セロ様!?」

　私服姿のフィオナが、愕がく然ぜんとしたまま固まった。

「よう、今忙いそがしいか？」

「い、いえ、経営関係の書類を纏めていただけで……どうしてここが!?」

「学園の奴等に訊いた。ちょっと話があってな。入れてもらえるか」

「も、もちろんです。どうぞ」

　身を引いたフィオナに礼を言って、セロは家の中に入る。廊ろう下かを抜けると広い居間があった。左に台所があり、中央には細さい緻ちな意い匠しようの施ほどこされた机と、来客用なのか椅い子すが四つある。石造りの壁にはめこまれた窓からは、午後の暖かな日差しが差し込んでいた。

「おかけになって下さい。あの、何か飲みますか？　香こう茶ちやとか……」

　セロが椅子に腰こしかけながら「悪いな、頼たのむ」と告げると、フィオナは竈かまどに薬や缶かんをかけて指を鳴らした。虚こ空くうに出現した火がくべた薪まきに移り、燃え始める。フィオナの得意とする属性は火ではないが、攻撃魔導士であればこの程度のことなら誰にでも出来る。

「それで、どうしたんですか？　突然に」

「ああ、いや。オレはこの街に来てからずっと、住すみ処かには宿を使っていたんだが」

　ぬるくなったものを温めていただけなのか、セロが話している内に薬缶が音を立てた。フィオナは「少々お待ち下さい」と断りを入れてから薬缶を持ち上げ、ゆっくりと陶とう器き製せいのポットに中身を注いでいく。やがてポットを持ち上げると、セロへと出した空のカップに琥こ珀はく色いろの香茶を注いでくれた。

　礼を言ってからカップを持ち上げて、セロは息を吹きかけながら中身を一口飲んだ。芳ほう醇じゆんな香かおりが鼻び腔こうをくすぐり、渋しぶみのある深い味わいが広がっていく。

「……久ひさし振ぶりにお前の淹いれた茶を飲んだな。美う味まいよ」

「その言葉を再び聞くことが出来て、嬉しく思います」

　微笑むフィオナは自分の分の入ったカップを持った。

「で、話の続きだが。ただまあ、この街に定住する以上、いつまでも宿ってわけにもいかない。何せ学生の身の上だ。以前のように仕事をして稼かせぐわけにもいかないからな」

「学園は学生が魔法を使って金銭を得ることを、校則で禁止していますからね」

「ああ。それでお前に頼みがあるんだが――」

　フィオナが香茶を一口飲んだところで、セロは言った。

「お前の家で暮らしてもいいか？」

　直後にフィオナが派手に中身を噴き出した。

「うわ!?　ど、どうした!?」

「ど、どうしたって、セロ様、いきなりなにを……す、すみません」

　頬を赤らめながら、急いで台所から布を持ってきて机の上を拭ふき始めるフィオナ。

「いや、ルーフィード学園には遠方の出身である生徒の為の寮りようもあるとは聞いていたんだが、どうにも規律が厳しくてオレには合わなさそうでな」

　セロは興が乗ると遅おそい時間まで、下手をすれば徹てつ夜やをしてでも魔法の研究をしていることがある。考えを纏める為に夜中でも平気で外に出ることもしょっちゅうだった。だが寮に入ると、学校の管理下にある以上はどうしても自由が制限されてしまう為、そうしたことも許されなくなってしまう。学園長をしていた身としてどうかとは思うが、将来的なことを考えると第三者に縛しばられない場所で生活がしたかった。

「だが家を借りようにも仲ちゆう介かいしてくれる良心的な店を探すのも、手間がかかる。その点、フィオナだったら気心も知れているし、頼たよらせてもらえればと思ったんだが」

「そそ、それは、その、でもいきなりそんなこと、ここ、心の準備が」

　言いつつ、動どう揺ようするように机だけでなく全く関係のないところまで拭き始めるフィオナ。

「迷めい惑わくだったら言ってくれ。諦あきらめるから」

「迷惑ではないですっ!!」

　即そく座ざに返してから、フィオナは机を強く叩いた。

「私はかつて故郷で暮らしていた頃ころ、奴ど隷れい商人の襲しゆう撃げきを受けて攫さらわれました。両親や友達とも離はなれ離ばなれになり、物のように売られようとしたところ、隙を見て逃にげ出しましたが、すぐに見つかってしまって――」

「ああ。そこでオレが通りかかったんだよな」

「そうです！　セロ様は見ず知らずの私を躊躇ためらいなく助けてくれました。そのことに感かん銘めいを受け、私は貴方あなたの助手として、一番弟で子しとして働くことになったんです」

「懐なつかしいな。で、それがどうした」

「その私がどうしてセロ様の願いを嫌いやだなんて言えますか！　貴方が望むのなら何週間でも何カ月でも何年でも何百年でも居て頂いて大だい丈じよう夫ぶです！　むしろ居て下さい!!」

「いや何百年も居られはしないが……エルフ族じゃあるまいし」

「その場合は私が魔法を研究し貴方を生き返らせます!!」

「うん、分かった。分かったから落ち着け」

　セロが宥なだめると、フィオナは頬を赤らめ「す、すみません」と頭を下げた。

「と、とにかく。セロ様が住みたいというのであれば歓かん迎げいします。ですがその、なんと言いますか……いくら私が一番弟子だとしても、一応女であるわけですし。セロ様と一つ屋根の下で生活を共にするというのは……セロ様と一つ屋根の下で生活を共にする!?」

「なんだ突然!?」

「ご、ごめんなさい。自分で言っていてあまりに甘かん美びな響きについ……その、そういことをするのは、少々、こう……」

「ん。ああ。そうか。そういうことか。そういうことなら、何の問題もないだろう」

　勘かんの鈍にぶい自分に、セロは苦く笑しようした。

「え!?　なんのもも、問題もないですか!?　それはつまり!?」

「ああ。だってオレはお前のこと――」

　カップを倒さんばかりに思い切り身を乗り出してきたフィオナに、セロは答えた。

「そういう目で見たことはないからな。今まで一度も」

　すると、興奮したように輝いた彼女の目は急速に光を失っていく。

「…………。そうですか」

　椅子にもたれかかると、誰かに殴なぐられ続けたかのようにぐったりと、天てん井じようを仰あおいだ。

「え、なんだ。なにか悪いこと言ったかオレ」

「いえ、その……なんでもありません。そうですか、今まで一度もですか……今まで……？」

　が、不意に元気を取り戻もどしたかのように、身を起こした。

「今までということは、意識していなかっただけでこれからはありえるということ……？」

　何やらぶつぶつ呟いている弟子に、セロは「どうした？」と眉まゆを顰ひそめる。

「い、いえ、なんでもないです！　そうですよね！　過去はあっても未来は存在しない。それを創るのは私達の意志だと、そういうことですよね！　そうと決まればセロ様、どうぞ我わが家やで暮らして下さい！　歓迎します！」

「お、おう、何かいきなりいいことを言い始めたが……悪いな。ありがとう」

　立ち上がってセロが頭を下げると、フィオナはこの上なく良い笑え顔がおで、

「いいえ、未来の為ためですから！　では早さつ速そくですが、昼食の用意でも……あ。すみません。食材がなくなりそうですので、幾つか買いに行くつもりだったんです。少し待っていてもらえますか？」

「それならオレが行ってくる。お前は準備していてくれ」

「そんな、セロ様にお使いを頼むなんて……」

「これから世話になるんだ。これくらいさせてくれ。なにを買ってくればいい？」

　セロは渋るフィオナから、足りない食材を聞き出し――。

　彼女の家を出ると、街の商店が集まる区域まで出かけることにした。

　ルーフィード学園の程ほど近ちかくに、様々な店の並ぶ通りがある。

　セロは雑貨店や食材店を巡りながら、フィオナに頼まれていたものを買っていった。

「うん……。まあ、こんなものか」

　とりあえずは無事に購こう入にゆうできた。さて帰ろうかと思ったところで、

「あー！　セロくんだ！」

　聞き覚えのある元気な声を耳にして、セロはそちらを向いた。

　やはりというべきか、ラムが立っている。意外だったのは傍そばにチェスカが居たことだ。

「奇き遇ぐうだねえ、偶ぐう然ぜんだねえ、運命だねえ」

　にこにことしながら、ラムはチェスカの手を引っ張ってセロの下までやってくる。

「偶然なのか運命なのかどっちなんだ」

「どっちでもいいじゃない。ねえ、なにしてるの？」

「ちょっと買い物をな。お前は？」

「うん、来週の課題で錬金の設計図を描くことになったからさ。実際に魔道具の材料を見て考えようと思って、うちの店だけでなく、色んなところを回ってるの」

「うちの店？」

「ああ、言ってなかったっけ。わたしの家、魔道具屋さんなの！　ま、お父さんは魔導士じゃないんだけどね」

　魔道具屋、とは名の通り魔道具を販はん売ばいする店てん舗ぽのことだ。錬金魔導士自身がやっていることも多いが、そうではない者が商品を仕入れて営業していることもある。

「へえ、そうなのか。それで設計図を描けたのか」

「うん。小さい頃から魔道具とか、設計図とか見て育ったから！　当然だけどわたしも錬金魔導士志望！　自分の造った魔道具をお店に並べてもらうことが夢なんだ。ま、ダメダメだったけどね。あっはっは！」

　朗ほがらかに笑い飛ばすラムに無理をしている様子はない。教師とセロからダメ出しを喰くらったことは、既に彼女の中でただの過去となっているらしい。

「でもさぁ。悔くやしいことは悔しいから、今度こそちゃんとしたやつを描いてやろうと思ってるんだ。それで、研究中ってわけなの」

「そういうことか。向上心があることはいいことだ」

「セロくん、おじさんみたいな言い方するね」

「……これ、おじさんくさいのか？」

　実際に中身は現役時代のままなので、おじさんではあるのだが。

「うん。でも良いと思う。わたし、年上好きだから。恋こいしちゃうかも」

「ええ!?」

　ラムがあっけらかんとして口にすると、先さき程ほどから何な故ぜか気まずそうに黙だまり込んでいたチェスカが反応した。

「なにさ、チーたん。どしたの」

「あ、い、いえ、別に……」

　慌あわてたように首を横に振るチェスカを、不思議そうに見るラム。

「なんだ、二人はあだ名で呼び合うくらい仲が良かったのか」

「うん！　さっき、そうなった！」

「わたくしも課題用の魔道具をどうしようかと思って街に出てみたのですが、そこでラムさんと出会いまして……」

　ほんのりと顔を赤らめながらもチェスカは言って来た。

「どうせ同じ目的なら一いつ緒しよに回ろうと。それはわたくしも賛成したのですが、いきなりチーたんと呼ばせてくれと要求を受けた次第でして」

「あんまり話したことがないんだろ。その大だい胆たんさはなんなんだ」

「だってチーたんって感じだったからさ。これはもうチーたんって呼ぶしかないなって」

　まったく理屈が通っていない。それなのにここまで強引に事を進められるとはある意味大物かもしれないと、セロは感心した。

「じゃあセロくんはセロぴーね」

「断固として拒きよ否ひする」

　それとこれとは話が別だ。

「じゃあセロセロで」

「そういう問題じゃない！」

「セロセロ……可愛かわいいですね……」

　チェスカが噛かみ締しめるように呟いた。

「ねー。可愛いよね。セロセロ。じゃあ決まり。セロくんはセロセロね」

「お前な……まあ、もう、いいが」

　セロはため息をついて、ひとまず受け入れた。このまま往来で延々と妙みような名で呼ばれることに比べたら統一される方がまだマシだ。

「ねえ、セロセロも一緒に回ろうよ。どうせ、課題をやらなきゃならないんでしょ？　三人で話し合って、作る魔道具を決めようよ」

「ああ、まあ、そうだな。チェスカもいいか？」

「え!?　ええ、構いません……が……えっと」

　頷きながらもチェスカはどこか戸と惑まどうような表情になっていた。

「なぁに、チーたんってば、セロセロのこと嫌きらいなの？」

「そんなことはありませんがっ!!」

　勢いよく否定したチェスカを、ラムは驚いたように見る。

「そんな全力出さなくても。……ん？　んん？　ほう？　ほほう？」

　が、次いで潤うるんだような目でセロを見つめるチェスカを見て、何かに感づいたようににやりとした。

「ははーん。なるほど。そういうことねー。ほほーん」

「え、な、なんですか？　ラムさん、どうかされたんですか？」

　ラムの反応に、チェスカがぎょっとしたように焦あせり始める。

「いや、気にしなさんな。チーたんの気持ちは分かったから。本当によく分かったから」

「な、なにをですか!?　もしかして変な勘かん繰ぐりをされているのでは!?」

「うんにゃー？　べつにー？　でも、そっかー。そういうことねー。セロセロをねー」

「オレがどうかしたのか？」

「いやぁ、セロセロも罪な男だなぁって。まさかチーたんがキミを」

「わああああああああああ！　はい！　はい！　なんでもないですしそういうことではないですから！　この話題終わりです！」

　チェスカは、ラムに抱だきつくとその胸に顔を埋うずめた。いつのまにか首まで真っ赤になってしまっている。

「……お願いですから終わりにして頂けませんかぁ」

　泣きそうな声で言うチェスカの耳と尻しつ尾ぽは、力無くしなだれていた。

「あー。はいはい。ごめんね。了りよう解かい。もう言わないよ」

　ラムはにこにことしながら、チェスカの頭を撫なでる。セロだけが置いてけぼりだった。

「なんなんだよ、一体……」

「まあまあ、いいからいいから。それじゃ改めて一緒に魔道具屋巡めぐりを――」

「んだよ、騒さわがしいと思ったら支援科の奴じゃねえか」

　その時、悪意のある声が、ラムの言葉を遮さえぎった。彼女の背後にいつの間にか、四人の男女が立っている。

「……うげっ」

　振り返ったラムが、道みち端ばたで汚お物ぶつを目にしてしまった時のような顔をした。

「知ってる奴か」

　セロの質問にラムは、そのこと自体を認めたくないという意思を匂におわせながらも頷うなずく。

「……攻こう撃げき魔ま法ほう科の生徒だよ」

　集団の内、一番柄がらの悪そうな男子生徒が口元を歪ゆがませながら言った。

「こんなところで何をしている。もしかして下らない魔道具の研究か？」

「む。魔道具は下らなくないって、あの時言ったよね!?」

　ラムがはっきりとした怒いかりを示して、男子生徒に食くってかかる。

「聞いてよ、セロセロ、こいつら少し前にわたしが学校で試ためしに魔道具の設計図を描かいてたら絡からんできてさ。そんなどうでもいいものによく熱中できるな、だから支援魔法科はいつまで経たっても攻撃魔法科に比べて地位が低いんだとか、そんなこと言うんだよ!?」

　セロに説明するラムに対して、男子生徒がにやにやと口元を歪める。

「だって実際、どうでもいいじゃねえか。あんなもん、魔法の使えない一いつ般ぱん人じんか、魔力の弱い魔導士が縋すがるだけの道具だろ。そんなものを作っている錬金魔導士も下らねえ」

「随ずい分ぶんな言いようだな」

　セロの発言に、集団の視線が一気に集まってくる。

「確かに今はそうかもしれないが、将来的に魔道具は大きく発展を見込める分野だ。この先、魔法を使えない者が魔道具で魔導士に勝つという未来が来るかもしれないぞ」

　実際、セロが改良した錬金魔法によって、そういう時代は訪おとずれたのである。

　が、彼かれらは顔を見合わせ――次の瞬しゆん間かん、けたたましい笑い声を上げ始めた。

「おい、聞いたか、一般人が魔ま道どう具ぐで魔導士に勝つってよ」

「そんなもの、お前ら支し援えん魔導士以外はありえないだろ」

「冗じよう談だんはやめてよね。お腹なか痛くなってくるじゃない」

　まあ、今はまだそういう認にん識しきになるのも無理はない。セロがそう思っていると、

「ちょっと、セロセロに失礼じゃない！　謝あやまってよ！」

　ラムが眉を吊つり上げ、連中に指を突つきつけた。

「本当にそんな時代が来るかもしれないじゃん！　そうやってこの間だって錬金魔法をしつこく馬ば鹿かにしてさ！」

「はっ。来るわけねえだろ。夢物語もいい加減にしろよ」

　話にならないとばかりに鼻を鳴らした男子生徒に、ラムは頬を膨ふくらませ、今にも飛びかかっていきそうなほど興奮し始める。

「――へえ。じゃあ、試してみるか？」

　だがセロが口にした言葉に、彼女はきょとんとして振り向いた。男子生徒達もまた、一様に怪け訝げんな顔を作る。

「知ってるかどうかは分からんが、オレはセロ＝ルーフィードだ。来週末の安息日に、攻こう撃げき魔法科二年のレイア＝フランミストと星決斗をすることになっている」

「なっ――お、お前があの!?」

　セロの名は相当広がっていたようだ。彼らは青ざめてそれぞれ話し始める。

「セロってあれでしょ、入学早々に二つ名の攻撃魔導士を倒したっていう」

「ああ。正体不明の支援魔法科の新入生だ……」

「ええ、そうです。とてもお強いんですよ」

　セロの隣となりに居たチェスカが、なぜか我が事のように大きな胸を張った。

「お前達が魔道具で攻撃魔導士を倒せないっていうのなら、そうじゃないことを証明してやろう。レイアとの星決斗――オレは、魔道具を中心にして戦い、勝利する」

「ええええ!?　セ、セロさん!?　何を仰おつしやっているんですか!?」

　だがセロの言葉に、チェスカはすぐに、度ど胆ぎもを抜ぬかれたような顔で見て来た。

「加えて言うなら、その魔道具の設計図は、ラムが描く」

「ちょ、ちょ、ちょっと!?　セロセロ!?」

　続いた条件の提示に、今度はラムが仰ぎよう天てんする番である。

「ほ、本気で言ってんのか、てめえ」

　絡んできた男子生徒達も、ありえないことを平然と口にしたセロに、馬鹿にすることを通り越こして不気味なものを感じているようだった。

「ああ。お前達に見せてやるよ。魔道具の可能性ってやつをな」

「も、もし負けたらどうするのよ!?」

「その時はお前らの使いっ走りにでもなってやる。存分にこき使え」

　セロが余よ裕ゆうを崩くずさず言い放つと、彼らは互いに視線を交かわし――やがて一人が代表するように告げた。

「ふん、面おも白しろいじゃねえか。分かった。やれるもんなら、やってみな！」

　そして再び揃って不ふ愉ゆ快かいな笑い声を上げると、去っていく。

「セ、セロさん、あんなことを約束して大丈夫なのですか……？」

「そうだよ。しかもわたしが設計図を描くとか！　相手はあの、蒼の派閥のレイアさんなんだよね。わたしみたいな奴やつの魔道具じゃ勝てないよ！」

　チェスカとラム、それぞれから不安そうな面おも差ざしを向けられるも、

「問題ないさ。ラムには才能がある。オレが助言をすれば何とかなるさ」

　セロは確定した未来を口にする気持ちで答えた。

「それに出来上がった設計図を課題で出せば、お前を侮あなどった教師の鼻を明かしてやれるぞ」

「そ、そうかもしれないけどさ。セロセロ、結構な無む茶ちやするよねー……」

「そうなんですよ、ラムさん。セロさんは本当に、こちらの想定外の行動をされます」

　呆あきれ半分、感心半分といった風にチェスカが零こぼすと、ラムは腕うでを組んで、何度か頷いた。

「うんうん。こういう人を彼かれ氏しにすると色々大変そうだね、頑がん張ばって、チーたん」

「ええ、全く、何が起こるか予想がつきませんから――って！　だから！　ラムさん！」

　言っている途中で顔を真っ赤にすると、チェスカはラムに抱きついた。

「冗談は置いておいて、だ。とはいえ時間が十分にあるわけじゃない」

「じょ、冗談って言われました……」

「これからだねチーたん」

「なんだ、どうかしたか」

　セロが片眉を上げると二人は揃って首を横に振る。

「……まあいいか。これから予定を変へん更こうして話をしたいが、ラム、時間はあるか」

「うん、大丈夫」

「ならオレに少し付き合え。長くなるかもしれないからな」

「あの、セロさん、わたくしも宜よろしいでしょうか？　専門分野外ではありますが、課題について参考に出来るかもしれませんし」

　おずおずとチェスカが手を上げるのを、セロは鷹おう揚ようと受け入れる。

「ああ。勉強熱心なのはいいことだ。なら三人で行こう」

　踵きびすを返すとセロは、二人を先導する為に歩き始めた。




　商店の並ぶ通りから離れてしばらく。静けさが漂ただよう住宅街。中の一つ、立派な造りをした家屋を前に、セロは何度か扉を叩くと――やがて、荒あらい足音と共に誰だれかが近付いてきた。

　間もなく、外れんばかりの勢いで扉が開かれる。

「待ち侘わびていました、セロ様！」

　輝かがやかしい笑顔をしたフィオナが出で迎むかえた。

「さ、さぁ、昼食を始まりに、二人きり、私と貴方で、平へい凡ぼんですが豊かで幸せな日々を送りましょう！」

　跪ひざまずくと、フィオナは頬を赤らめながら続ける。

「それでは早速ですが、用意していたことを……そ、その。お帰りなさいませ、セロ様。湯ゆ浴あみにしますか？　あるいは先に食事？　そ、それとも、いえ、そんな、そっちはまだ早いというかさすがに生き急ぎ過ぎと言いますか、でも……！」

「いやまだ昼だし湯浴みは早い。というか、あの、フィオナ、悪いんだが」

「は、はい!?　何でしょう!?　何でも言って下さい、セロ様！」

「――この二人と話がしたいんだが、入れてもらえるか？」

　セロが身を引いて、後ろに居たチェスカとラムを紹しよう介かいする。

「…………はい？」

　途と端たんに、フィオナの恍こう惚こつとしたような表情が完全に固まった。

「ど、どうも、宜しくお願いします。……どうして副学園長がいるのですか？　セロさん」

「んん？　なんか、いつもの副学園長と違ちがう気がするけど」

　チェスカ達が挨あい拶さつするが、フィオナは反応しない。

　だがやがて、ぎこちない動きで、少しずつ、セロを見上げてきた。

「あー……ちょっと色々あってな。ラムに魔道具についての助言をしようかと思ったんだ」

　セロは先ほどあったことを簡単にフィオナへ伝えた。

「……というわけでな。レイアとの星決斗にラムの設計した魔道具を使うって決めたんだ。その為の話し合いだ。ダメか？」

「い、いえ、あの、それは構いません。構いません、けど……なにも初日にしなくても！　セロ様と私の大事な初日なのに!?」

「大事な初日……？　よく分からんが、すまん」

「……いえ、セロ様の為であるなら」

　フィオナはふらふらと立ち上がって、力のない顔と声で言った。

「チェスカ＝シャイネティ、ラム＝アトミスク、どうぞゆっくりしていってね」

「あ、ありがとうございます。……セロさん、どうして副学園長の家で暮らしておられるのですか？」

「しかもセロ様とか言ってたし。淫いん靡びな響きがしますなぁ」

「しない。事情があるんだよ。まあ、気にするな」

　断りを入れてから、セロはチェスカ達たちを先に家に入れてやった。

　彼かの女じよ達の後ろを、フィオナは糸が切れかけた操あやつり人にん形ぎようのような足取りで、ついていく。

「本当に悪いな、フィオナ。彼女達の昼食代なんかはオレが払はらうから」

「いえ……気になさらず……私の期待とわくわくと夢と希望なんて些さ細さいな問題ですので……。そう、本当に些細な……フフ……フフフフ……」

　何やら酷ひどく落らく胆たんしている様子のフィオナに眉を顰めつつ、セロも居間へと向かう。

　その後、チェスカ達も手伝ってフィオナから昼食をご馳ち走そうになった後――改めて、魔道具製作についての会議を行うことにした。が、その前にチェスカが尋たずねてくる。

「あ、あの……セロさんと副学園長はどのような関係なのでしょう？　もしかして、恋こい人びと、とか？　ち、違いますよね？　先生と生徒が、なんて、そんな……」

　立場的な問題は別として――副学園長と生徒では相当年ねん齢れいに開きがあるものの、元々エルフ族は長命だ。時間の感覚がセロ達とはまるで違っている。よって彼らはその辺りを気にすることなく、かなりの年下でも恋れん愛あい関係を結んだり、あるいは法的に許されるのであれば結けつ婚こんしたりすることもあった。故にチェスカがそうした疑ぎ惑わくをもつのもおかしくはない。

「なんだ、やけに食い下がるな。そこまで気になるか？」

「もちろん気になりますよ！……あ、いえ、違います。そういうわけでは」

　思わずといった感じで机を強く叩いたチェスカは、咳せき払ばらいして顔を背そむけた。

「いやぁ、そりゃまあねえ。気になる男の子が年上の、それもとびきりの美人と同居してたら、女の子としてはやきもきしてたまらんよ。ねえ、チーたん」

「ラムさん！　だからやめてくださいって再三申し上げていますのに！」

　首まで真っ赤に染めたチェスカがラムに叫さけぶが、彼女は素知らぬ顔で口笛を吹ふく。

「待って。もしかしてチェスカ＝シャイネティはセロ様のことを……」

　重大な結論に至ったという雰ふん囲い気きで、フィオナは顔を強こわ張ばらせた。

「そうなんですよ、副学園長。だからここは一つ、チーたんの為にセロセロとは何でもないのだと言って頂けると非常に助かるのですが、えへへへ」

　ラムが揉もみ手でをして下衆な表情を浮うかべると、フィオナは息をつく。

「そういうこと。では、そうね。なら、チェスカ＝シャイネティには言っておこうかしら」

　顎あごを反らし、無む理り矢や理り見下ろすようにして、フィオナははっきりと口にした。

「私はセロくんとは――とても親密な関係よ」

「えええええええ!?」

「爆ばく弾だん発言キタコレ」

　チェスカが椅子ごと後ろに仰のけ反ぞり、ラムは楽しくなってきたとばかりに笑えみを深める。

「それはもう深く、長く……魂たましいまで共にしたのです」

　一緒に転生しただけだろ、とはさすがに言えないセロだった。どうにも妙な流れである。

「つ、つまり、お付き合いしているということですか!?」

「職業倫りん理り的てきにいいの、それ！」

「さぁ、どうかしら。ご想像にお任せするわ」

　机に片かた肘ひじをつき、頬に手を添そえると、フィオナは嫣えん然ぜんと微笑ほほえんだ。

「お、大人の余裕。大人の余裕だよチーたん、どうする!?」

「ど、どうするって、わた、わた、わたくしはべべべべ別に、どどどどど、どうもしなしなしな、しなしなしな……」

「言語中ちゆう枢すうが麻ま痺ひするくらいに動揺している……」

　沸ふつ騰とうしそうなほど顔を真っ赤に染めたチェスカは、そのまま突っ伏ぷす。

「……そんな……副学園長は魔ま法ほうの才にも優すぐれた、類まれなる美び貌ぼうの持ち主。そんな方を相手にわたくしが……いえ、別に競せり合おうとかそういうことではなく、そもそもわたくしはセロさんをどうとも……ああ、でも、そのはずなのに、なんですか、この苦しさは……！」

　胸を押おさえ、何やら葛かつ藤とうしているチェスカ。そんな彼女に対し、

「しっかりして、チーたん！　顔を上げて戦うんだよ！　それが乙おと女めの使命なのだから！」

　などと、ラムが訳の分からない慰なぐさめ方かたをしていた。そろそろ延々と続きそうな気がしてきたので、セロは口を開く。

「誤解があるようだから言っておくが、副学園長はオレにとって家族のようなものだ。そういう意味の深い関係だ。色々あって、二人きりの時はオレを尊そん称しようで呼んではいるが」

「え、そ、そうなんですか!?　では異性としてのお付き合いは……!?」

「特にない」

　セロが答えるとチェスカは救われたような顔になった。

「副学園長、嘘うそついちゃダメじゃん」

「……別に恋人ではあるとは言ってないわ」

　ラムの指し摘てきに、フィオナは気まずそうに視線を逸そらした。

「そ、そうだ。お茶を淹れてきましょう。では私はこれで」

　更さらには逃げるようにして台所へと向かう。ようにしてというか逃げたのだろう、とセロは判断した。なぜ無用に場を混乱させるようなややこしい真ま似ねを、と思ったが今は置いておくことにする。

「学園に入って寮に入ることを考えたところ、昔から世話になっている副学園長……フィオナが自分の家に来いと言ってくれてな。集団生活が苦手なこともあって、有あり難がたく居い候そうろうすることにした」

「そういう御ご事じ情じようでしたか。親切ですね、副学園長！」

　信じ切った顔のチェスカに多少の罪悪感を覚えつつ、セロは頷いた。

「さて、本題だ。錬金は【混こん合ごう統とう一いつ帯たい】という魔ま力りよくによる場を作り、そこに二つ以上の素材となるものを入れて全く別の物を生み出す魔法だ」

　セロは言って、魔力を発動させた。机に手を翳かざし念じると、紫むらさき色いろの光の粒つぶが集まり、頼りなげな霧きりのようなものを作り出す。

「これが混合統一帯だ。ここに素材を入れ、作りたいものを正確に思おもい描く」

　セロは鞄かばんに手を入れると、深緑色の葉っぱとねばっこい繭まゆに似たものを取り出した。ここへ来る前に魔道具の材料を売る店で購入したものだ。それらを混合統一帯に入れ、意識を先せん鋭えい化させると――光が瞬またたき、透すき通るような緑色の、粘ねん性せいのある液体が出来上がった。

「セロくん、これを」

　お茶をもってきたフィオナが、セロ達の前にカップを置いた後で、棚たなから空あき瓶びんをとって渡わたしてくる。助かる、と礼を言ってセロが瓶を置いて、手を振ふると、液体が移動して瓶の中へと注ぎ込まれた。

「これで出来上がりだ。ポーション。飲んだ者の傷を癒いやす魔道具だな」

「す、すごいですね。まるで何百回とやってきたことを実行しているようでした」

　実際に何百、何千とやってきたことだからな、とチェスカに対して、セロは胸中で呟つぶやく。

「それに見てよ、チーたん。これ、すごく綺き麗れいな色をしてる。普ふ通つうよりずっと優れたポーションだよ、多分」

　興味を惹ひかれたように瓶の中身を見るラム。さすがに魔道具屋の娘むすめだけあって審しん美び眼がんは確かなもののようだ。

　錬金魔法は一度に注ぎ込む魔力の速度やその総量の調整で効果が劇的に変わり、それは色によって判別できる。優れた錬金魔導士が作るポーションは、どれだけ重じゆう傷しようを負った者でも瞬しゆん時じに快かい癒ゆさせることが出来た。

「ポーションなんかの簡単なものはこうやってすぐに作ることが出来る。だが慣れていない者、もしくは構造が複雑な魔道具は、設計図を作ることで仕組みを徹てつ底てい的てきに頭へ叩たたきこむことが肝かん要ようになる。人間、頭で考えているだけでは細かいところが曖あい昧まいになるからな。一度、きちんとした形にすることでそういった部分の設定が出来るというわけだ」
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　続けてセロは、設計図を描く上で重要とされる部分を解説した。

　素材の選び方、望む効果から逆算する機構の捉とらえ方、実際に使用した場合における危険性の推察法など――いずれもなるべく噛み砕くだいたつもりだが、新入生にとってはやや難解だったかもしれない。何しろセロが言っているのは、以前教師がした授業のかなり先をいったものだからだ。

　だがラムもチェスカも真しん剣けんな顔をして聞き入り、鞄から出した紙に細かく内容を書いていった。理解できるかどうかは後で考える、今はとにかく情報を仕入れておきたい。そうした学生特有の貪どん欲よくな知識欲は、セロにとって好ましいものだった。昔の自分もそうだったからだ。

「……という感じだ。全すべてを記き憶おくし、実行するのは大変かもしれないが、少しでも身につけていれば設計図の出来も格段に上がる」

「は、はい。そうですね。大変、勉強になりました！」

　チェスカが昂こう揚ようしているかのように、ペンを握にぎりしめる。

「チェスカはまあ、元々が専門外だ。教科書に載のっている魔道具を、自分なりの解かい釈しやくを入れた上で設計図として起こせばいい。が、ラム、お前は別だ。独自性のある魔道具を造れ。そうしなければレイアには勝てないだろう」

「また無む茶ちや振ぶりするなぁ……魔道具を使って勝つって言ったのはセロセロなのに」

「だが面白いぞ。誰も見たことのない魔道具で、攻撃魔法科の連中を驚おどろかせるというのは」

「……確かにそうだね。うん。それは絶対に面白い」

　現場を想像したのか、先程まで難しい顔をしていたラムはにやりと笑う。

　前ぜん代だい未み聞もんの事態に怯おびえて足を竦すくませるか、思い切って飛べるか。

　つまるところ才能とはそうした違いでもあるのだとセロは考えていた。それを踏ふまえるとラムにはやはり、錬金魔法の才があるのだろう。

「なんでもいい、思うままに設計図を描いてオレに見せてみろ。いけそうならそれでやる」

「でもわたしがいくら設計図を描いて、それが実じつ践せんできそうだとしても、誰も造れないなら意味なくない？」

「オレなら造れる。安心しろ」

「……物もの凄すごい自信だなぁ」

「私もセロくんなら出来ると思うわ。ラム、あなたは何も心配せずにやればいいのよ」

　フィオナが香こう茶ちやを口にしながら言うと、ラムは目を瞬かせた。

「すごく信しん頼らいしてるんですね、セロセロのこと。家族だから？」

「……まあ、そうね」

「へえー。ふーん。それだけかなぁ」

「そ、それだけなんですか？」

　ラムだけでなくチェスカまで追及してきたのを、フィオナは「さあ？」とからかうように受け流した。

「でもさぁ、魔道具と一口に言っても色々あるよね。戦いに役立つとなれば相手を害するものが主になるけど。直接的に攻こう撃げきするやつもそうだけど、後は毒を与あたえるとか、神経を麻痺させるとか……」

「わたくし、魔道具はあまり詳くわしくないのですが……攻撃魔導士を相手にする場合、何を造れば良いのでしょう」

　ラムが考え深げに腕を組むのに、チェスカが顎に指先を当て小首を傾かしげる。

「魔法を一時的に無効化するとか、そういうやつもあるけど、レイアさん相手だと通じるかどうかは疑問だね」

「ああ。あれは魔力の弱い魔導士ならともかく、派閥の長になるほどの実力があるレイアに対しては難しいだろうな」

　少なくとも今の時代では、という話だが。魔道具屋をざっと眺ながめ、セロはこの世界の魔道具についての発展度をある程度、把は握あくしていた。

「ま――その辺りを踏まえて、やってみろ！」

「放ほうり投なげた！……うう。まあ、うん、やってみるよ。すごいものを作って、攻撃魔法科に目に物見せてやる！」

　ラムは何かを振り切るように、立ち上がって声を上げた。

「このラムさんの魔道具魂を嘗なめるなよ、このやろ――っ！」




　前向きに足を踏み出したラムは、週明け早々に設計図を持ってきた。

「はい出来たよ、セロセロ！　見てこれ！」

　授業前の教室で自信満々で出してきた彼女の設計図を一見し、セロは答える。

「これは――二つで一つの魔道具……？」

「そう！　ほら、魔道具って強力なものでも、それぞれに長所と短所があるでしょ？　だったら互いにそれを補うようなやつが出来ればいいなって思って！」

　セロは複雑に描きこまれた紙を眺め「……なるほど」と低く唸うなった。

「ダ、ダメかな？　良い案だと思ったんだけど」

　かんばしくない反応だと思ったのか、ラムは急に顔を曇くもらせる。が、

「――いや。大したものだ」

　セロは設計図を軽く叩いて言った。

「ありそうでなかった構想だな。弱点を克こく服ふくするのではなく、くっつけることで補完し合うというわけか。確かに斬ざん新しんだ！」

　世辞ではない。予想以上の成果を見せられて、久方ぶりに感かん嘆たんしていた。

「本当！　やったぁ！　じゃあ、これでレイアさんとの星決斗もばっちりだよね!?」

「いや無理だな」

「ええええええ!?　持ち上げといて!?」

　喜色満面といった様子が一変、シュンとして項うな垂だれるラムにセロは手を振る。

「考え方としては素す晴ばらしいがこれじゃ上う手まく作動しない。この魔道具は【風ふう道どう杖じよう】と【炸さく裂れつ魔ま弾だん】を組み合わせたものだが――」

　風道杖とは、名の通り杖つえ状じようの道具にわずかな魔力を通すことで、先せん端たんから衝しよう撃げき波はを発生させるものだ。炸裂魔弾とは対象の魔力を感知して内部の火薬を爆ばく発はつさせる道具である。

「う、うん。ほら、炸裂魔弾って威い力りよくが滅め茶ちや苦く茶ちや凄すごくて、魔力の強さによっては魔導士の防ぼう御ぎよ結界ですら破って一発で倒たおすことが出来るじゃない？　でも、装そう甲こう強度がそこまで高くないから、優ゆう秀しゆうな攻撃魔導士相手だと、当たる前に破は壊かいされちゃうでしょ」

「その通りだ。かといってもっと強度のある材料を使えば、今度は魔力を感知しなくなる」

「うん。だから、風道杖の先に炸裂魔弾をくっつけて、発動と同時に相手が視し認にんできない速度で投げられればと思って」

「それ自体はいい。だが、これでは風道杖を使った瞬間に炸裂魔弾が爆発する」

「そこは炸裂魔弾の方を改良して、一定魔力量以上にしか反応しないようにすれば……」

　ラムの言いたいことは分かる。が、セロは首を横に振った。

「その辺りの見み極きわめを正確に性能として組み込めるなら、問題ないんだけどな」

「うっ……！　えと、まあ、難しいかも、しれないけど……」

「少なくとも、この設計図じゃ無理だろう。万が一のことを考えると、危険過ぎて使うことが出来ない」

「ぬううううう。分かったよ！　くそう！　やってやるー！」

　セロの酷こく評ひようにもめげずにラムは気合を入れて去っていった。――しかし。

「これでどうだ！」

「没ぼつ」

　何枚描いても。

「これならどうすかね!?」

「ダメだ」

　何十枚描いても――。

「ならばこうだーっ!!」

「まったくもってダメ過ぎる」

　ラムの設計図はセロのお眼鏡に敵かなうものではなかった。

「さ、さぁ、これならー！」

「まだ合格点はやれないな」

　星決斗が四日後に迫せまった放課後。十数回目の挑ちよう戦せんに対し、セロがにべもなく言うと、ラムは力ちから尽つきたように机に額を打ち付けた。

「……う、ううう。もうやだぁ……」

「ダ、ダメですよ、諦あきらめては！　ラムさんなら出来ます！」

　彼女が設計図をセロに提出する度、付き合っていたチェスカが励はげますが、

「……根こん拠きよは？」

「え!?……今日の夢で見た、とか？」

　とかってなんだ。訊きいてどうする。

　セロが心の中で突っ込むとラムも同じことを思ったのか、

「ああああああああああああああああ無理だあああああああああああああ！」

　絶ぜつ叫きようすると床ゆかに倒れ、そのままゴロゴロと転がり始める。

「うう……無理だよ、無理なんだよ。今までにない魔道具の設計図なんて。だってわたし、まだ新入生だよ？　実際に魔道具を造ったこともないのに！」

「で、でも、セロさんはラムさんなら出来るって思ったから託たくしてくれたんですよ。あなたには才能があるんです！」

「でもさぁ、どれだけ考えて、頑張って、これならって思って出してもセロセロ、滅め茶ちや苦く茶ちや的確に批判してくるし……。反論できないのが悔くやしいっていうか、だから今まで頑張ってたんだけどそろそろ限界……うう、無理、わたしには無理なの。お父さんごめん、ふがいない娘でほんとすんません……出来損そこないの跡あと取とりでごめんなさぁい……」

　そのまま、ひとしきりぶつぶつと自分を貶おとしめ続けるラム。

　セロはそんな彼女を、黙だまったまま見つめていたが――やがて一言だけ、口にする。

「言い訳は、終わったか？」

　机に片肘をつくセロに対し、ラムは顔を上げた。

　涙なみだでぐしゃぐしゃになった彼女の様を見ながら、セロは更に続ける。

「そうだ。オレはお前には才能があると言ったが、現状は本当に出来損ないかもしれない。ポンコツかもしれない。ヘタレかもしれない役立たずかもしれないど底辺かもしれないどうしようもない落第生で救いようなどまるでないかも、しれない」

「そこまでは言ってないし!!」

「だがそれは、人より報むくわれることが遅おそいということの証明になっても、お前に能力がないことの証明にはならん。十回やってダメなら百回やるんだ。百回やってもダメなら千回やる。それでもダメなら出来るまでやり続けるしかない。いいかラム、お前の才能を決めるのはオレでもなければチェスカでもなく、この学園の教師でもなければあの攻撃魔法科のろくでなし連中でもない。お前自身なんだ」

　チェスカが机の上に置いた布をとって席を離はなれ、ラムの前に跪くと、セロは彼女の顔を流れる涙を拭ぬぐった。

「オレだってそうだった。最初は魔力も弱く、ろくに魔法も使えないから、周りに能無し扱あつかいされていたんだ。魔導士を目指すのはやめるべきだと言われたこともある。だが、諦めたくなかった。だから自分の目指すべき道をしっかりと考え、見定め、努力したんだ」

「……セロセロも、苦労したんだ」

「当たり前だ。最初から何でもかんでも出来る奴なんて、滅めつ多たに居ない」

　セロが笑うと、傍そばに居たチェスカもまた口元を緩ゆるめた。

「そうして、今のセロさんが在るんですね。とても素晴らしいと思います」

「ありがとう。……なあ、ラム、才能がないと決まるのは、いつだって自分が諦めた時だ。逆にそうしなければ、誰にも何も言えん」

　セロの言葉に、ラムはそれでも迷うように少し下を向いた。

「で……でも、そうやって、死ぬまで上手くいかなかったらどうするの？」

「それは死ぬ前にお前が報われなかったというだけだ。不幸だが、才能がないということにはならん」

「ええええええ。そんなの才能がないのと一いつ緒しよだし……」

「一緒じゃない。十年先に怯えて二の足を踏む奴に――明日のことなんて、変えられん。オレは、そう言ってるんだ」

　セロが強く言うと、ラムは瞠どう目もくした。

　その瞳ひとみに宿っていた暗い影かげは、底知れぬほどに深い。

　やがて彼女は俯うつむき、黙り込んだ。

　一見すると、これまでのように自身の不出来を嘆なげく為ための間であるように見えた。

（……だが、違う）

　セロは信じる。先ほどまでのラムと、今の彼女は、同じではないと。

「……そう、だね」

　それを証明するかのように。

　しばらくしてから再び顔を上げたラムの表情は――先さき程ほどとはわずかに変わっていた。

「そうかも、しれない。いや、きっとそうだよ。セロセロだって頑張ったんだから、わたしだってやらなきゃ」

　セロは知っている。それが、諦てい観かんを乗り越えた者の相そう貌ぼうだと。

　無む駄だかもしれない。結局は時間を投げ捨てるだけになってしまうかもしれない。そう思いつつも。だけどもう一度だけ、もう一度だけ、やれるところまでやってみよう。そんな風に決意して、再び立ち止まった道を歩もうとしているのだ。

　自分もそうだった。何度も何度も失敗し、それでも前を向きがむしゃらに歯を食いしばってやり続け、一歩ずつ進んできたのだ。

「いいぞ、ラム。お前がそうするっていうなら、オレは何ど処こまででも付き合う。お前の道はお前だけのものだが――隣となり合うことくらいは、出来るんだからな」

「う、うん、ありがと、セロセロ！　わたし、もう一回、やってみるっ!!」

　ラムは深く頷うなずいて、立ち上がると、拳を高く突き上げた。

　が――すぐに、獣けもののように唸り始める。

「……でも差し当たって、どうしようかな。炸裂魔ま弾だんが感知出来ないくらいに注入魔力量を絞しぼったら、今度は風道杖が機能しなくなるし。かといって炸裂魔弾の感知能力を鈍にぶらせたら、今度は相手の魔力に反応しなくなる可能性が出てくる」

「上手くいかないものですね……魔道具というのも奥おくが深いです」

　チェスカもまた悩なやむように耳を揺ゆらす。セロもまた考え込みながら呟いた。

「そうだな――現状の問題は、風道杖を発動する瞬しゆん間かんなんだ。そこだけなんとか出来れば、後は衝撃波に乗った炸裂魔弾が飛びだす。風道杖を使う時だけ、炸裂魔弾が魔力を感知しないように出来ればいいんだが」

「でもセロさん、そんな都合の良い仕組みは――」

　と、チェスカが声をかけて来た、直後。

「……それだ」

　呆ぼう然ぜんとしたように言うと、ラムはぽつりと漏もらした。

　次し第だいに先程の厳いかめしい顔は変化し、輝くような笑え顔がおになる。

「それだよ!!　セロセロ!!　さすがだ！　そうだよ、要はそれだけのことだったんだ！　よし、これなら出来るっ！」

　ラムは一人で盛り上がると立ち上がり、踵を返した。

「ありがとう！　無事に完成できそうだよ!!」

「お、おい、ラム!?」

　セロの呼びかけが聞こえていないように、ラムは猛もう速そく度どで教室を出て行ったのだった。

「……どうされたんでしょう、ラムさん」

　しばし呆れていたセロはしかし、チェスカに対して口こう端たんを上げた。

「分からん。が――あれは、一歩進んだ奴の顔だったな」

　それから二日が過ぎても、ラムはセロの下にやってこないどころか、学校すら休んでいた。だが、その日の授業が終わった後。突とつ然ぜん、教室の扉とびらが開いて彼女は現れる。

「セロセロ！　出来た！　見て!!」

　ろくに寝ねていないのか憔しよう悴すいしきった顔で、設計図を差し出してくるラム。

　セロは、傍にいたチェスカと顔を見合わせて――わずかに頷くと、それを受け取った。

　しばらくの間、びっしりと描きこまれた内容を読み込んでいく。そして。

「……これは……」

　夕日の差し込む教室で、セロは瞬きをすると、ラムに対して告げた。

「合格だな」

「っ！　あー！　またダメかー！　くそーっ！」

　沙さ汰たを待つ罪人のような面おも持もちで待機していたラムは、瞬しゆん間かん的てきに天てん井じようを仰あおいだ。

「今度はいけると思ったんだけどなー！　また合格か！　今度はどこがダメだったのかなぁ……ん？　合格？　え？」

「ラムさん！　合格ですよ！　認められたんです！」

　きょとんとしていたラムに、チェスカが意気込んで言う。

「うそ。え。合格？　本当に？」

　未いまだ現実を受け入れていないラムに、セロは笑みと共に告げた。

「ああ。良くやった！　非常に興味深い魔ま道どう具ぐ設計だ。確かに今までにないものだな」

　この世界どころか、セロの時代にもなかったものだった。これを生み出したラムの才能は、まさしく称しよう賛さんに値するものだ。

（彼女のような生徒が未来の支し援えん魔法を作る。……素晴らしいことだな）

　そうして自分にも強い影えい響きようを与えてくれるのだろう。セロは気持ちが沸わき立つのを感じた。

「や……やったあああああああああああ！　やったよチーたんっ!!」

「ええ、わたくしも嬉うれしいです！　やりましたね、ラムさん！」

　ラムとチェスカは抱だき合って、互たがいに跳とび跳はね続けた。

　チェスカの尻しつ尾ぽも、千切れんばかりに振られている。

「オレの言葉をこういう形で実現するとはな。驚いたぞ。まさか――道具の形そのものを変えてくるとはな！」

　セロが設計図を指差すと、ラムも興奮したように何度も頷いた。

「そうなんだよ！　風道杖の性能はそのままに、外観だけ変更して、内部に炸裂魔弾を取り込んだの。そうすることで相手は攻撃が発動する瞬間を見極められないし！」

「ああ。更には風道状そのものを改造することで、内蔵された炸裂魔弾に直接効果を及およぼすことに成功した。しかも、こんな方法で目的である『使う時だけ魔力を感知しない』ってことを実現させるとはな……！」

「ね。前にセロセロに見せた設計図も活いかせたんだよ！」

「大した奴やつだよお前は！　これは画期的な魔道具だ……！」

　ラムと同じようにセロも昂揚してくる。

「だが具体的に構造として落とし込む時、どういう思考過程を踏んだ？」

「それはね！　大変だったんだけど、各魔道具の詳しよう細さいを一いつ旦たん、バラして考えるとね――！」

　二人で盛り上がっていると、セロは服を軽く引かれた。視線を移すと、チェスカが何やらしょんぼりとしていて、耳と尻尾も垂れている。

「どうした、何かあったか、チェスカ」

「い、いえ。あの。なんていうか。お二人とも楽しそうで……」

　ごにょごにょと、消え入るような声で言うチェスカに、ラムは手を振った。

「あー、ごめん、ごめん！　チーたんのこと置いてけぼりだった。大だい丈じよう夫ぶだよ、セロセロのこと、とったりしないから！」

「そ、そういうことではなくてですね!?　す、少しだけ寂さびしいなって、それだけで！」

　慌あわてて顔を赤くするチェスカを、ラムは「チーたん！」と抱き締しめる。

「ふふふふ。愛うい奴め……って、ああ、そういえば!?」

　が、そこで重大なことに気付いたという顔でセロを見て来た。

「不ま味ずい。セロセロ、わたし、魔道具の中身ばかりで製作のことまで頭が回ってなかった。星決斗まで後一日くらいしか猶ゆう予よがないのに、そんな短期間でこの魔道具を造るなんて！　いや、そもそもこれ、本当に造れる人居るのかな!?　前にセロセロに言われた設計図より、もっと技術が要いると思うけど……」

「そのことか。大丈夫だ。間に合う」

「え!?　でも、わたしの見る限りその魔道具、出来たとしても造るには一カ月くらいは」

「これなら一日あれば出来るさ。お前は心配せずに休め。ここしばらく、あまり寝てないんだろう」

　設計図を畳たたんでセロが言うと、ラムは初めて気づいたというように、目を瞬かせる。

「そ、そういえば！……出来たと思ったら眠ねむ気けが……ぐぅ」

　間もなく瞼まぶたを閉じると寝ね息いきを立て、チェスカに寄りかかる。

「あ、ああ、ラムさん!?　驚くほど寝つきが良い!?……後で医務室に運んでおきましょう。でもセロさん、その魔ま道どう具ぐを一日で……？」

「うん。星決斗には使えそうだな」

「そ、そうですか。本当にセロさんはすごいですね……」

　感動を噛かみ締めるかのように、チェスカは呟いた。




　ルーフィード学園には、校舎とは別になった建物がある。内部では広々とした場を、一段高い台から、幾いくつも並んだ椅い子すが囲っていた。

　大たい抵ていは魔法の実技授業や練習試合の為に使われるが、ある特別なことを行う為にも使われる。星決斗の勝負だ。挑戦する側が申しん請せいすればルーフィード側が許可を出し、学園公こう認にんの下で魔法の腕うでを競きそい合うのである。

　その日も、安息日だというのに施し設せつ内ないは多くの生徒達たちで賑にぎわっていた。

　彼かれらが席に座すわって熱心に見つめる先には用意された試合場があり、そこにはセロとレイアが立っていた。皆みな、支援魔法科と攻こう撃げき魔法科の星決斗という貴重な機会を見み逃のがすまいと集まってきたのだ。

「逃にげずにやってくるとは、良い度胸しているじゃない。見直したわ」

　レイアは灼しやく熱ねつのような赤い髪かみを払って微笑んだ。

「でも本当にいいの？　この場でやっぱりやめるって言えば許してあげるけど」

「随ずい分ぶんと寛かん容ようじゃないか」

「ま、あなたが尻尾を巻いて逃げ出そうが、鼻っ柱は折れるからね」

「随分と、嫌きらわれたものだな」

「面子メンツの問題よ。攻撃魔法科が支援魔法科に嘗められたままじゃ困るってこと」

　セロの質問に、レイアは居い丈たけ高だかに腕を組み、顎を反らした。

「そうだそうだ！　それにお前のような奴が一人でも居ると、支援魔法科の中にもそれにつられた奴らが現れるかもしれないからな！　見苦しいんだよ！」

　と、そこで、見物客に紛まぎれていたジョアがセロを指差した。すると周囲の者達も同じように野や次じを飛ばしてくる。攻撃魔法科の生徒が多いのだろう。派は閥ばつの長に盾たて突ついた支援魔法科の無様な姿を見るつもりなのかもしれない。

「へえ。じゃあお前達は明日から恐きよう怖ふすることになるな」

　敵意に満ちた中、セロは余よ裕ゆうある口調で言った。

「支し援えん魔法科がやる気になったら攻撃魔法科も敵じゃない。それをこの戦いで証明してやる」

　ざわめきが収まる。観衆達はこぞって、信じられないものでも見るような目でセロのことを見ていた。恐おそらくはここまではっきりと、支援魔法科が攻撃魔法科に啖たん呵かを切ったことはないのだろう。

（それだけ支援魔法科が虐しいたげられてきたというわけか……）

　やはり早さつ急きゆうに解決しなければいけない問題だと、セロは改めて決意した。

「……面おも白しろいこと言うじゃない。じゃあ、あなたは自分だけじゃなく、支援魔法全体が攻撃魔法より優れているって言うわけね？」

　レイアが腕を組み、鷹たかのような鋭するどい目で睨にらみ付けてくる。

「場合によっては、だ。勘かん違ちがいするなよ。攻撃も支援もどっちが上とか下とかはないんだ。すべて平等なんだよ。魔法に貴き賤せんなし――それがオレの信念だ。だがこの学園、そしてお前達は理り不ふ尽じんに支援魔法を差別している。オレはそれを正そうとしているんだ」

「どうかしらね。支援魔法なんて、どこまでいっても攻撃魔法の手伝い程度しか出来ない物だと思うけど」

「可愛かわいがっていたチェスカが支援魔法科に居るのに、よくそんなことが言えるな」

「っ――あ、あの子は関係ないでしょう!?」

　不意を突つかれたようにレイアは顔を赤くし、視線を背けた。

「そ、それに、支援魔法がそうだっていうのは、魔導士の間じゃ常識なんだし……」

「常識なんてものは常に新しい発見によって変えられるものだ。支援魔法の奥おく深ぶかさを知ればそんな口は二度と利けなくなる」

「……へぇ？　それは楽しみね。さて、いつまでもお喋しやべりしてたところで何にもならない。皆も待ち侘わびていることだし、そろそろ始めましょうか？」

　レイアが目配せすると、試合場に立っていたもう一人、審しん査さ役やくの教師が頷いた。

「ではこれより学園の規定に則のつとり星決斗を執とり行う。双そう方ほうとも、校章を手に取って」

　セロが校章を首から取り外すと、レイアもそれに倣ならう。

「では合図で同時に相手の方へ校章を投げること。ぶつかり合い、下に落ちた瞬間から星決斗を開始する」

「……そういうところだけは元の形を踏とう襲しゆうしているんだな」

　セロの居た時代に行われていた、本来の形での星決斗もそうして始まる。

「双方とも構えなさい。ルーフィードの伝統において、互いの死力と、魔法の全てをかけて、今ここに星決斗を開始する。――星よ、運命を導け！」

　教師が声を張り上げると、レイアが腕を振った。セロも校章を勢いよく投げる。

　試合場の中央で二つの星が衝しよう突とつし、絡からみ合いながら、落下した。やがて観客が固かた唾ずを呑んで見守る静せい寂じやくの中――校章が地面へとぶつかり、微かすかな音が、鳴り響ひびく。

「やるわよ、セロ。あなたの実力――見せてもらう！」

　レイアがローブを払はらうと、彼かの女じよの足元から大量の光が噴ふき上がった。

　それは網もう膜まくを焼く強く気高い煌きらめき。見る者を魅み了りようするかのような鮮あざやかな銀。

「へえ。第二位か」

　セロの時代においても学生でここまでの魔力を持つ者はいなかった。彼女がルーフィードで学び続ければいずれは金色――いやそれ以上の、限られた者だけが勝ち得る段階にまで上り詰つめるかもしれなかった。

　レイアと同じくセロもまた魔力を発動させた。全身が紫色の光に包まれる。

　途と端たん、観衆から笑い声が上がった。

「見ろよあれ、紫むらさきだってよ」

「あれでレイア様と戦うの？　二つ名の魔導士を倒したなんていうのも、きっとデマね」

「ホント、さすが支し援えん魔法科って感じ。そんなんだからわたしらと区別されんのよ」

　攻撃魔法科が馬ば鹿かにしたような口調で言ってくる。

「人気者ね、セロ」

　レイアの皮肉に、セロは肩かたを竦めた。

「ああ。まったく困ったもんだ。懐なつかしいよ。昔はいつでもこうだったからな」

　自らを嘲あざけるような言葉を、セロは嫌いやというほど聞いている。

　だから今さら、この程度でたじろぐはずもなかった。

「それに、今は仲間が居る」

　言ってセロが視線を向けると、そこには話を聞いて駆かけ付けたらしき支援科のクラスメイト達と、チェスカ、ラムが居る。

「が、頑がん張ばって下さい、セロさん！」

「支援科の希望の星ー！　やっつけちゃえー！」

　二人の声援に、他の支援魔法科の生徒達も続いた。

　彼らの期待に、セロは手を上げることで応こたえる。

「フン。本当に生意気ね。いいわ。すぐにその達観したような顔、泣かせてあげるから！」

　言ってレイアはセロに向けて手を翳した。

「凍こごえ吹き荒すさぶ魔まの蒼そう霊れい、今我わが意志によって導かれん」

　レイアの周囲を覆おおっていた魔力が、彼女の呪じゆ文もんによって姿を変える。

　同時に辺りの温度が急速に下がり始めた。ローブを身に纏まとって尚なお、セロの素す肌はだに鳥肌が立つ。床に霜しもが降り、試合場が薄うすく凍こおっていく。

「これがお前の魔法か、レイア」

　セロはレイアを守るように廻まわる魔力――それが顕けん現げんさせた、氷の群れを見て言った。

　まるで氷山に激しく吹きつける強きよう烈れつな嵐あらしのようだ。襲おそわれたが最後、一いつ瞬しゆんにして血液まで凍りつかされるかのような迫はく力りよくを漂ただよわせている。

「ええ。私が得意とする属性は【氷】。支援魔法を使う暇ひまもなく、仕留めてあげるわ」

　レイアは口元を弓なりに曲げながら、指を鳴らした。

　氷の群れはレイアの命に従い刹せつ那なで集合すると、鋭く尖とがった巨きよ大だいな塊かたまりと化す。

「さぁ、貫つらぬきなさい。――【氷槍コールランス】！」

　レイアの命に従い――それは凄すさまじい勢いで大気を砕きながら、セロに向かってくる。

「束そく縛ばくせし魔の空動、今我が意志によって導かれん」

　セロが唱える間も、氷槍は速度を落とすこともなく寧むしろ急速に増していき。

　気が付けば目の前に、逃のがれようもない氷の矛ほこ先さきが迫っていた。

　チェスカとラムの悲鳴が上がる。だが、

（良い機会だ。生徒達に支援魔法の可能性を存分に見せつけてやる）

　セロは冷静に唱えた。

「――【飛翔】」

　直後、氷槍は動きを停止する。セロの顔に当たる寸前で、切っ先が完全に固まった。

　レイアが顔を強こわ張ばらせる。彼女の背後にある観客席に居たジョアが立ち上がり、叫さけんだ。

「気を付けて下さい、レイア様！　あれが僕ぼくの話した、あいつの妙みような魔法です！　ああやって止めてから、相手の攻撃魔法を！」

「反転させる」

　セロが手を振ふると、氷槍がその場で方向を変えた。

　レイアへ狙ねらいを定め――再び、動き始める。

「なるほどね。これが飛翔を利用した魔法ってわけ。確かにあなたは普ふ通つうの支し援えん魔導士ではないみたい。でも――砕け、【氷斧クリスアツクス】！」

　レイアが腕を振り払うと、彼女の頭上に美しく煌びやかな巨大な氷の斧が出来上がった。それは空気を切り裂さきながら振り下ろされ、主人に牙きばを剥むいた氷槍を粉々に砕き割る。

（へえ。魔力の変へん換かん速度で言えば以前戦ったリーグより遥はるかに高い。さすがは派閥の長ってわけか）

　魔法を扱う際に、意識によって魔力を望んだ現象へと作り変える行こう為い。これにも人によって差があり、当然だが速ければ速いほど戦いでは有利だ。相手が魔法を構築する前に先手を打てるのだから。リーグは向かい来る魔法を相そう殺さいさせるのが間に合わなかったが、彼女はその点に関しての隙すきはないというところだろう。

「中々やるな。まあ、こっちもあれくらいでやられちゃ困るわけだが」

「困る？　どういうこと？」

「ちょっと約束をしててな。今回、お前を直接的に倒すのはそこのラムが設計図を描かいた魔道具だ。他の支援魔法はあくまでもその助けに使うに留とどめる」

　セロが指差すと、観衆の注目が一いつ斉せいにラムへと集まった。彼女は親指を突き出して、どうだ見たかとばかりに周りへ主張する。

「……ちょっと待ちなさいよ。魔道具であたしを倒す？　しかもそこの、支援魔法科の、まだろくに錬金魔法だって扱えないだろう一年生が描いた設計図で？……あなた、ひょっとしてあたしをからかっているの？」

　レイアの額に青筋が浮うかんだ。

「いいや、大おお真ま面じ目めさ。ラムの能力は確かなものだ。おかげで予想以上に良い魔道具が作れた。機会を窺うかがう必要はあるが――ここだと思ったら、そいつを使う」
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「ふざけないで！　魔道具なんて魔法を使えない奴か、魔力の弱い魔導士が頼たよるものよ。そんなもの、あたしに通じるわけがない！」

「そう思うんなら試ためしてみるんだな。お前の得意な攻撃魔法でも、どんどん使えばいい」

「上等よ。後こう悔かいしても、遅いわよ!?――【氷群鋭クードランズ】！」

　氷斧を消すと、レイアは再び口を開く。

　不規則的な動きを見せていた氷の粒つぶが、急に変化を見せた。まるで壁かべのようにしてレイアの前に等とう間かん隔かくで並ぶと、それぞれが結合し出す。やがて細く、長く、棘とげのようになった氷が大量に出来上がった。最初にレイアの使った魔法が騎き士しの使う突とつ撃げき槍そうのように巨大なものだとすると、これは投とう擲てき用の短い槍だ。

「さっきのあなたの支援魔法、こっちの攻撃魔法の来る場所を見定めて、一定空間内に魔力を掌しよう握あくする領域みたいなものを作り出してるんじゃないの。だとすれば一気に、しかも沢たく山さんやられると、あなたの魔力じゃ対処しきれないんじゃない？」

　レイアの指し摘てきにセロは「ほぅ」と感心する。確かに【飛翔】を利用した攻撃魔法の操作は場所が限定されてしまうという弱点を抱かかえている。範はん囲いが広く及ぶと、それだけ多くの空間を制せい御ぎよしなければならず、セロの魔力量では全すべてを防ぎきることは出来ないからだ。

「当たりね。だったらどれか一つでも当たればそれでいいってことよ！　飛びなさい！」

　レイアの指示により、氷の棘は一斉に、しかも高速で虚こ空くうを走り出した。言うまでもなく、その全てはセロを目指して殺さつ到とうしている。

「盛る猛たける魔の燃動、我が意志によって導かれん。【火炎フレイ】」

　セロが唱えると目の前に炎ほのおの球が浮かび上がった。突とつ如じよとして起こった現象に観客がどよめき、レイアも目を見開く。

「攻撃魔法!?　あなた、支援魔法だけじゃないの!?」

「別に驚おどろくことはないだろう。支援魔導士の多くは攻こう撃げきに比べて魔力消費が少ないから支援魔法を使っているだけだ。適性する属性があれば、誰だれでもこれくらいはやれる」

「それはそうだけど、入ったばかりの学生で既すでに支援と攻撃を使いこなすなんて……い、いや、でも、それはあくまでも基本的な攻撃魔法！　そんなしょぼいもので、あたしの魔法を防ぎきれるとでも!?」

　気を取り直したようにせせら笑うレイアに、セロも口元を緩めた。

「ああ。やりようによってはな。飛翔！」

　同時に再び支援魔法を唱えると――セロは躊躇ためらいなく、炎の塊へと手を突っ込む。

「な、なにしているんですか、セロさん!?」

　自傷行為も甚はなはだしい行動にチェスカが絶句するも、セロは平然としていた。なぜなら、炎は自身の腕を焼くことなく、まるで守るようにその少し上をぐるりと囲っていたからだ。

「う、腕の周囲に掌握領域を作って、攻撃魔法を留めた……!?」

　レイアが目を剥く中――セロは炎の腕を振り回し、やってくる氷の棘を次々と溶とかし、砕くだいていった。

「……くっ。だったら、こうよ！」

　レイアは指を鳴らし、再び巨大な氷の槍を生み出す。

「こっちを防げばあなたを襲う氷の棘への対処はおろそかになる！　でもそっちの対処に意識を裂けば氷槍の攻撃を喰くらう！　さて、どうするのかしら、支援魔法科の一年坊ぼう主ず！」

　挑ちよう発はつするように言って、レイアは氷槍を真まっ直ぐ飛ばしてきた。

「やるな。ならこうしよう。「空を制する魔の翼よく光こう、我が意志によって導かれん。【転動チエイン】！」」

　自分に向かってくる氷の棘を一旦、壊こわした後、セロは空いた方の手を地面につけた。

　地に魔力によって円が描かれ、その中央に居たセロは――一瞬にして周囲の景色が変わるのを悟さとる。眼前に、背中を向けたレイアが居た。同時に、氷槍は先ほどまでセロが居た場所を砕き、巨大な穴を穿うがつ。

「なっ――ど、どうやって!?」

　セロの気配に気付いたレイアが振り返り、急いで警けい戒かいするように、数歩退いた。

「ただの転移魔法だ。別に驚くものでもない」

「転移魔法!?　でもあれは発動まである程度の時間がかかるし、そんな短い距きよ離りじゃ効果を発揮しないはず……」

　セロが観客の方を見ると、皆、レイアと同じような反応を示している。

「おい、今、一瞬でレイアさんの後ろに移動したぞ」

「あんな支援魔法、見たことないんだけど……どうやったわけ？」

「飛翔といい、あの一年生、なんかやばくねえか」

　予想通りの反応に、セロは口元を緩めた。

　支援魔法の一つ、転移術は確かに開発された当初は、レイアの言うような欠点を抱えていた。だがそれは、場所が近過ぎると距離の感覚が掴つかみ辛づらく、失敗して同じ場所に出てしまうに過ぎない。その辺りの感覚を習得すれば、短距離間でも十分に可能だ。

「や、やるじゃない。でも、そうじゃなきゃ面白くないわ！」

　レイアが次々と氷の槍と棘を放ってきた。それらをセロは転移術を使い、次々と回かい避ひしていく。まるで不可視の速度で移動しているかのような現象に、攻撃魔法科の生徒達は驚きと恐れさえ抱いたかのように言葉を無くしており、逆に支援魔法科の面々は全員が昂こう揚ようし、高らかに声を上げてセロの名を叫んだ。

「セロさん、素す晴ばらしいです！　どうやっているんでしょう、あれ……！」

「わかんない！　わかんないけど面白くなってきた！　セロ、最高ー！」

　チェスカとラムも跳び上がってはしゃぎ合う。

「……支援科如ごときが……！」

　思わぬ苦戦を強しいられている為か、レイアは表情に焦あせりを滲にじませ始めた。

「やれやれ。オレとしてはレイア、お前の方を評価したいところなんだが」

　何度目かの転移をした後でセロは、短く息をつく。

「オレは経験上、慣れているから普通にやっていたが、本来、二つの異なる魔法を同時に扱うのは相当難易度が高い。レイア、お前は間ま違ちがいなく優すぐれた攻こう撃げき魔導士だ」

「なっ――きゅ、急に……急になに!?」

　レイアはセロの言葉にさっと顔を赤くして、戸と惑まどいを見せた。

「あなたに褒ほめられたからって、べ、べ、別に嬉しくなんてないし……それに、な、なによ、その上から目線は!?」

「ああ、すまん。つい癖くせで」

　学園長時代の名な残ごりみたいなものだ。

「ちょ、調子の狂くるう奴ね……！」

　レイアは自分の中に湧わいた感情を振り切るように、氷の棘を操あやつりセロに襲わせた。それと共にまた氷槍を呼び出すと同じように飛ばしてくる。

　先程と同じようにセロは転動の魔ま法ほうで空間を渡わたり――更さらに加えてある言葉を静かに呟つぶやくと、全く別の場所へと現れた。しかし、

「でもね、あなたの魔法には弱点があるわ！　あなたが移動した場所に現れる寸前、地面に光の輪が現れる」

　レイアは既に、手を打っていた。

「つまり――あなたの転移するところは、御お見み通とおしってことよ！」

　セロが体勢を整えようとする時には既に、氷の群れは肉にく迫はくし、牙を剥いている。

　対たい抗こう魔法を展開する暇もなく、レイアの攻撃はセロを直ちよく撃げきした。一瞬にして無数の棘が体を貫き、それだけに留まらず、地面に突き刺ささり土つち煙けむりと衝しよう撃げき波はを辺りに撒まき散らす。

　見物していた攻撃魔法科の間で歓かん声せいが沸き起こった。ついにレイアがセロを仕留めたと確信したのだろう。

「安心しなさい。急所は外してあるわ。数日は動けないだろうけど、あなたが愛する支援魔法で回復でもしてもらって大人しくしていなさい」

　レイアも同様に勝ち誇ほこった笑えみを浮かべた。

「そんな……セロさん、セロさん！　嫌です、セロさん！」

「セロセロ！　まだ魔道具も使ってないじゃん！　ダメだよ、そんなの……！」

　チェスカが、ラムが、悲ひ壮そうな顔で叫ぶ。そんな二人を周囲の攻撃魔法科の生徒は嘲るような笑みを浮かべて見ていた。

「ざまぁないな。少しおかしなことが出来るからって、支援魔法科が調子に乗るからだ」

　馬鹿にするような口調で言葉を投げかけられ、チェスカ達は悔しそうに手を握にぎり締めた。目を潤うるませるが、それでも泣かないのは、涙を零こぼせば彼らの思おもう壺つぼだと思っているからか。

「やるじゃないか。一度見ただけで、対たい抗こう策さくを編み出すとはな」

　それらの光景を――セロは離れた場所で眺ながめながら言った。

　勝利に酔よいしれるかのような観衆の騒さわぎは、しかしすぐにざわめきへと変わる。

　レイアの攻撃魔法によって巻き起こった砂すな煙けむりが風で薙なぎ払われた時、彼らは目にしたのだろう。先程転移したのとは全く別の場所に立っている――セロの姿を。

「なっ……さ、さっき確かに魔法を受けたはずなのに!?」

　レイアが愕がく然ぜんとしてセロの方を振り向いた。

「ああ、受けたよ。オレの、偽にせ者ものがな。……【幻像フアント】」

　言ってセロは魔法を放った。すぐ傍の空間が歪ゆがみ、少しずつ形が結ばれる。間もなく現れたのは、セロとそっくり同じ形をした存在だった。

　幻像とは、魔力によって任意の物体と寸分違たがわぬ物を作り出す支援魔法だ。セロが生み出し広め、その便利性から瞬またたく間まに浸しん透とうした。

「自分の幻像を作り出す魔法!?　嘘うそよ、そんなことが支援魔法に可能なわけがない！」

　レイアを始めとして、再び信じられないといった眼まな差ざしをセロに向けてくる、観客の面々。

「まあ、簡単ではないがそこまで高度なものでもない」

　無論、中ちゆう途と半はん端ぱな物を作ればすぐに偽者とバレてしまう為、技術の研けん鑽さんは必要だ。とはいえ、訓練を積んだ者なら幻像の出来の差はあれど、誰でも実現出来た。

「飛翔の変容に、単距離間での瞬間的にして連続的な転移、それに加えて本物と見み紛まがうばかりの偽者を作り出す魔法……あなた、本当に何者なの……？」

　ここにきて戦っている相手に対して強い警けい戒かい心しんを抱いたのだろう。レイアが喉のどを鳴らして、緊きん張ちようを帯びた声で問うてくる。

「オレが凄すごいんじゃない。お前達が支援魔法のことを、知らなさ過ぎるのさ」

　セロが肩を竦すくめると、レイアは怒いかりを堪こらえるようにきつく手を握りしめた。

「セ、セロさん！　良かった……ご無事で……！」

　チェスカが胸を撫なで下ろすように言ってくる。セロは彼女に向かって頭を下げた。

「悪いな。無駄な心配をかけた。作戦上、レイアに悟られるわけにはいかなかったんだ」

　チェスカは目元の涙なみだを拭ぬぐって首を横に振る。無事ならそれでいい。そう伝えるように。

「まったくもう、未来の恋こい人びとを不安がらせちゃダメじゃない！」

　ラムが安あん堵どしたかのように軽口を叩たたくと、チェスカが「ラムさん！」と頬を赤く染める。

「……随分、チェスカと仲が良いみたいね」

　二人の様子を見ていたレイアが、低い声を出した。

「ああ。お前程ではないと思うが」

「……。そんなの、昔の話よ」

　視線を逸そらしたレイアの、どこか複雑そうな表情に、セロは眉まゆを顰ひそめる。

「やはり、なにか深い事情でもあるのか。今は随分と冷たく当たっているようだが」

「な、なにもないわよ。あたしがあの子を見放しただけ。支援魔法なんかを使っている、あの子をね！」

「だったら、この勝負をオレが制したら、チェスカのことを見直せ。本当にそれだけが理由ならな」

「なに……なによ。含ふくみのある言い方じゃない。あなた、なにか知ってるの？」

　俯うつむいて唇くちびるを噛むレイア。図星を突かれた、というように見える。

「さあな。生あい憎にくとオレには見当もつかん。もしもそうなら、ということだ」

「ふん。……大きなお世話よ。それにあなた、まるでこのままあたしに勝てるみたいな言い方するのね」

「そうじゃないって言いたいのか？」

　レイアは気に入らないというように鼻を鳴らした。

「ま、あなたがそれなりにやることは認めてあげるわ。でもね、さっきから避さけてばかりいるじゃない。そんなことじゃ、いつまで経たってもあたしは、倒たおせないわよ」

　レイアの指摘に観衆が再び沸いた。セロの戦法に虚きよを衝つかれていたが、考えてみればその通りだと思ったのだろう。が、

「ふむ。確かにそうだな。まあ、お前のやり方は大体分かったから――そろそろ、始めるとしようか」

　セロは懐ふところからある物を取り出した。細長い鉄製の筒つつのようなものだ。後方に、押おし込む為ための蓋ふたのようなものが組み込まれた、取っ手がついている。

「お、ついに出たぞ！　わたしとセロセロの自信作―！」

　ラムが両手を振りあげてはしゃぐのを、レイアは冷ややかな眼差しで見る。

「なに？　それがあなたの言っていた、あの子の描いた設計図から作った魔道具？」

「そういうことだ。レイア、こいつは優れた爆ばく弾だんだぞ」

「爆弾？　それで魔導士が倒せると？　当たる前に、攻撃魔法で破は壊かいしてあげるわよ」

　レイアが呆あきれたような顔で、セロを憐あわれむように見てくる。

「さて、それはどうかな。――さぁ、教育の時間だ！」

　セロは言って走り出し、同時に手を突き出す。

「迷眼せし魔の雲うん煙えん、我が意志によって導かれん。【灰霧ミストマ】」

　魔力が反応し、レイアの目の前に濛もう々もうとした煙けむりを生み出した。疑ぎ似じ的てきな霧を作り相手の視界を阻そ害がいする支援魔法だ。しかし、

「また見たことのない魔法を！　この程度のものであたしをどうにか出来るとでも!?」

　それはすぐに取り払われた。レイアの魔法によって発生した吹ふ雪ぶきの力だ。即そく座ざに彼女は別の攻撃魔法に切り替かえようとする。

「……え!?」

　だがその直後、セロの状態を見てレイアの体は硬こう直ちよくする。

　狙うはずの相手が無数に増えていたのだから、当然だろう。

「幻像の多重使用!?　こんな真ま似ねまで……！」

　そう。セロが先ほどレイアの視界を奪うばったのは、この為だ。一瞬でも目標を見失った彼女には、どれが偽者か分からなくなる。

「幻像を極きわめ瞬間的に使えるようになれば、こういうやり方も出来るさ。さて、どうする？　蒼の派閥のレイア＝フランミスト」

「無む駄だよ。氷魔法の真価を見せてあげるわ。【業氷竜レイ・ドラグニク】！」

　レイアが両手を高く掲かかげた。氷の礫つぶてが一気に集合し、瞬まばたきをする間もなく巨大な何かを創つくり上げる。強きよう靭じんな顎あごに殺意を持った鋭い目、セロを容易に押し潰つぶすかのような巨きよ躯くをもち、天を覆い隠かくすかのような被ひ膜まくのある双そう翼よくを広げる生物。

　魔ま獣じゆうの中でも頂点に位置するもの、ドラゴンを氷で象かたどったものだった。

「見事だな。オレが教師なら文句なしの満点をやるところだ」

「うるさい！　支援魔法科如きにこんな大おお技わざ、本当なら使いたくないのよ！　でもちまちまやってても仕方ない。どこに逃げてもこいつでまとめて倒すわ！」

　竜が高々と咆ほう哮こうし、上空から滑すべるようにしてセロを襲しゆう撃げきする。更に大きく開口すると、喉のど奥おくから大量の息を吐はき出した。瞬く間に床ゆかどころか空気まで凍っていく。範囲は観客席にまで広がり、被害を受けないように、審査役の教師や他の生徒達は慌てて逃げ出した。

　だがセロは素す早ばやく跳ちよう躍やくすると、そのまま飛翔の魔法を使って回避。レイアが反応する前に死角へ回り込んだ。

　不意をつかれたレイアが反応する前に魔道具の先せん端たんを向け、セロは指先で蓋を押し込む。

　かちり、という鈍にぶい音と共に、轟ごうと突とつ風ぷうが吹いた。レイアが目を見開き、咄とつ嗟さに叫ぶ。

「【蒼華燐ルビーフラウス】！」

　レイアの眼前で氷の花が咲さいた。直後、強烈な爆ばく撃げきが起こってそれは砕ける。だが彼女には傷一つついていない。

「なにをしたの……？　全然見えなかったわ。でも、そんなもの一つだけじゃ――」

「いや、一つじゃない」

　セロは筒を指先で回すと、それを腰こしのベルトに差し込んだ。

　レイアが訝いぶかしげに顔を顰めた、その直後。

　――彼女の近くで、轟音と共に凄まじい勢いの爆ばく裂れつが発生した。

「っ!?　あぁ！」

　レイアはまともに巻き込まれ、吹き飛んだ。

　体は宙に上がり、そのまま地面に落ちる。集中が途と切ぎれたのか氷の竜が掻かき消えた。ローブのあちこちが焼けてボロボロになり、彼女の露ろ出しゆつした肌はだも火傷やけどを負っている。

「お姉ちゃん！」

　思わずといった感じで駆け出そうとしたチェスカを、ラムが押し留める。

「気持ちは分かるけど落ち着いて、チーたん。まだ星決斗は終わってない！」

　チェスカはそれでも葛かつ藤とうしていたが、しばらくして頷うなずくと、大人しく引き下がった。

「……ぐっ……ま、さか……連撃、なんて……」

　やがてうめき声を上げると、レイアは地面に手をつき、無む理り矢や理り体を起こそうとする。

　だが言うことを聞かないのか、再び、苦鳴と共に倒れ込んだ。

「くそ……！　なによ！　立て……！　立ちなさいよ!!」

　必死の形相で何度も地面を叩くが、レイアの体は一向に彼女の命令に従わない。そのことが何よりも屈くつ辱じよくだというように歯を食くい縛しばり、レイアは何度も「立ちなさい！」と声を嗄からして、叫び続けた。

「無理をするな。喰らった威い力りよくは軽くないはずだ。一発目を防いだのはさすがだったがな」

　セロの言葉に、レイアは自覚していたのか拳こぶしを握ると、何かを堪こらえるようにきつく目を閉じた。

「お、おい、嘘だろ。レイアさんが魔ま道どう具ぐなんかでやられるなんて……」

「なんなんだよ、あいつが使ったやつ」

　攻撃魔法科の面々が大いに当とう惑わくし、顔を見合わせた。

　その様子を横目に、セロはレイアに告げる。

「安心していい。威力は予あらかじめ調整しておいたから重じゆう傷しようにはならない。それこそ後で回復魔法でも使ってもらえば、全快するはずだ」

「そんなこと、どうでもいい！　あんな短時間で、二発も爆ばく弾だんをなんて、どうやって……」

　セロは「ああ、そのことか」と頷き、腰にある魔道具を軽く叩いた。

「お前も魔導士志望なら、炸裂魔弾は知ってるよな。この魔道具は、そいつを超ちよう高こう速そくで、しかも爆弾を仕込んでおけば最大で三発、ほぼ連続して相手に放てる代しろ物ものだ。取っ手についた装置を押し込むことで風道杖って魔道具と同じ効果が発動。強烈な衝撃波で炸裂魔弾を押し出す」

「だから、あたしが視し認にんできなかった……？」

　呆ぼう然ぜんとしたようにレイアが呟くと、観客の中に居た支し援えん魔法科のクラスメイトが声をかけてきた。

「で、でもさ、セロ、風道杖は魔力を注入して使うものだろ。そんなことしたら炸裂魔弾が反応して、即座に爆発するんじゃないか？」

　さすがに支援魔導士志望というべきか、魔道具の構造をある程度は知っているようだ。

「そこが一番の問題点だった。が、ラムは【結界陣じん】の機能を組み込み、解決したんだ」

「お教えしましょう！」

　セロの解説を、ラムが引き継ついだ。

「わたしの考案した『内部の魔ま力りよくを結界外へ放出させない結界陣』を応用して、装置を押された瞬しゆん間かんだけ炸裂魔弾の周囲に小規模の結界を展開、逆に外からの魔力接せつ触しよくを遮しや断だんさせたのだ！　そうすることで改造した風道杖を発動させながら炸裂魔弾を射出するということが出来たってわけ！　名づけて――【風ふう裂れつ魔ま砲ほう】だ!!」

　ラムは高々と拳を振り上げて、強く叫ぶ。

　支援魔法科の生徒達たちは、誇らしげに胸を張るラムを見て、沈ちん黙もくした。

　だが――すぐにそれは、歓声へと変わる。

「すごいな！　それをラムが造ったっていうのか!?」

「いやいや、物を完成させたのはセロセロだし。わたしは設計図を描いただけ。まさか本当に一日で造ってくるとは思わなくて、滅め茶ちや苦く茶ちやびっくりしちゃった」

「だが、構造を考えたのはあくまでもラムだ。まさか二つで一つの魔道具を実現させる為に、三つ目の魔道具の機能を組み込むとはな。これは彼女が居なければ完成しなかったよ」

　セロの言葉に、支援魔法科のクラスメイト達は口々にラムを褒め称たたえた。慣れない賛美を浴びた彼女は、照れくさそうに頬を掻く。

「そんな、複雑な設計を、あの支援魔法科の子が……」

　到とう底てい受け入れ難がたいという様子を見せていたレイアだったが、

「そう。言うは易やすし、行うは難しとはよく言ったものだ。全てはラムの呑のみ込みの速さと、諦あきらめない気力があったからだろう」

　セロに言われて、顔を伏ふせた。握りしめていた掌てのひらを、ゆっくりと解ほどいていく。

「……やるわね。さすがに予想が出来なかった」

「ああ。――お前達も分かったか、錬金魔法の価値ってやつを」

　セロが周囲に向かって声を上げると、攻こう撃げき魔法科の生徒達は皆みな、気まずそうに俯いた。中にはあの時、ラムに絡んできた連中の顔もある。

「だがレイア、お前も強かったよ。オレの思った通り、お前は将来有望な攻撃魔導士だ」

「……無様に倒れたまま褒められたって、なにも嬉うれしくはない……わね」

　目を閉じて、レイアは長い息をつく。

「ま、かもしれんな。それで、どうする？　まだ、やるか？」

　セロの問いかけにレイアはしばらくの間、無言を保った。

「……認めたく、ない」

　やがてか細い声で、しかし込めた気持ちは強く、言い放つ。

「敗北、なんて……絶対に……！」

　鬼き気き迫せまるレイアの表情を、セロは怪け訝げんに思った。単に星決斗に負けた、という以上の感情を、彼女の反応に感じたのだ。だが、

「……それ、なのに……！」

　レイアはもう一度、弱々しく地面を叩くと、しばらくしてから告げた。

「……もう、戦えないわ。あたしの――負けね」

　場が、先さき程ほどまでの喧けん騒そうが嘘であるかのように、静寂に包まれた。

　だがやがて、呆然としていた様子の審しん査さ員いんが、はたと状じよう況きように気付いたような顔をする。

「た……対戦者の敗北宣言によって、勝負は決した」

　やがて審査員は、酷ひどく当惑しながらも、ゆっくり手を挙げた。

「星決斗の勝者は――支援魔法科一年の、セロ＝ルーフィードである！」

　その瞬間、水を打ったような静けさは、突如として打ち破られた。

「や……やった……やったあああああ！　セロセロ、すごおおおおいっ！」

　ラムは台から飛び下りると走り出し、そのまま、試合場に居るセロへ抱だきついてくる。

「やったよ、本当に勝っちゃったよ、攻撃魔法科の二年生に！　しかも、派は閥ばつの長だよ!?　信じられない！　凄すぎるよ、セロセロ！」

「なに言ってる。勝利の決め手はラムの作った魔道具だ」

　セロが褒めると、ラムは「そ、そうかな」と恥はずかしそうに笑う。

「え、えへへ。セ、セロセロの実力があってこそだと思うけど、だとしたらちょっと……う、ううん。ものすごく、嬉しい！」

「お姉ちゃん！　大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　だが喜んでいたラムは、焦しよう燥そうした声にそちらを向いた。

　まさかの星決斗の結果に、唖あ然ぜんとしていた観客たちの中から、チェスカが飛びだす。今まで必死に我が慢まんしていたのだろう。彼女は台から下りると全速力でレイアに駆かけ寄って、跪ひざまずいた。

「い、医務室に行きましょう！　回復魔法をかけてもらわなければ……！」

　レイアの腕うでを取って、チェスカは肩を貸そうとする。だが、

「触さわらないで！」

　レイアはチェスカの手を跳はね除のけ、歯を食い縛りながら立ち上がった。今にも再び倒れそうになりながら、それでも体勢を整えて、彼女を睨にらみ付ける。

「支援魔法科如きが、あたしを助けようなんて、おこがましいのよ！」

　衝しよう撃げきを受けたように目を見開いたまま、固まるチェスカ。

　そんな彼女の反応を見てレイアは一瞬、我に返ったかのような顔をした。

「あ……いや、あたしは……」

　何かを言おうとして口を開くが、しかし、押し黙だまる。そのまま目を泳がせていたが、やがて踵きびすを返すと、ふらつきながら歩き始めた。

　セロは素早く転動の魔法を発動。レイアの目の前に現れると、彼女に回復魔法を使った。体の傷や火傷は、少しずつ癒いえていく。

「待て。応急処置をする。少なくとも医務室までは歩けるようになるはずだ」

「……余計な真似をしないでよ」

　レイアが気まずそうに顔を背そむけるが、セロは気に留めない。

「戦いが終われば敵も味方もない。それだけのことだ」

「負け犬にお優やさしいことね。……こんなことは、今回だけよ！　次は必ずあなたを倒してみせる。覚かく悟ごしておくことね！」

　レイアは回復魔法を終えたセロにそう言って再び歩き出した。そのまま寄り添そおうとする観衆を無理矢理押し除けて、試合場から去っていく。

　その背にはやはり、尋じん常じようならざる怒りが宿っているように思えた。まるで、決して起こってはならないことを起こしてしまった自分へ、酷い憤いきどおりを覚えているかのように。

「そんな……レイア様が支援魔法科の奴やつに……くそ！」

　ジョアもまた観客席から出ると、レイアを追いかけるように走っていく。

　観客たちはしばらく複雑そうに視線を交かわしていたが、やがて一人、また一人と居なくなっていった。皆が最後にセロを見る目が、星決斗を始める前と明らかに変わっていたのは、気のせいではないだろう。

（これで少しは錬金魔法を――支援魔法を認める向きが出ればいいが）

　すぐには無理にしても、何らかの影えい響きようを及およぼせればそれでいい。

　考え事をしていたセロは、そこで、チェスカの何かを想おもうような横顔に気付いた。

「レイアが心配か？」

「あ……は、はい。その、お姉ちゃんも覚悟して戦いに挑いどんだとは思うのですが」

　やはり、親しくしていた者が傷つく姿というものを目まの当たりにして平静ではいられないのだろう。セロは近付いて、チェスカの肩かたを叩いた。

「大丈夫だ。二、三日もすれば動けるようになる。……これがあいつの支援魔法を見直すきっかけになればいいんだがな」

「セロさん……あ、改めて、ありがとうございます！　その、わたくしの為に」

「いいさ。もしお前とレイアが仲直りするきっかけになったのなら、オレはそれで十分だ」

「…………」

「ん、どうした？」

「……あ、いえ。その。なんと言いますか……」

　顔を伏せて頬を染め、何かごにょごにょと、言葉にならないことを口にしていたチェスカだったが、やがてはセロに背中を向けた。

「え、えっと、星決斗の勝利、おめでとうございました！」

　次いで何かから逃にげるように、走って行く。

　セロは首を傾かしげて「なんなんだ？」と呟くも、答える者はなく、何やら遠くでチェスカが顔を赤くしてラムとやりとりをしているだけで。

　ともあれ――セロの転生して初の星決斗は、こうして無事に終わった。







第四章　魔導王







「……支援魔法科のセロ＝ルーフィード？」

　暗闇の中で椅い子すにもたれかかっていた男は部下の報告にそう答えた。

「ええ。初代学園長と同じ名を持つ新入生です。彼かれが先日、攻撃魔法科の二年、レイア＝フランミストを星決斗で破ったと、学園中の話題になっています」

「レイア＝フランミスト……ああ、確か蒼の派閥の長だったな」

「はい。支援魔法科の一年が二年の実力者と戦って、勝利しただけでなく、他にもセロはあの【白光の導手ヴアイス・ドルイグ】リーグをも撃げき退たいしたそうで……本来であればありえない事態の連続に、生徒のみならず教師ですら動どう揺ようしているようです」

「ふむ。由ゆ々ゆしき状況だね」

「仰おつしやる通りです。まだ数は少ないものの、攻撃魔法科の中には、支援魔法は言われるほど劣おとったものではないかもしれないと思い始める者も出ているようで……」

　男は身を起こし、机の上に両りよう肘ひじをついた。重ねた手の上に顎先を乗せる。

「……気に入らないね。伝統あるルーフィードの秩ちつ序じよが揺ゆらぎ始めている、ということだ。その一年生は一体、何者なんだい？」

「分かりません。ただ誰も見たことがないような支援魔法を幾いくつも使うとか」

「なるほど。……戦い方まで彼に似ているとは」

　呟きに部下が怪訝そうな顔をするが、男はなんでもないという意思を込めて手を振ふった。

「しかし、困ったものだね。いつだってそうだ。永久に続くはずの安あん寧ねいは、正常ならざる者によって壊される」

　嘆なげきの息をつき、男は静かな口調で続けた。

「対処しなければならないね。協力してもらえるかな――オスティン」

「……仰おおせのままに、マギアス学園長」

　部下は跪き、頭を垂れる。偉い大だいなる者に敬意を捧ささげるように。

「よりにもよって、初代学園長と同じ名を持つ生徒……か」

　男は呟き、部屋の多くを占しめる闇やみのわだかまりを、ただ見つめ続けた。




「いやぁ、錬金魔ま法ほうの課題は満点を貰もらうし、セロセロはレイアさんに勝つし、良いことは続くねえ！」

　星決斗の戦いから数日後。昼休みに、セロはチェスカ達と共に食堂で昼食をとっていた。

　向かいに座すわったラムが満面の笑みを浮かべ、手に持ったパンに噛かぶり付く。挟はさまった新鮮な野菜とチーズを咀そ嚼しやくし、「おいひぃー！」とこの上なく嬉しそうな声を上げる。

「ご機き嫌げんだな、ラムは」

　セロは数種類の豆を赤あか茄な子すとベーコンで煮に込こんだ料理を、スプーンで掬すくって口に入れた。食事に関して千年前より格段に種類が増えていたのは何よりである。

「そらご機嫌にもなるって話よ！　支援魔法科が攻撃魔法科をやっつけたんだから」

「本当に驚きましたね。まさかお姉ちゃんを倒す方が同級生におられるなんて。わたくしもセロさんのおかげで無事に設計図が描かけましたし、感謝しています」

　チェスカが微笑ほほえみと共に、黄色がかったパンをナイフで切り分けた。食パンを卵と砂糖で作った液に浸ひたしたもので、フレンティスという街で生まれたことから、フレンチトーストと呼ばれるようになった料理らしい。これもセロは転生してから初めて見た。

「教えること自体はさして重要じゃない。それをどれだけ己おのれの中に落とし込めるかが大事なんだ。そういう意味において課題に応こたえることが出来たのは、ラムとチェスカの実力だ」

「またまたぁ！　謙けん遜そんするねぇ、セロセロ！　そういうとこが女の子を惹ひきつけるわけだ」

　ラムは身を乗り出すと、セロの肩をばんばんと何度も強く叩く。

「痛いよ。何の話だ」

「えええええ。まだ気づいてないんだ。鈍いにも程ほどがある。支援魔法にばっかりかまけてるから、そういうところがおろそかになるんだよ」

「そういうところ？　具体的には？」

「異性の心の機き微びというか、なんというか、たとえば隣となりに居る人がさっきから顔を赤く染めているのはどうしてなのかというところをもっと――」

「ラムさん！　このフレンチトースト美お味いしいですよどうぞお食べになって!?」

　言いかけたラムの口に、チェスカが大きなフレンチトーストを突っ込んだ。

「もがががもがもぐもが。……うむ、美味しい」

「なんだか知らんが……しかし、確かに美う味まそうだな、それ。実はまだ食べたことがないんだが、どんな味なんだ」

「食べてみますか？」

　チェスカがフォークに突つき刺したフレンチトーストの一部を差し出してきた。

「いいのか？　お前の昼食だろ」

「少しくらいなら構いませんよ。はい、どうぞ」

「駄だ目めだよチーたん！」

　フォークを渡そうとしたチェスカの腕を、ラムが掴んだ。

「せっかくの機会を逃のがしてはならない！　ここは古典的かつ伝統的かつ伝説的な愛情表現であるところの『はい、お口を開けて、あーん』をするべき!!」

「し、しません！　どうしてそんなことをしなきゃいけないんですか!?」

「なぜ!?　なぜときたかチーたん！　それはずばりわたしが見たいからだ！」

「……前から思っていましたがラムさん、わたくしをからかって面おも白しろがってませんか？」

　チェスカが目を眇すがめると、ラムは顔を背けてパンを齧かじった。誤ご魔ま化かし方がわざとらしい。

「まったくもう。しませんからね、そんなこと」

「なんだ、してくれないのか」

「ええ!?　セロさん!?」

「急展開キタコレ！」

「冗じよう談だんだ」

　セロが笑いかけると目を丸くしていたチェスカは、頭から湯気が出そうなほど赤くなって俯いた。

「も、もう。……セロさんのバカ」

「はい、セロさんのバカ頂きました！　食が進む！」

　何やら一層高こう揚ようしたラムは、瞬く間にパンをたいらげる。

（同級生と食事を共にしながら馬ば鹿か騒さわぎか。転生前では到底体験出来なかったことだな）

　これぞ学生生活だと、セロは感じ入る。またそれだけでなく――。

「セロさん、先程の授業で分からないところがあったんですが、教えて頂けますか!?」

「あ、わたしも！　わたしも希望！」

　チェスカやラムはすっかりセロと打ち解けて、授業の後などで、積極的に指導を願い出てくれるようになった。加えて、

「なあ、俺おれもいいかな。あの教師の話、どうも理解し辛くてさ」

「私もいい？　セロの説明の方がすっと頭に入ってくる気がしてさ」

　二人だけでなく他のクラスメイト達も、こぞって教えを請こうてくる。

　同世代になった彼らと話をし、意見を聞くことで、セロもまた新しん鮮せんな気持ちで支援魔法を捉とらえることが出来た。転生した甲か斐いがあったというものだ。

　何より、クラスメイトはセロがこの時代に存在していない支援魔法を使っても、異い端たん児じ扱あつかいすることなく接してくれる為、思っていた以上に心ここ地ちよかった。

「その解かい釈しやくは間違ってないが、逆転的に考えるとまた違った見方を出来るようになる。そもそも回復魔法っていうのは体に対してどういう作用をもっているかっていうとだな」

　セロの説明に、チェスカ達は好こう奇き心しんを剥むき出しにし、夢中になって食いついてくる。彼らは可能性の塊かたまりであり、自分達に無限の未来が待っていると思っている。

　それはある種の驕おごりかもしれない。だが、いいのだ。若者の特権は驕ること、そのものにある。自分に出来ないものはないと、そう無条件に思い込むことで、あらゆることに挑ちよう戦せんできるのだ。だからこそセロはそういった彼らの挑戦心を、尊いものだと思っていた。

　そして、願わくば自分もそうあり続けたい、あり続けるべきだと定義づけている。

　故ゆえに求められれば素す直なおに応えていたのだが……良いことばかりでもなかった。

　ある日のこと、セロが校庭を歩いていると、

「お前がセロ＝ルーフィードか！　星決斗を申し込む！」

　突とつ然ぜん、見知らぬ男子生徒から声をかけられる。だがセロは、驚おどろくより先にため息が漏もれ出るのを感じた。このところ、毎日のようにこのような調子だからだ。

　どうやら、支援魔法科でありながらレイアを打ち倒したという話が多くの生徒に広まってしまったらしい。攻撃魔法科の生徒から、ひっきりなしに星決斗を申し込まれるようになってしまった。

「放課後でいいか？」

「……分かった。なら授業が終わった後、試合場まで来い！」

　男子生徒はセロに敵意むき出しの視線を送り、肩を怒いからせて走って行く。

「大変だねえ、有名人も」

「……ご心労お察しします」

　同道していたラムとチェスカに慰なぐさめられ、セロは微び苦く笑しようした。

「ま、別に大したことでもないさ」

　自分が口にした言葉を証明するべく――。

「ぐああああああああああああ！」

「はい終わり」

　セロはその後、あっさりと挑ちよう戦せん者しやを退けた。

　だがその結果が評判となり、それは更に新たな評判を呼び、やがては学園を歩いているだけでほとんどの生徒がセロの顔を見て何かを囁ささやき合うほどになってしまった。

　セロからすればそちらの方が、後の生徒会選挙を見み越こすと都合が良いのだが、こうも連続するといい加減に鬱うつ陶とうしくなってくる。しかも、

「セロ！　さぁ、星決斗をするわよ！」

　回復したレイアも、しつこいくらいに勝負を挑んでくる。校章を失っても、同じ相手に勝利することでそれを取り戻もどせるらしく、どうにかして奪い返そうとしているようだった。

「……くっ！……ああ、もう！」

「いい加減に諦めろよ、お前……」

　それでも尚なお、一度としてセロに勝つことが出来ず、いつも試合場の床を舐なめることになるのはレイアの方だ。

「諦めないわよ！　絶対に！」

　だが毎回、レイアはボロボロになって這はい蹲つくばりながらも、決して気き概がいを失わない。

「そんなに校章が欲ほしいなら返してやるよ」

「いらないわよ！　真っ向勝負であなたに勝って手に入れないと、意味がない！　あたしに敗北は許されない！　だから何度だって星決斗を挑むわ！」

　意固地に言って、帰っては、またしばらくして挑みかかってくる。その繰くり返しだ。

（他の奴は一度でこりるのに、こいつの勝ちへのこだわりは凄すさまじいものがあるな）

　何か事情があるのだろうかと思うが、訊きいたところで答えてはくれないだろう。

「覚えてなさい……！　また来るわ！」

　何度目かの星決斗を終え、審査員や観客も帰った後――レイアは既すでにお馴な染じみとなった捨て台詞ぜりふを吐いて、踵を返した。……だが、今日はすぐには帰らずに、立ち止まる。

　セロがどうしたのかと思っていると、やがて、彼かの女じよは躊躇ためらいがちに呟つぶやいた。

「そ、その。……最近、チェスカはどうなの？」

「どうなの、とは？」

「別に深い意味はないわ。ないけど……学園で、上う手まくやれてるの？」

　垣かい間ま見みえる横顔には、朱しゆが差している。訊きたくないが気になって仕方がないから訊いている。そんな彼女の内面が透すけて見えるようだった。

「ああ。元々は社交的だしな。友達も出来ているようだ。魔ま法ほうも才能はあると思う。あくまで本人の努力次し第だいではあるが、卒業する頃ころには防ぼう御ぎよ魔法の使い手として、かなりのものになるんじゃないか」

「そ……そう。そうなの。へえ」

　興味がなさそうな口調を装っているが、レイアの表情は明らかに安堵している。

「心配なら仲直りして本人に直接確かめたらどうだ。チェスカもそれを望んでいる」

「べ、別に心配なんてしてないわよ！　あの子がどうなろうと知ったことじゃないし！　だ、だけど、もしも学園生活に失敗してたら、面白いだろうなって、そんな感じよ」

「……心にもないことを」

「本当よ！　それだけ！　他に意味なんてない！」

　だったらもっと悪い顔をしろ。セロは、胸中で突っ込んだ。今のレイアは妹を心配する姉そのものだ。

「星決斗を通じて支援魔法の奥おく深ぶかさは思い知っただろう。あれで何も理解しないほどお前は無能じゃないはずだ。だったらチェスカのことももう少し認めてやれよ」

「……そんなことじゃないわよ」

　小さく返してきたレイアの言葉に、セロは眉を顰めた。

「そんなことじゃない。あたしは……あたしはあの子が――」

　言いかけたレイアは、しかしそこで、口を閉ざす。

　何かに耐たえるようにきつく目を閉じて――間もなく。

「……またあなたに挑むから。覚悟してなさいよ」

　挑ちよう戦せん的てきな言葉とは裏腹に、力無く言って、彼女は去っていった。

「ふむ。やはりというか、支援魔法がどうこうって話じゃないようだな……」

　予想していた通り、事はもっと根深いようだ。

――あたしに敗北は許されない！

　どこか危機感すら窺うかがえたレイアの言葉も、何か関係しているのだろうか。

　分からないが、セロにはレイアの背が、途と方ほうもなく重い物を負っているように思えた。




　……レイア＝フランミストは、己を極めて優ゆう秀しゆうな魔導士であると自負している。

　フランミストの血統である以上、言うまでもないことだ。

　レイアの一族は代々、一流と呼ばれる魔導士を次々と輩はい出しゆつしてきた名門だった。

　祖父母も両親も年の離はなれた兄も、叔お父じも叔母も――全すべてが攻撃魔法の使い手として世に名を馳はせ、誰だれもが羨うらやむような成果を上げている。当然ながら自分もルーフィードを卒業後はそうなるだろうと思っていたし、そうあるべきだと自分を戒いましめていた。

　それなのに。

「……それなのに」

　敗北した。完かん璧ぺきに負けた。しかも支援魔法科の一年生などに。

　それから何度も、何度も、挑戦し続けた。その行こう為い自体が屈くつ辱じよく的てきだとしても、敗北の辛しん酸さんを舐め続けることに比べれば遥はるかにマシだったからだ。だが勝てない。どうしても、なにをしても、いかなる戦法を立てようとも勝つことが出来なかった。

　レイアがどれほど死力を尽つくしても、あのセロという少年の妙みような支援魔法を前にしては敵かなわない。魔道具があろうがなかろうが、彼にとっては関係がなかった。

　入学してから次々と星決斗を挑み、相手が上級生であっても勝ち続け、派閥の長にまでなるに至った。正に無む双そうの状態だった。自分には敵などいないと、本気で考えていた。

「……どうして……どうしてよ！　どうしてあたしが支援魔法に……！」

　学園の廊ろう下かを一人、歩きながら、レイアは抑おさえ切れぬ苛いら立だちに髪かみを掻き乱した。我慢ならない。許し難い。許せるわけがない。

　レイア自身、支援魔法自体を他の攻撃魔法科の連中ほど馬ば鹿かにしているわけではなかった。攻撃魔法科の派閥の長として相応ふさわしい振る舞まいをする為ため、表向き悪あし様ざまに罵ののしることはあるが、存在すること自体は肯こう定ていしている。

　だがそれはあくまでも攻撃魔法の補助的な役割としてだ。

　支援魔法が攻撃魔法を超こえるなど、ありえない。ありえてはならないことだった。

　だからチェスカが支援魔法科に合格した時、複雑な気持ちを抱いたのだが――それはさておき。故にこそ攻撃魔法科の身で支援魔法科の生徒に膝ひざをつくなど、決して許されることではなかった。加えて、重要なことがもう一つ――。

「あたしは……あたしは、勝たなければならない。勝ち続けなきゃならないのに！」

　それが。それだけがレイア＝フランミストという個人を世に定義づける、ただ一つの方法だった。

「こんなことじゃ……また、言われちゃう」

　レイアは廊下の壁かべに背を預け、天てん井じようを仰あおいだ。自分にとっての呪のろいとも呼べる言葉を、小さくそらんじる。

「『お前はフランミスト家失格だ。一族の名を穢けがす』――」

　レイアは確かに誰の目から見ても魔導士としての才能があった。

　だが、フランミスト家にとってそんなものは『当たり前』だった。

　一族の血を引いている以上、人より優すぐれているのは、特別視することではない。

　重要なのは、尚なお且かつフランミストの名に相応しい資格をもっているかどうか。そこだ。それが、レイアには足りていなかった。

　フランミスト家は代々、『火』の属性を得意とする一族だ。先祖を遡さかのぼってもほとんどすべての人間が火に類する攻撃魔法を扱あつかっている。故に一族にとって火の魔法は神聖なもの、家系を繁はん栄えいさせてきた象しよう徴ちようのようなものだった。

　だが――よりにもよってレイアに与あたえられたのは『水』に類する氷の攻撃魔法の力だったのだ。

　祖父母は怒いかり、父や母は嘆き悲かなしんだ。どうしてフランミストの末まつ裔えいたる者が氷などという攻撃魔法の才を与えられたのか。そう、理り不ふ尽じんさにむせび泣いていた。

　それからだ。明らかに、家族のレイアに対する扱いは変わった。きちんと火の攻撃魔法を使うことのできる兄は持て囃はやされ、甘あまやかされ、大切に、丁てい重ちように育てられた。

　だがレイアについては家の誰もが無関心。最低限の食事は与えられていたが、それ以外の交流は一いつ切さいなし。話しかけても返事すらしてくれず、まるでゴミを見るような視線を送られるだけだった。

　レイアは最初、そんな自分の境きよう遇ぐうを呪っていた。何な故ぜ、自分だけがこんな目に、と。何もしていない。なんの罪も犯おかしていないのに。

　ただ氷の魔法を与えられたというだけで、まともな人間として扱ってくれない。

　だがやがて、考えを変えた。いくらそんなことを嘆いていても何も変わらない。

　ならば、強くなろう。誰よりも、何よりも、兄はもちろん、両親や祖父母、先祖の誰よりも強い魔導士になろう。そうすればきっと、皆、自分のことを認めてくれるだろうと。

　だからこそレイアにとって『勝利』とは絶対的なものであり、同時に『敗北』とは最も唾だ棄きすべきものであった。

「……あたしは勝つ。勝ち続ける。それが出来るなら他は要いらない。何も必要ない」

　呟き続けていたレイアは――そこで、誰かの気配に気づく。

「随ずい分ぶんと機嫌が悪いな、レイア＝フランミスト」

　目の前に男が一人、悠ゆう然ぜんと構えている。学年主任のオスティン＝メイガースだった。

　いや、彼だけでなくその隣には、ローブのフードを目ま深ぶかに被かぶっている為、顔の見えない者がもう一人いる。

「あ……オスティン先生。その、別にあたしは……」

　慌あわててレイアが頭を下げると、オスティンは鷹おう揚ように首を振った。

「まあ、いい。少し話をしたいのだが、良いかね？　貴様に提案があってな」

「あたしに提案、ですか？」

「うむ。レイア＝フランミスト、貴様は少し前、支援魔法科の一年であるセロ＝ルーフィードに星決斗で負けたようだな。その後も何度か挑んでいるがいずれも勝ててはいないと」

　レイアは下した唇くちびるを強く噛かみ締しめた。当然と言えば当然だが試合の結果はオスティンの耳にも入っていたらしい。

「……申し訳ありません。攻撃魔法科の誇ほこりを穢してしまい」

「いや、今はそのことを追及しにきたわけではない。どうだ。悔くやしいか？　支援魔法科如ごときに公衆の面前で恥はじをかかされ、怒りを覚えることはないか？」

「当然ながら、忸じく怩じたる想いを抱いています。だからこそ再戦を続けているのですから」

「だが現状、勝てる見込みはない。そうではないか？」

　レイアは返事をしようとしたが、途と中ちゆうでやめて、俯うつむいた。なにを口にしたところで、言い訳になると思ったからだ。

「セロ＝ルーフィードに、勝ちたいか？」

「……もちろんです。誰に対しても、まして支援魔法科などにいつまでも負けたままでいたくはありません」

「そうだろう、そうだろう。そう思ってな、少し貴様の手助けをしてやろうと思ったのだ」

「……手助け、ですか？」

　レイアが顔を上げると、オスティンは綺き麗れいに整えた髭ひげに指を添えた。

「貴様の一族は確か火属性の魔法を使うことで知られていたな。ただ、貴様自身は氷の魔法しか使うことが出来ない。そのことで問題が生じているのではないかね？」

「それは……はい、そうですね」

　オスティンは学年主任として生徒の個人的な情報を把は握あくしている。誰かが入学面接の際に、レイアの両親からそれとなく聞いたことが、書類に記されたのかも知れない。

　レイアとしては今、一番触ふれられたくない話題ではあった。同じ生徒であれば怒ど鳴なりつけてやるところだが、相手が相手だけに頷うなずくことしか出来ない。

「だが――ある方法を使えば、貴様に『火』の魔法を使わせることが出来るとしたら、どうする？」

「……え？」

　予想外の質問に、レイアはすぐ答えることが出来なかった。そんなことが起こり得ると、考えたこともなかったのだから当たり前だ。

「そ……そんなことが出来るんですか？」

「出来る。無論、貴様が協力すればの話だがな」

「します！　何でもします！……でも、本当に？」

　信じられない話だった。オスティンを疑うわけではないが、本人に適性のない属性の魔法を後天的に、しかも人の手で芽生えさせるなど、聞いたことがなかった。

「ああ、出来るとも。尤もつとも吾わが輩はいがやるわけではない。ここにおられるお方の力の賜たま物ものだ」

　オスティンが恭うやうやしく頭を垂れて下がると、代わりにフードの人物が前に出た。

「あの……失礼ですが、どなたなんですか？」

　泰たい然ぜんとしているだけなのに妙な威い圧あつ感のある相手を前にレイアが戸と惑まどって、オスティンに尋たずねると、彼は微笑みを浮うかべながら言った。

「このお方こそ、我わがルーフィード学園の頂点にして唯ゆい一いつ無む二にの称しよう号ごう【星統べし魔導の王】を持つ人物――マギアス学園長だ」

「……ええ!?」

　突然明かされた事実に――レイアは呆ぼう然ぜんとなった。

　初代学園長セロ＝ルーフィードを除けば、世界でただ一人、魔導王を名乗ることのできる人間。まさしく最強と呼ぶに値する魔導士だった。

　フードの男は一言も喋しやべることなく、襟えり元もとから何かを取り出す。

　それは星を象かたどった黄金の紋もん章しようで、中央には細かな宝石が五つ嵌はめ込まれていた。

　レイアも文ぶん献けんでのみ見たことがある。

　星は魔法を、宝石はそれを代表する属性を表す。つまりそれを手にしている者は、魔法そのものを手中に収めていることを意味していた。ルーフィードの校章が似ているのは、元々が初代学園長に与えられたものを模したからと言われている。

　その――魔導王の資格を示す証を。

「本物の、魔導王……」

　まさかこんなところで相対することになるとは思っておらず、レイアは頭が真っ白になるのを感じた。

「マギアス学園長のお力でレイア、貴様に火属性魔法の才を授さずけてやる」

　確かに、彼ならば、全ての魔導士を超えた王たるマギアスならば、そんなことも可能かもしれない。目の前に提示された称号には、そうしたことを十分に期待させる力があった。

「お……お願いします、学園長。あたしに出来ることなら、なんでもします。だから、火の属性魔法を！」

　フードの人物は、縋すがりつく想いで言ったレイアに対して、微かすかに頷く。

「安心しろ。ただし……条件がある」

　詳しよう細さいは分からないものの、希望を見み出いだしたレイアを――。

　オスティンは黙って睥へい睨げいしてから、再度、口を開いた。

「貴様にはあることをしてもらおう。望みを叶かなえたければ、な」




「悪い、チェスカ、ラム、待たせたな」

　レイアと最後の星決斗をしてから、しばらく後。

　セロはフィオナから現状に関しての報告を受けた後、二人と待ち合わせをしていた支し援えん魔ま法ほう科の教室に戻った。放課後、チェスカの防御魔法指導をすることを約束していた為だ。

　ラムもまたその話を聞いて、自分も見てみたいと希望してきたのである。

　だが扉とびらを開けると、誰の姿もない。

「ん……？　どこへ行ったんだ」

　あの二人の性格からして、待ち飽あきて帰ったということはなさそうだ。何か急な用事でもあったのだろうかと訝いぶかしんでいると、

「セ、セロ。ここにいたのか」

　背後から声がかかって振り返ると、そこにはノアという名を持つクラスメイトである男子生徒が居た。どこか焦あせっている様子だ。

「すまない。ちょっと来てくれないか。大変なことが起こった。く、詳くわしく説明していると長くなるから、とにかくついてきてくれ」

　ノアは言って、急ぎ足で先導し始めた。

　妙な反応をおかしく思いながらも、セロは後を追う。

「なあ、チェスカとラムを知らないか。二人とも居ないんだが」

「あ、ああ。実はその二人に関係することなんだ」

「……どういうことだ？」

　ノアは答えず階段を上がるとそのまま、本校舎の二階へと上がっていく。

「おい、そっちに行ってもいいのか。オレ達たちは支援魔法科だが」

　気にする必要がないといえばないが、下手な面倒事に巻き込まれるのも億おつ劫くうだった。

「安心していい。副学園長が許可を出してくれた」

「……フィオナが？　まあ、そうか」

　彼女ならあるいはそういうこともあるかもしれない。

　セロは納なつ得とくして、ノアに案内されるままついていった。通常であれば攻こう撃げき魔法科の生徒で溢あふれているであろう校舎内には誰の姿すがたも見えず、不気味なほどの静せい寂じやくに包まれている。

（妙だな。いくら放課後とはいえ、一人も居ないとは）

　支援魔法科である以上、性質たちの悪い輩やからに絡からまれることはある程度覚かく悟ごしていたが、その心配は必要ないようだ。ノアはそのまま廊下を歩き、ある教室の前で足を止めた。

「ここだ。先に入ってくれ」

　悪いな、と断りを入れてからセロは扉に手をかけて開く。

　室内へと一歩、足を踏ふみ入れたところで――。

「セ、セロさん……」

「セロセロ……！」

　チェスカとラムが居るのを見て、セロは立ち止まった。

　いや、彼かの女じよ達たちだけでなく他に、男達の姿もある。

「ようやく来たか。ノロマな支援魔ま法ほう科」

　先頭に立っているのはジョアだった。しかも後ろに控ひかえていた彼の取り巻きである生徒二人が、それぞれチェスカとラムの体に手を回し、拘こう束そくしている。

「どういうことだ、これは」

　事情を尋ねようと振り返ったセロの目に、教室の扉に鍵かぎをかけるノアの姿が映った。彼は背を向けたまま、押おし殺したような声で言う。

「……悪い、セロ。友達と居たらこいつらに脅おどされて。セロを連れてこなければ酷ひどい目に遭あわせるって。断ろうとした友達は攻撃魔法でやられて……だから……ごめん……！」

　己の行いを心底から悔くいるように、ノアはその場に膝をついて、顔を覆おおった。

「お前は罠わなに嵌められたんだよ。間ま抜ぬけ」

　ジョアが耳みみ障ざわりな声で笑った。

「支援魔法科如きが偉えらそうにしやがって。仕置きしてやるから、そこを動くな」

　セロは再び前を向き、ジョアと向き合う。彼と他の二人の生徒は同時に魔力を放出した。

「正せい攻こう法ほうで勝てないから人ひと質じちをとって一方的にやろうっていうのか？　支援魔法科を相手に？　お前に攻撃魔法科としての誇りはないのか」

「うるさい！　もうそんなことはどうでもいい！　お前を痛めつけなければ気が済まないんだよ！　大人しくしておけ。もし少しでも妙な真ま似ねをすれば、後ろの二人がお前の大事なクラスメイトを傷つけるぞ!?」

　血走った目で叫さけび、ジョアは手を翳かざしてくる。

「…………。了りよう解かい」

　ため息をついて、セロは両手を上げた。ジョアは引きつったような笑いを浮かべる。

「そうだ。それでいい。支援魔法科のあるべき姿ってやつだ」

「セロさん、申し訳ありません。わたくし達のせいで……」

「……急に襲おそわれて、抵てい抗こうできなくて」

　泣きそうになっている二人に対して、セロは首を振る。

「気にするな。ところでジョア、さっきから気になっていることがあるんだが」

「あ？　なんだ？」

「窓の外にいるのも、お前の仲間か？」

「なに!?」

　ジョアと取り巻き二人が後ろを向いた。だがそこには何もない。

「間抜けはどっちだ、馬鹿が」

　セロは素す早ばやく魔力を放出し、地面に手をついた。即そく座ざに転移の呪じゆ文もんを詠えい唱しよう。空間を飛び越こえてジョア達に近付き、取り巻き二人に指を突きつける。

「――【転翔フルチエイン】」

　ジョアの取り巻き達が空間から消失し、一いつ瞬しゆん後に激しい音と共に後ろの壁へ叩たたきつけられた。セロはチェスカとラムを自分の懐ふところへと引っ張り込む。

「な、なんだと、卑ひ怯きようだぞお前！」

「どの口が言うんだよ」

　狼狽うろたえるジョアにセロは同じ魔法を使い、後方へと飛ばした。彼は教室の机を巻き込みながら壁に背中を打ち付け、「げぶっ」と鈍にぶい声を漏らすと、倒たおれ込む。

「大だい丈じよう夫ぶか、チェスカ、ラム」

　様子を窺うと、何故かチェスカもラムも顔を赤くしていた。どうしてだろうと思って、すぐにセロは自分が彼女達を抱だき止とめていることに気付く。

「おっと悪い」

「は、初めて男の人に抱き締められちゃった。照れるもんだね。ありがとう、セロセロ！」

　ほてる顔を手で扇あおぎながら、ラムはセロから離れた。

「……ん？　チェスカ？　どうした？」

　全く微び動どうだにしないチェスカにセロが声をかけると、彼女は「はう!?」と体を竦すくませてから、距きよ離りをとる。

「い、いえ、別になんでもありません！　セロさん、ありがとうございました！」

「……もしかして堪たん能のうしてた？」

　ラムが面白がるように目を細めると、チェスカは耳と尻しつ尾ぽを勢いよく立てる。

「し、してません！　あの、セロさん、先さき程ほどの魔法はどうやって？」

「転動と飛ひ翔しようを組み合わせた魔法だ。相手を強制的に任意の場所へ飛ばした直後、体を魔力的な空間に包み込んで動きを操作し、吹ふき飛ばす」

　飛翔をかけるだけでも出来るが、相手に同様の魔法を使われると魔ま力りよく圏けんが上書きされ、術者の影えい響きよう下でなくなってしまう。その為、予期せぬ転移によって隙すきを作り、その間に別の魔ま法ほうを発動させるという仕組みになっていた。

「支援魔法の効果を混ぜちゃったんだ。本当、独特な使い方するよね、セロセロってば」

　ラムは感心したように言う。

「……しかし奴やつら、本当に人質をとってオレを倒そうとしたのか？」

「どういうことですか？」

「いや、あまりに作戦が単純過ぎるというか。ジョアもこんなことが本当に上手くいくと思っていたのかと――」

　セロがチェスカに答えようとしたその時だった。

「騒さわがしいぞ！　何をしている！」

　何者かが扉を開けると共に、大声を出す。セロ達が振ふり返ると、そこには学年主任のオスティンが立っていた。彼かれはセロと、そして傍そばで倒れている三人を見る。

「……貴様、セロ＝ルーフィード。無断で魔法を使ったな!?」

「さてな」

「いえ……使われました、オスティン先生」

　呻うめきと共にジョアが体を起こし、顰しかめ面つらをしながら報告した。

「僕ぼくは支援魔法科のセロに呼び出され、この教室に来たところ――死角から魔法による襲しゆう撃げきを喰くらいました。そこで気を失っている二人も同様です」

「う、嘘うそです！　ジョアさんがセロさんを呼び出したんです！」

「そ、そうだよ、しかもわたし達を人質にとって……！」

　チェスカとラムがそれぞれ主張するが、オスティンは鼻を鳴らすだけだ。

「薄うす汚ぎたない支援魔法科の奴らめ。でたらめを言うな。セロが無む抵てい抗こうのジョアを攻こう撃げきしたんだろう。噂うわさに聞く、例の妙な支援魔法を使ってな」

「……やれやれ。もしそうなら、どうするっていうんだ？」

　セロの問いかけにオスティンは自身の髭に指先で触れ、厭いや味みったらしく弾はじいた。

「決まっているだろう。実習と星決斗以外で、生徒が学園内において許可なく魔法の使用をすることは校則で禁じられている。――これは懲ちよう罰ばつを与えなければならないな」

　オスティンが手を上げると、廊下から男達が現れた。全員ルーフィード学園の教師だ。

　そういうことか、とセロは呟いた。恐おそらく初めからこういう展開にするつもりで、オスティンはジョアと組んでいたのだろう。

　支援魔法科の生徒が攻撃魔法科の生徒を一方的に痛めつけた――そういう図式にすれば公然とセロを処分することが出来る。再起不能なほどに追い詰つめるか、あるいは、最悪の場合殺してもいいと、そこまで考えているのかもしれない。

（教師が生徒にやることか、まったく）

　呆あきれて物も言えないとはこのことだ。

「しかし、どうした、オスティン主任。ひょっとして恐こわくなったのか？」

「……なに？」

「オレがレイアを星決斗で倒したから、不安でも覚えたか。もしかしたらこいつは、自分の出した条件を成功させてしまうかもしれない、と。だからこうやって無理やり排はい除じよしようとした。違ちがうか？」

　オスティンは無言のまま、セロを睨にらみ付けて来た。肯定しているようなものだ。

「学年主任ともあろう奴が器の小さいことだ。お前みたいな奴を雇やとっているなんて――今の学園長も、大したことがないな」

「貴様……マギアス様を愚ぐ弄ろうする気か――ッ！」

　オスティンだけでなく教師達全員がいきり立った。ここにいる全員が現学園長支持派である、ということだろう。

（マギアス……それが今の学園長の名か）

　無論、本名であるとは限らない。【星統べし魔導の王】からとったものかもしれなかった。ただ、ほんのわずかでも事態が前進したことは確かである。

「脈動せし魔の赤熱、我が意志によって導かれん！」

　金色の光が迸ほとばしった。オスティンの体から迸った魔力が、教室全体をあまねく照らし出す。

（強さは第一位。腐くさっても、ルーフィードの学年主任を担になっているだけのことはある）

　オスティンは己おのれの前に出した手を、力強く握にぎりしめた。

「学園長を侮あなどった罪、この吾わが輩はいが代わって戒めてやろう。鳴け、【炎舞蛇フレア・イデス】」

　オスティンが腕うでを振ると、彼の魔力が言葉に従い、炎と化して八つに分かれた。それらはやがてうねりを帯びながら伸のび、先せん端たんが膨ふくれ上がると、ある形を作り上げる。丸みを帯びた頭ず蓋がい、大きく裂さけた口から覗のぞく二つの尖とがった牙きば、喉のどの奥おくからちろちろと躍おどる舌――蛇へびである。

「私は【幻炎のヴイジヨン操手・アグニア】と呼ばれた攻こう撃げき魔導士だ。加えてここに揃そろえた教師達はいずれも実力者ばかり。リーグとレイアを打ち倒したからといって所しよ詮せんは学生。これほどの数に敵うはずがない。――さぁ、貴様達もやれ！」

　オスティンの呼びかけで、教師達もまたやる気を取り戻し、次々と魔力を顕けん現げんさせた。全員が彼かれ程ほどではないものの、銀の域には達している。それぞれの手に、風が、雷かみなりが、水が、土が、光が、指令を待つように展開される。

「セロ＝ルーフィード。貴様の存在はルーフィードにとって……攻撃魔法科にとって害悪だ！　ここで吾輩達が直接、処分する――ッ！　行け！」

　主人であるオスティンから命を下され、炎ほのおの蛇へびはそれぞれが不規則な動きを見せながら、セロの下に殺さつ到とうした。同時に他の教師達の魔法もまた向かってくる。

「飛翔の魔法を利用した対たい抗こう手段は無む駄だだぞ。この蛇達には自らの意志がある。魔力的な反応を察知し自ら避よけるのだ！」

　オスティンの言う通り、蛇達はそれぞれが独自の動きを見せ、ある者はセロを縛しばり付けようと体を狙ねらい、ある者は頭に喰らいついて焼き尽くそうと巨きよ大だいな口を開けた。まるで本当の命を与えられているかのようだ。

　レイアの使っていた氷の槍やりは彼女の操作によって動くものであった為、ある程度、軌き道どうの予測は出来た。だがこの蛇達に関しては個々が自由自在に相手を攻撃する為、先読みすることは難しい。しかも数が格段に多かった。対処にはかなりの困難を伴ともなうだろう。

「轟ごう然ぜんと構えし魔の鉄てつ壁ぺき、我が意志によって導かれん。――【堅盾マジクシールド】」

　セロが魔法を唱えると己を中心として一定範はん囲い内ないが黄土色をした半はん透とう明めいの膜まくによって覆われる。オスティン達の魔法はそれに激げき突とつし、霧む散さんした。

「防ぼう御ぎよ魔法か。無駄な真似を！」

　言ってオスティンは手を掲かかげる。再び炎の蛇達が現れたが、大きさが明らかに変わっていた。更さらに数が先程より増している。教室中が灼しやく熱ねつ色に包まれた。

　教師達もまた新たに魔法を生み出し、それをぶつけてくる。

　だがそれでも尚、セロの防御結界は彼らの攻撃を防ぎ続けた。

「頑がん丈じようだな。少ない魔力をほぼ全て引き出し、注ぎ込むことで強度を実現させているか」

　オスティンは気に入らないというように舌打ちした。

「凄すごい……わたくしの展開した防御結界とはまるで違う」

　背後でチェスカが呆あつ気けに取られたように囁く。

「なに、お前も学んでいけばいずれはオレ以上の結界を展開できるようになるさ」

　後ろを向いてセロが笑いかけると、チェスカは嬉うれしそうに頷いた。

「ふん……だが、所詮は防御結界。魔法を防ぐだけの代しろ物もので対抗する術もあるまい。いずれは壊こわれて終わりだ！」

　嘲ちよう弄ろうするようなオスティンの物言いに、後ろの教師達もその意見に追つい随ずいするように下げ卑びた笑えみを浮かべる。が――、

「魔法を防ぐだけの代物？……そうか、防御魔法もその程度の認識か」

　セロの言葉に彼らは一様に怪け訝げんな顔を作った。

「見せてやろう。お前達に――防御魔法の可能性を」

　瞬しゆん間かん、オスティンが放った炎の蛇がセロの防御結界に喰らい付くと、小さな音が鳴った。

　それは連続的に響ひびいていき、同時に壁に皹ひびが生じていく。

「セロさん、このままでは結界が……！」

　チェスカの悲痛な響きに応こたえるように、亀き裂れつは数と大きさを増していき――。

　やがて、派手な音を立てて砕くだけ散った。

「……くく……はははははは！　なにが可能性だ！　見ろ！　吾輩の言う通り木っ端微み塵じんと化したではないか！　所詮は支援魔法、攻撃魔法に及およぶところでは……あ？」

　勝ち誇った笑いを奏かなでていたオスティンの顔色が、途中で変わる。彼の後ろに居る教師達の表情も、余よ裕ゆうあるものから驚きよう愕がくへと移行していった。

「え……？　な、なにか、セロセロの魔力……変わってない!?」

　ラムの言葉を、轟ごう、という音が掻かき消した。派手に燃え盛る光の奔ほん流りゆうによるものだ。

　セロの体から、凄まじい魔力の渦うずが迸っていた。その勢いは、オスティン達のそれを呑のみ込む程ほどに激しく――更には眩まばゆい程の黄こ金がね色いろを宿していた。

「あ、ありえない、紫むらさきの魔力が金に!?　今まで意図的に魔力量を抑えていたのか!?」

「いいや。全てを発揮したところで、オレの魔力は紫が限界だ」

　愕がく然ぜんとするオスティン達に対して、セロは口こう端たんを上げる。

「分からないか？――防御結界による効果は、魔法を防ぐことだけじゃないということさ」

　オスティンはセロの言葉に目を剥むき、やがて、頭に手をやった。

「……なんだと……まさか……いや、しかし……しかし！　そんなことが出来るのか!?」

　そのまま丁てい寧ねいに整えられている髪を掻き乱し、髭を掴つかんで引っ張る。

　一人、混乱している様子を見せるオスティンに他の教師が声をかけた。

「学年主任!?　一体なににお気づきになったのですか!?」

「分からんか、無能どもめ！　こいつは吾輩達の攻撃魔法を防いでいただけではない！」

　顔面蒼そう白はくとなった状態で、オスティンは乱れた髭を直すこともせず、セロを指差す。

「吾輩達の攻撃魔法を砕いた上で、そこに込められた魔力だけを吸収し――壁を自ら崩ほう壊かいさせることで、それらを一時的に己の物としたのだ！」

「え、ええ!?　いや、ですが、防御魔法にそのような効果は!?」

「あるわけないだろう！　なんだなんだ貴様は!?　なぜそんなことが出来る!?」

　完全に冷静さを失っているオスティンに、セロは軽い口調で答える。

「言ったろ。これが、防御魔法の可能性だ」

　防御結界が攻撃魔法の侵しん入にゆうをただ阻そ害がいするのではなく、霧散させることに着眼した結果――セロはこの方法を生み出したのだ。

「ジョア、怪け我がをしたくなければそこから逃にげろ」

　セロが忠告すると、ジョアは泡あわを食ったように取り巻き二人を引きずり教室の隅すみへと避ひ難なんした。その様子を見た教師達も背を向けるが、そちらは時既すでに遅おそし。

「さぁ、オスティン。教育の、時間だ」

　セロは笑みを浮かべながら、呟つぶやいた。

「【紫雷咆哮ライガ・ブラスト】」

　刹せつ那な、鼓こ膜まくをつんざくような轟ごう音おんが鳴り響き、網もう膜まくを強きよう烈れつに焼き付ける閃せん光こうが広がった。

　セロの放った最上級の雷属性攻撃魔ま法ほうが炸さく裂れつしたのである。加えて溜ため込んだオスティン達の魔力を惜おしみなく投入することによって、途方もない威いり力よくを実現していた。

　オスティン達は急いで防ぼう御ぎよ魔法を展開するが、あっさりとそれは破られ、破は壊かいされる。

「っ――ああああああああああああ！」

　そのまま彼らは膨ぼう張ちようする黄光に巻き込まれると、派手に吹き飛んだ。

　教室の壁が大きく砕け散り、彼らは外に放ほうり出される。

　セロは手早く飛翔の呪文を唱えてオスティン達を保護。気絶している者を全員、下の地面へとゆっくり下ろした。

「……ちょっとやり過ぎたな」

　セロは巨大な穴の空いた教室の壁を見て、頬を掻く。ここまで強い攻撃魔法は久ひさし振ぶりにやった為、加減が分からなかったのだ。

　ひとまず直ちよく撃げきは避けたし、オスティン達が死ぬようなことはないだろうと結論づける。

「ぼ、防御魔法を利用して、こんな強力な攻撃魔法を発動するなんて……」

「……さすがに埒らち外がいだよ、セロセロ」

　チェスカとラムが教室の惨さん状じようを前に息を呑んだ。

「言ったろ、チェスカ。防御結界にはまだ他の利用法があるってな。習得には少々時間がかかるが、お前が望むならオレが教えるぞ。どうする？」

　セロが首を傾かしげると、チェスカは何度も頷く。

「ぜ、ぜひお願いします！　防御魔法は、ただ攻撃魔法を防ぐだけのものじゃない……素す晴ばらしいです。わたくし、支援魔法の才能を与えられたことを、誇りに思います！」

　立ち上がって、セロに向かって身を乗り出し、両手を握りしめるチェスカ。

　彼かの女じよの喜びように、セロもまた胸が熱くなるのを感じた。

「そうか！　そうだな。支援魔法は素晴らしい魔法だ。攻撃魔法にも劣おとらない！」

「うん……そうだね。セロセロが言ったら信じられる気がする！」

　ラムもまた嬉しそうに、告げる。

「ああ、それは何よりだ！……さて、と。それはそれとして、オスティン達のことをフィオナに報告して対策を――」

　そう、言いかけたところで。――セロは不意に、背筋がぞくりと粟あわ立だつのを感じた。

　素早く呪文を詠唱し、再び防御魔ま法ほうを展開する。

　直後に爆ばく音おんが轟とどろき、セロを襲おうとした火球は魔力の壁に当たって砕け散った。

「こ、攻撃魔法!?　誰だれが!?」

　チェスカが悲鳴を上げる。セロは火球の飛んできた方向――教室の外側を見た。

「やれやれ。どうしても先にやらせてくれって言うから任せたけど……やっぱりオスティンじゃダメだったか」

　セロの空けた壁の穴の向こうに、誰かが姿を現す。

　飛翔の魔法によって浮かんでいたのは、

「……お……お姉、ちゃん……？」

　チェスカが信じられないというように呼んだ。そう。そこにいたのはレイアである。

　だが、セロは首を横に振った。

「待て。……外見は確かにレイアだが中身が違う」

　先程の口調は普ふ段だんの彼女とは違っている。更に目が不気味なほど黄金色に光っていた。

「さすがだね。すぐに見み抜ぬいたか。初めまして、セロ＝ルーフィード」

　レイアの内にいる何者かは胸に手を当て、華か麗れいな仕草で一礼した。

「ボクはマギアス。このルーフィードの――学園長さ」

「……なに？」

　まさかこんなに早く出会えるとは思っておらず、セロは素す直なおに驚おどろく。

「近ちか頃ごろ評判の高いキミの力を一つ試ためしてみようと、ここに馳はせ参さんじた次し第だいだよ。ただボクは照れ屋で、本来の自分の姿でキミと会うことが出来ないんだ。だから、この彼女の体を器として利用させてもらった」

「……。なるほどな――【分ぶん霊れい術】か」

　見当がついてセロは、短く息をついた。極きわめて高度な魔法の一つだ。

　自らの魂たましいを魔力によって包み、複数に分けるのである。またそれらを他人の体に移すことで、その者の意識を乗っ取り、我が身みのように操あやつることが出来た。驚きよう異い的てきなのは憑ひよう依いする対象の能力に関かかわらず、また相あい性しようも問うことなく、術者の魔力をそのまま使うことが出来ることだ。
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　行使するには魔力操作に相当の技術が必要で、下手な者が行うと分けた魂がその場で消えてしまう恐れがある。その場合、本人の魔力量が極きよく端たんに減ってしまうという弱点があった。類型としては攻撃でも支し援えんでもなく、言うなればセロの編み出した【転生術】に似て、属性ではなく魔力そのものを操作する技である。

　だが転生術と違うのは、本人から極端に離はなれた相手には使えないということだ。よってセロがやったように、広い範はん囲いで長い時間をかけ器を探すということが出来ない。分霊術の場合、魂が魔力に包まれた状態で長く外を彷徨さまよっていると、やがては殻からが剥はがれて中身が露ろ出しゆつし、そのまま消失してしまう。

　加えてもう一つの違いは、本人の同意が必要であるということだった。

　セロのように死体に対して分霊術を使った場合、動かせるのはもって数分程度で、すぐに魂が抜ぬけてしまうことが確かく認にんされている。これは分霊術がいわば『乗り移って欲ほしい。乗り移られても構わない』という本人の意志によって、対象が術者の魂を強ごう引いんに繋つなぎ止めているからだと言われていた。そもそも意識のない亡なくなった者にはそれが出来ないというわけだ。

　だが欠点を抱かかえつつも、他人の姿を見られたくない理由のある魔導士が外へ出る際、契けい約やくした人間に対して使うことはよくあった。

「よく知ってるね。使える魔導士自体が少ないから、あまり広まっていないんだけど」

「魔法に関しては多少、人より詳しいもんでな。だが一体どうやってレイアの体を借りた」

「簡単だよ。『少しの間だけボクの魂を宿す器になれば、キミの望む火の属性魔法を使えるようになる』、そう持ち掛かけたら一も二もなく乗ってきた。彼女、よほど自分の使う攻撃魔法が気に入らなかったようだね」

「なんだと……？　いや、しかしそれは」

　言いかけたセロはしかし、レイア――いや、彼女の姿をしたマギアスが、手を翳しているのを見て警けい戒かいした。

「灼熱せし魔の身み震しん、我が意によって導かれん」

　呪文の詠唱と共に、凄すさまじい量の魔力がマギアスの身から溢れた。まるで太陽かと見み紛まがうばかりの、輝かがやかしい金色の光が辺りを広く照らす。

（これで分霊状態の魔力量か……）

　魂を分けた分、魔力の大部分が減っているだろうに、勢いから察するにして、少なくとも放出量においてはオスティンのそれを遥はるかに凌りよう駕がしていた。

「さすがに、魔導王の名は洒落しやれじゃないってことだな」

「少しキミの実力を見せてもらうよ。頼たのむから――すぐに死なないでくれ」

　マギアスが微笑ほほえみと共に、魔法を発動しようと口を開く。

「天空を薙なぐ魔の翠りよく線せん、我が意によって導かれん。――【疾衝撃ウイン・レイダー】！」

　が、それより早くセロの背後から高い声が放たれ、同時に傍を轟風が駆かけ抜けた。それは教室の机や椅い子すを派手に切り裂きながら、レイアの姿をしたマギアスを直撃する。

　不意打ちを喰らったマギアスはそのまま遥か後方へと吹き飛ばされていった。

「セロ様、ご無事ですか!?」

　荒あらい足音と共に、隣となりにフィオナが現れる。

「ああ。助けに来てくれたのか、フィオナ」

「はい。騒ぎを聞きつけまして……他の皆みんなも大丈夫!?」

　フィオナから尋ねられて、チェスカ達は戸惑うような顔をしながらも頷いた。

「フィオナ、相手はマギアス――現学園長だ。すぐに戻もどってくるだろうが、ここで戦うのは不利だ。一いつ旦たん、外に逃げるぞ」

「マギアス？　え、ですが先程の人物はレイア＝フランミストでは……」

「分霊術を使って操ってるんだ。細かい話は後にして、ひとまずここを出るぞ！」

　セロは自分とフィオナ達に飛翔の呪文をかけた。そのまま空中を移動し、大きく空いた穴から教室を出ると、地上に降り立つ。校舎前の広い庭には、幸い他の生徒の姿はない。あるいはオスティンが邪じや魔まにならないよう、大部分を帰らせたのかもしれなかった。

「チェスカ、ラム、お前達は下がっていろ」

「で、ですがセロさん、どうしてお姉ちゃんが別の男性の声で……しかも先程、学園長と」

「学園長が魔法を使って、自分の魂の一部をレイアの中に入れたんだ。……すまないが詳しく説明するには時間がない。今はオレに従ってくれ」

　強引に話を断たち切ると、チェスカはセロの真しん剣けんな顔を見て、ラムと共に大人しく距離をとった。

「酷いじゃないか、副学園長。ボクに遠えん慮りよのない攻撃魔法を使うなんて」

　前方で倒れていたマギアスが起き上がり、肩かたを竦める。やはりというべきか、傷一つ負っていない。咄とつ嗟さに防御魔法を展開したのだろう。先程の魔力量があれば、生半可な攻撃魔法では彼に傷一つ負わせることは出来ない。

「顔も見たことのない相手を前に敬意を払はらえというのも、無理な話でしょう」

　フィオナがセロを庇かばうようにして前に出る。

「まあ、それもそうか。正体を隠かくすというのも色々と不備があるなぁ」

　言葉とは裏腹に、マギアスの口調には一いつ切さいの感情が窺うかがえなかった。教師からの信しん頼らいなどどうでもいいと思っているかのように。

「ところでマギアス、質問があるんだが……お前、レイアに全部説明したんだろうな。分霊術、あれは――術者本人が解除しない限り、宿主が死ななければ魂は器から解放されないんだぞ」

「……え？」

　セロの指し摘てきに、背後のチェスカが動どう揺ようしたように、声を震ふるわせた。

「なんだ、そんなことか。そんなことするわけないじゃないか。する必要もないんだから」

「……する必要がない、だと？」

「うん。どうせキミの力を試した後は解放するつもりだったんだから、別にいいだろう？」

「もしオレがお前を倒せるような人間だったら、どうするつもりだ」

「ははは、新入生なのに、すごい自信だね。でもその時は、その時かな」

　マギアスは人好きのするような笑え顔がおで、あっさりと告げてくる。

「この子が死ぬまでキミを攻撃し続けるだけだよ。肉体が使えなくなればボクは術を解除、器を出て元の自分に戻ればいい。ボクには何の損もない」

「……お前……自分の目的の為ために、生徒を犠ぎ牲せいにするつもりか」

　セロの中で、感情に熱が入り始めた。それは徐じよ々じよに、だが確実に膨れ上がっていく。

「それでも、この学園の長か！」

「そうだよ。長だ。つまりこの学園はボクのもの。だったら何をしても自由だろう？」

　自らの思想に何の疑念も抱いていない――そんな調子でマギアスは言った。

「そうでもなければ、学園の支配者なんて面めん倒どうなこと、やってはいないよ」

「自分が何を口にしているのか、分かっているのですか、学園長！　いくらなんでも先ほどの発言は問題ですよ!?」

　フィオナが追つい及きゆうするが、マギアスは羽虫でも払うように手を振る。

「そうだね、広まるのは不ま味ずい。だから副学園長、いや――」

　あまりにも簡単に。まるで路ろ傍ぼうの石を排除するようにして。マギアスは、言った。

「ここにいる全員、全すべて殺すことにしよう」

　チェスカとラムの悲鳴が上がる。あれほどの魔力の強さを持つ人物だ。嘘ではないと確信したのだろう。

「つくづく疑問だな。こんな奴が学園長やっているっていうのは」

　千年の間に何かあったのか、あるいはマギアス自身が何かをやったのか。

　セロには判断つかないが、確かなことが一つだけあった。

「教え導く存在の生徒を、自分勝手な理由で利用し、弄もてあそぶ……」

　拳こぶしを音が鳴るほど強く握り、セロは強く叫んだ。

「マギアス――お前は越えてはならない一線を越えた。その酬むくいを受けさせる！」

　セロが発した絶対的な怒いかりを前に、マギアスはレイアの姿で、子どものように無む邪じや気きな顔を見せる。

「面おも白しろいね。なら、もうお喋しやべりは十分だ。見せてもらおうか、初代魔ま導どう王おうと同じ名を持つキミの力を――ねえ、セロ＝ルーフィード君？」

　マギアスは口端を上げながら、静かにセロに向かって手を伸ばした。

「いえ、セロ様……セロくんが相手をする必要はありません。私がやります。追い詰めて、術者自ら分霊術による憑依を解除させるよう無理やりにでも働きかけるわ」

　フィオナは言って、再び魔力を放出させた。金色の光だ。それはすぐに疾しつ風ぷうへと変わり、彼女の身を中心にして、天まで噴ふき上がった。

　フィオナは風の攻撃魔法を得意としており、その功績から千年前は【碧刃の妖精クロム・フエアリア】の二つ名で呼ばれていたのだ。

「へえ、キミ、やれるのかい？」

「試してみますか？　学園長。――【双霊嵐シル・フイシア】！」

　両手を左右に突つき出し、フィオナが唱えると、途と端たんに暴風が巻き起こる。

　衝しよう撃げき波はが大地を舐なめ、草木を土ごと根こそぎ千切り飛ばし、大量の砂すな埃ぼこりを巻き上げた。

　二つの巨大な風の渦――全てを巻き込み、切り裂き、砕き割る竜たつ巻まきが、巨大な獣けものの如ごとき轟ごう々ごうとした咆ほう哮こうを上げる。

「さぁ――疾はしりなさい！」

　フィオナの指示で風の唸うなりは大地を派手に削けずり、土ど塊かいを自らの体内に取り込みながら、マギアスの下へ迫せまる。普ふ通つうの人間が前にすれば、全てに絶望し膝ひざをつくような様相を呈ていする攻撃魔法。並の魔導士であれば、いや、それ以上であっても容易には対抗できない力を持っているのは明らかだった。

　そんな圧あつ倒とう的てきな現象を前に、マギアスは、状じよう況きようと相反するような呑のん気きな口調で告げる。

「まぁ、よく頑がん張ばった方だね。――炎よ、爆はぜろ」

　瞬間、マギアスを中心にして膨ぼう大だいな熱波が広がる。それは大地を瞬しゆん時じに炭化させながら走り、その過程にあったフィオナの竜巻を、いとも容易たやすく掻き消した。

　フィオナの顔が、愕然となったように固まる。

「なっ……そ、そんな、まさか……しかも今のは詠えい唱しよう魔法ではなく……」

「ああ。ただの魔力変化だ」

　呻くようなフィオナの声にセロは答えた。

　通常、魔導士が魔法を使う際はそれを顕あらわす言葉――呪文を口にする。あらかじめ共通認識的な単語を用意し、紡つむぐことで、使用したい魔法の内容を瞬時に頭に思おもい描えがくのだ。

　しかし逆を言えばそれは、別に特定の言葉を唱えなくとも魔ま法ほうによる現象を起こすことは可能であるということだった。

　だが、そうなると魔力はどうしても散さん逸いつ的にしか発揮できず、ただ漫まん然ぜんと属性に沿った効果を顕現するだけとなってしまう。それはつまるところ魔力を凝ぎよう縮しゆくし一つの形をとる物に比べると、威力が相当弱まってしまうということを意味していた。

　にもかかわらずしっかりした手順を踏ふんだフィオナの攻こう撃げき魔法を消失させたということは、単純に一度に発揮する魔力量が段だん違ちがいであるということの証左である。

「馬ば鹿かな……そんなことが起こり得るはずが……」

　信じられないような顔で呟いたフィオナに、マギアスはため息をついた。

「なんだ、もうそうなるのかい？　キミも他の魔導士と同じか。ならもういいよ。退場して。――燃えろ」

　瞬間、彼の体から大量の炎が噴き出した。それらは文字通り、火の海のようにして大地を移動しながら進み、黒こく煙えんを噴き上げながらフィオナに向かう。

「くっ……もう一度……！」

　フィオナは先ほどと同じ、巨大な竜巻を作り出すと対抗しようとした。だがそれらは炎の波の前に無力と化し、やがて一瞬で食い尽つくされて消えていく。

　魔法同士がぶつかった時、その勝敗を決めるのは使われた魔力量だ。となれば、フィオナとマギアスとを比べた時――残念だが結果は火を見るより明らかだった。

　それから何度もフィオナは魔法を駆く使しし、対抗する。無数の衝撃波が虚こ空くうを走り、どうにか炎の群れを食い止めようとした。だがいずれも無駄だった。まるで大型の獣に挑いどむ小さな虫のように、いとも容易く蹴け散ちらされてしまう。

「そ、そんな……ダメ……ダメ……！」

　ついに、フィオナは怯おびえたように後ろへ下がり始めた。その様子を、マギアスはつまらない物でも見るような目で見る。

「ふ、副学園長！　火が……火がこっちに！」

　チェスカ達たちが縋すがるようにフィオナに抱きつくが、彼女は既に普段の冷静さを逸いつしており、

「い――いやあああああああ！」

　自らを呑み込む炎を前に、悲痛な叫びを上げる。

「転動！」

　セロは魔力を発動し、詠唱。瞬時に、自分とフィオナ達を連れて離れた場所に移動した。

「へえ、近きん距きよ離り転移魔法か。噂通り見たこともない支し援えん魔法を扱あつかうね」

　マギアスは炎を消すと、セロ達の方に向き直る。

　事を面白がるような姿勢を崩くずさないマギアスを見たままで、セロはフィオナに言った。

「フィオナ、もういい。後はオレがやる」

「でもセロくん、このままだとレイアさんの命を奪うばう以外に、彼女の肉体からマギアスの分霊を放す方法が……」

「だ、駄だ目めです！　それだけは絶対に駄目……！」

　弾かれたように立ち上がると、チェスカがフィオナにしがみ付いた。

「お姉ちゃんを、殺さないで下さい……！」

「で、でもね、チェスカ……」

「お願いです。お願いですから……お姉ちゃんを、殺さないで……」

　必死に縋りつくチェスカの表情は、希望を失いかけている者のそれだ。

「お姉ちゃんはわたくしに笑いかけてくれました。一いつ緒しよに遊んでくれました。ずっと一緒に居ようねって、そう言ってくれたんです。たとえ今は、そうじゃなくても……わたくしは、そんなお姉ちゃんが今でも大好きで……だから……」

　チェスカにとって大切な存在。幼い頃ころから自分を照らし、癒いやし続けてくれた存在が今、目の前で居なくなろうとしている。そのことが何よりも恐ろしく、耐たえられないのだろう。

「……お願いです……セロさん……お姉ちゃんを、助けて下さい……！」

　チェスカは、喉の奥おくから絞しぼり出したかのような力のない声で――セロに言った。

　セロはマギアスを見つめる。年とし端はもいかない少女を騙だまし、肉体を奪い、思うさま操る男のことを。わずかな罪悪感もなく、寧むしろ事を楽しむように振る舞まう、最悪の現学園長を。

　そして、やがては堂々と。躊躇ためらいなく、いつも通りに。セロは、答えた。

「ああ。オレに――任せておけ」

「……セロくん、でもあの男はちょっとやそっとのことで憑依を解除したりは」

「そんなことをする必要はない。あいつの事情なんて知ったことか」

　不安げなフィオナに――そして、チェスカとラムに対してセロは頷うなずいた。

「攻撃も支援も、魔法っていうのはそんな単純なものじゃないんだよ」

　次いで挑ちよう戦せん的てきな笑みを浮うかべるマギアスに向けて、自身の魔力を発動する。

「あ、そ、そうだ、セロセロ、これ飲んで……」

　そこでラムが自身の提げていた鞄かばんから何かを取り出した。瓶びんに入った赤色の液体だ。

「わたしのお店で今度売り出す、魔道具だよ！　セロセロに見てもらおうと思って今日、持ってきてて。一時的だけど魔力量を回復するの。その分、効果が切れた後は戻るのに時間がかかるけど……さっきからずっと魔法を使ってるから」

「悪いな、高価な代物なんだろう？」

「ううん、いいの。でもその代わり、絶対にチーたんのお姉ちゃん、取り戻してね。事情はわたしには分からないけど、チーたんのあんな顔、わたし、もう二度と見たくないから！」

　意気込んで言うラムに、セロは微笑む。

「もちろん。オレも同じ気持ちだ」

　セロは瓶の蓋ふたをとると、一気に飲み干す。間もなく、身に纏まとう魔ま力りよくの勢いが増した。さすがラムお薦すすめの魔道具だと微笑む。

「さて……やるか」

　セロは呟き、マギアスに向かって走り出した。

「一体どうするつもりかな、期待の新入生くん？」

　マギアスは真まっ直すぐ向かってくるセロに対して次々と攻撃魔法を放つ。無造作で明確な形を持たないが、しかしそれは圧倒的な破は壊かい力りよくをもって襲おそいかかってきた。

　セロは防御結界を作り出し、次々とマギアスの攻撃魔法を防いでは、それらの魔力を吸収して逆に攻撃魔法を発動し、暴流とも言える勢いを持つ水を繰くり出して放つ。

「凄いじゃないか。防御魔法にそんな使い方があるなんて！」

　しかしマギアスは即そく座ざに魔力を変化させ、火か焔えんの壁かべを造り上げると容易く凌しのいだ。大量の水蒸気が噴ふき上がるも、セロの攻撃魔法は相そう殺さいされた。

　即座にマギアスは指を振ふり、無数の火球を自らの周囲に浮かび上がらせて放った。セロは飛ひ翔しようの魔法を利用し、動きを制せい御ぎよして跳はね返す。

　だが結果は先ほどと同じだ。マギアスは素す早ばやく別の攻撃魔法を発動して無効化する。フィオナが不意打ちした時のように防御結界を使わないのは、セロが支援魔法を駆使するのに対して攻撃魔法のみで戦おうとしている為か。

（つまり今の戦いはこいつにとってその程度の余興。完全にこっちを侮ってるわけだな）

　その証しよう拠こにマギアスは、セロがどれほど彼かれの見たことのない支援魔法を扱おうと、一切余裕を崩していなかった。

「ははは、なるほど、話には聞いていたけどよくやるね。だけど、いくらやっても、支援魔法は支援魔法。圧倒的な攻撃魔法の前には意味をなさないんだよ！」

「……さてな。全てを知っているような顔でそういうことを言ってると、痛い目を見るぞ。お前はまだ支援魔法がもつ本当の力を、見ていない。――【飛翔】」

　セロは立ち止まって、魔法を発動した。

　魔力領域が世界の法則を掌しよう握あくし、セロの体をゆっくりと浮かび上がらせる。

「なにかと思えば……また飛翔かい？　もうそれは存分に見せてもらったから――」

「広域展開」

　呆あきれたように言っていたマギアスは、突とつ如じよとして起こった周囲の変化に口を閉ざした。

　セロの周りを覆おおっていた半透明の膜、魔力的な空間が音もなく範囲を延ばし、辺り一帯を広く包み込んだのだ。

「――落ちろ、【重鎖縛地グラヴイデイア】」

　セロは素早く呪じゆ文もんを唱えた。――轟音が鳴り響き、マギアスの周りにある大地が急速に沈しずむ。その中心に居た彼もまた倒たおれ込んだ。

　正体不明の束そく縛ばくから逃のがれようとするマギアスはしかし、指先一つまともに動かすことが出来ない。まるで不可視の巨きよ人じんに上から足で押おさえつけられているかのようだった。

「これは……!?　まさか……ボクの体を魔力による空間操作で……！」

「ああ。押さえつけている」

「……なるほど。術者を浮かび上がらせることが出来るなら、相手を逆に押さえつけることも出来ると。でも……いつまでもこのままってわけには、いかないんじゃないのかな」

　マギアスの指摘は正しい。先ほど唱えた防御魔法によって吸収した彼の魔力はまだ十分な量があるものの、永遠に利用できるわけでもなかった。――しかし。

「まあ、見ていろ」

　セロは言い放った直後、自らの体を疾風と化した。視し認にんすることが不可能なほどの速度で飛行し、高く上空に浮かび上がる。

　更には――未いまだ微び動どうだに出来ないマギアス目め掛がけて、突き進すすんだ。

　マギアスは自らに起こる事態を想像し、初めて表情を崩した。わずかに自由を取り戻した体で逃げようとするが、もう遅い。

　セロは魔力の殻に包まれたまま、人じん智ちを超こえた速さと勢いでマギアスに突とつ撃げきした。

　爆ばく撃げきを受けたような音が大地を揺ゆるがせる。大量の砂さ塵じんが巻き上がる中、セロは立ち上がった。自らの周囲には、巨大な陥かん没ぼつが出来上がっている。

「……さすがに驚いたよ。飛翔の法則変化を駆使してここまでの攻こう撃げきを」

　わずかに離れた場所で、マギアスが笑みを浮かべていた。瀬せ戸と際ぎわで自由を取り戻し、逃れたらしい。先ほど失いかけていた落ち着きを取り戻していた。だが、

「なにを安心している？――【転動】」

　セロが掌てのひらを翳かざし唱えると、地の底から響くような音が鳴る。間もなくマギアスの周囲にある木々が揺れ動き、全てが強引に空中に引っ張り出された。それらは宙を舞うと一つに集結し――巨きよ大だいな翠みどりの塊かたまりと化して、中心に居る彼へと落下する。

　上空を仰あおぎ、目を見開いたマギアスは即座に叫さけんだ。

「【炎獄掌ダル・ヴアザード】！」

　はっきりとした魔法の名を口にすると、彼の手が突如として燃え上がった。

　それは刹那にして肥大化し、やがては学園の前庭全てを燃え砕くほどの規模の巨大な炎ほのおの掌へと成長する。振り払った焔ほのおの手が、木々を瞬時にして燃やし尽くした。

「今のは……転移魔法を改良したものか？　術者を目的の場所に引っ張り込むのではなく、目的地から任意の場所に物体を引きずり込む――そういう解かい釈しやくか」

　すぐに魔法の構造を見抜く辺りは、さすが二代目魔導王といったところか。

　薄うす笑わらいを浮かべながらも、マギアスの目は真しん剣けん味みを帯びている。

「どうやらキミは思っていた以上にやるようだ。侮あなどっていたことを詫わびるよ」

　胸の前に手を当て、深々と一礼するマギアスに、セロは思わず失しつ笑しようする。

「よく言うよ。いちいち詫びている余裕のある奴やつは本当にそう思っちゃいない」

「ひどいな、本音を口にしたのに」

「そうだろうな。だが――負けるとは思っていない。そうだろ？」

　セロの指摘にレイアの姿をしたマギアスは、目を瞬しばたたかせた。だがやがて――小さく吹き出すと、そのまま笑い始める。

「はははははははは！　キミは本当に面白い子だな。若いくせに妙みように考えが老成している。そうだ、その通りだよ。確かにキミの支援魔法は凄すごい。二つ名の攻こう撃げき魔導士だって敵かなわない者は多いだろう。だが――それだけだ」

　そこで表情を変えると、冷めた眼まな差ざしのままで彼は告げて来た。

「所しよ詮せんはそこ止まり。ボクには勝てない。だが……そんなキミに敬意を表して、この魔法で止とどめを刺してあげよう。――【焔輪律アトウム・ジフト】」

　マギアスが天空を指差すと、彼の纏っていた魔力が急速に変化する。頭上へと一いつ瞬しゆんで集結し、瞬またたく間まに膨ふくれ上がった。

　セロは嫌いやな予感に苛さいなまれ、防ぼう御ぎよ結界を張る。結果的にその選せん択たくは正しかった。

　やがては中空に轟々と燃え盛る球状の炎――いや、既にそう呼ぶ域を超えてしまった物が誕生する。見るだけでその者の目を焼き、体ごと燃やし尽くしてしまうかのような極大の火輪。もう一つの太陽、というべき存在であった。

　ただそこに在り、照らすだけで、周囲の気温が一気に上じよう昇しようする。マギアスを中心とした一定範はん囲い内ないにある林立する木々に次々と火がつき、瞬まばたきする間もなく塵ちりと化した。

　セロも防御結界がなければ、同じ目に遭あっていただろう。

（フィオナ達は大だい丈じよう夫ぶか……!?）

　振り返ったセロの目に、後ろで控ひかえるフィオナ達の姿が映る。

　だが彼かの女じよ達たちもまた、防御結界に覆われていた。その範囲は広く及および、気を失って倒れているオスティンを始めとした教師達も半はん透とう明めいの壁によって保護されている。

「安心して下さい、セロさん。他の皆さんは、わたくしの防御魔法で守ります！」

　両手を前に翳し、魔力を発動させているチェスカが頷いた。

「あなたからの教えによって構築したこの結界があれば、負けません。だから、セロさんはご自分のやるべきことに集中して下さい！」

　虚きよ勢せいではない。彼女が展開した防御結界は以前のものに比べると遥かに強化されていた。

「……やるな、チェスカ。任せたぞ！」

　自身の指導を受けて生徒が成長する。元学園長の身としてはこれほど喜ばしいことはなかった。セロが嬉うれしくなって笑えみを零こぼすと、彼女もまた口元を緩ゆるませる。

「へえ。一年生にしては大した防御魔法だ。今年の支援魔法科は中々やるようだね」

　再び前を向いたセロに、マギアスが感心したかの如く言った。

「だけど、これからどうするつもりだい？　転移術は頭にはっきりと思い描いた場所でなければ移動することが出来ない。ということを踏まえると、先ほどと同じことをしようと思えば、キミがすぐ脳のう裏りに浮かべられるもの……つまりは今の視界にあるものを利用する以外にない。違ちがうかな？」

　一度見ただけでセロの魔法を見抜いたマギアスが、口端を吊つり上げた。

「なら遠慮しないでいい。木や岩を呼び寄せればいい。全て焼き尽くしてしまうけどね」

　その言葉を受けてセロは息をつき、わずかに足先を動かす。

「ああ、ただ、言い忘れていたけど――」

　だがその直後、マギアスが口にした言葉を聞いて即座に飛翔を唱えた。

「――少しでも動けば死ぬよ」

　セロが高速で離れるのと、自分が先さき程ほどまで居た場所に向けてマギアスの発動した魔法から一筋の光が放たれるのは、ほぼ同時だった。

　光点が地に到とう達たつした途端――途と方ほうもない爆ばく裂れつが起こる。それは熱波を辺りに撒まき散らし、遅おくれて鼓膜をつんざくような炸さく裂れつ音おんと全てを呑み込むような炎の膜まくを広げた。

　時間にして一秒足らず。だが魔法による攻撃が終わった後、そこにあったのは、底深い巨大な穴を穿うがたれ無む惨ざんな姿を晒さらした大地だった。

（発動するだけで周囲を焼き、更さらには動く物を自動的に狙ねらう魔法……しかも威力が洒落にならないな）

　下手なことをすれば即座に消しよう滅めつしてしまうだろう。

「大した攻撃魔法だ。これで分霊状態とはな。……お前は間ま違ちがいなく、オレの知っている魔導士の中でも頂点に近いところにあるだろう。こっちこそ侮っていたことを詫びる」

「ありがとう。嬉しいよ。さて、どうする？　支し援えん魔ま導どう士しくん。このまま待っていてもいずれキミの防御結界は崩れる。それとも……何か他に別の魔法があるのかな？」

　マギアスは表情に浮かべた喜き悦えつを、更に深める。

「もっと見せてよ。キミの魔法は楽しい。実に興味深い。支援魔法なんてとるに足らないものだと思っていたけど、考えを少し改める必要がある、そう思えるほどにね」

「なるほど。だが、ご期待に沿えなくて悪いな。オレが転動を唱えた時――もう勝負は終わっていたんだよ」

　セロの言葉にマギアスが不ふ審しんげな顔を作る。セロは俯うつむき、低く笑いを漏もらす。

「言っただろ？　マギアス」

　次いで顔を高く上げると天を見み据すえ、静かに言った。

「いちいち侮っていたことを詫びるような奴は――本当にそう思っていないってな」

　不意に。空で、獣が咆哮するような音がした。

　マギアスは上を仰ぎ、目を細める。そして、

「お前の言う通りだよ。転動を極めると任意の場所に他のところにあるものを呼び寄せられるが、それは視界の中にあるものに限定される。だが、お前は忘れてるんじゃないか」

　間もなく彼は――その目を、大きく見開いた。

「常にオレ達の上にあって、見守ってくれているものを」

　宵よい闇やみが訪おとずれ始めた空に光が灯ともっている。それは輝く星。遥か遠く、人の手の届かない場所で数多あまた煌めく燈とう火か。だが――今、それらの幾いくつかが。

　はっきりとした質量を伴ともなって、目に見える形で、マギアスに向けて落下し始めていた。

　岩石群が炎を纏い、真っ直ぐ降ってくる。腹の底に響ひびくような音と共に。

「さすがに星を呼ぶのは時間がかかった。――間に合ったようで何よりだ」

「馬鹿な……燃やせ！」

　マギアスは魔力に命じ、自らに向けて進んでくる物体を攻撃する。

　だが、一つ一つは小さいものの頑がん強きようである上に、数が多かった。幾つかは潰つぶせても間に合わなくなっていく。

「……嘘うそだ……こんなことが……こんなことが支援魔法で実現するなんて……！」

　マギアスは愕がく然ぜんとした様子で、棒立ちになった。

「…………は」

　だが――やがて、その口元が歪ゆがんでいく。

　間もなくそれは、マギアスからある反応を引き出した。

「は……はははは……ははははははははは！」

　笑い始める。正気を逸したかのように、甲かん高だかく、耳みみ障ざわりな声で。

「あはははははははは！　すごい！　すごいよ、セロ！　素す晴ばらしいよ！　こんな支援魔法は見たことがない！　規模が違い過ぎる！」

　両手を広げ、マギアスは歓かん喜きを謳うたうように叫んだ。

「まさに――前ぜん代だい未み聞もんだ！」

　瞬しゆん間かん。星々は、マギアス目掛けて一いつ斉せいに降り注いだ。衝撃と爆音が巻き起こり、砂すな嵐あらしが生じたかのように粉ふん塵じんが濛もう々もうと立ち込める。大地が砕くだかれ、絶え間なく土塊を舞い上げた。

　そうして絶え間なく続いていた、残ざん酷こくなまでの驟しゆう雨うは――。

　やがて、唐とう突とつに終わりを告げる。

　風が砂すな煙けむりを振り払うと、そこにあったのは惨さん状じようとなった大地の姿だ。

　岩石群は幾つもの陥没を築き、漆しつ黒こくの煙を上げていた。だがセロが同時に飛翔による掌握領域を広げ、被ひ害がいを抑えなければ、この程度では済まなかっただろう。

　出来上がった穴の一つに、倒れ伏ふしたレイア――いや、マギアスの姿があった。

　彼の作り上げた疑ぎ似じ的てきな小太陽は、消滅している。
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　しばらく沈ちん黙もくしていたマギアスは、やがて、ぴくりとその指先を動かした。

　続いて、彼は震える手で大地を握にぎりしめ、体を起こす。だがそれ以上は動くことが出来ないようで、同じ姿勢のまま、消え入るような声を漏らす。

「……残念だよ、セロ。それほどの力を以もつてしても……キミはこの子を救えない」

　疲ひ弊へいした目でセロを見つめながらも、マギアスは口こう端たんを歪める。

「だけど、一思いに殺すことも出来ない。だから魔法の威い力りよくを弱めた。本当なら簡単に命を奪えたはずだ。なのにそれをしなかった。故ゆえにボクはこうして、防御魔法を使ったおかげで生きている」

　確かにマギアスの言う通り、彼は大きな傷を負い、満足に動けなくなっているだろうが、回復不可能な状態でもなかった。

「そこがキミの限界、というわけだ」

　セロはじっとマギアスを見つめ、無言を保つ。だがやがて、ぽつりと呟つぶやいた。

「勘かん違ちがいするなよ」

「……ん？」

「お前の言う通り、オレはわざと威力を絞った。それはレイアの身を案じてということもある。だがそれ以上に――お前の動きを止め、これ以上余計な真ま似ねをさせない為だ。飛翔の応用で縛しばり付けるだけじゃ、何か手を打たれるかもしれないからな」

「なにを言って――」

　セロは飛翔を唱えると、瞬しゆん間かん的てきにマギアスの懐ふところへと飛び込んでいた。

「見せてやるよ。傲ごう慢まんで思い上がった三流魔導士に、格の違いってやつをな！」

　腕うでを引き、固めた拳を――勢いよく突き出す。

「【魔装掌マギア・ドレイク】！」

　魔力を纏ったセロの手は、音もなく、レイアの姿をしたマギアスの胸を貫つらぬいた。

　マギアスがわずかな動揺を見せる。何をされたか分からなかったのだろう。

「ぐっ……!?　なんだい、その魔法は……一体どういうつもりで……」

　やがて視線を下に向けて――彼は、目を見開いた。

　セロの手首から先が、存在していない。いや、存在してはいるが肉の身をもっていないのだ。あるのは紫むらさき色いろの光のみ。まるで、セロの魔力そのものが手を象かたどっているかのようだった。

「お前の分霊術のように魔力は魂たましいとの親和性が高い。そして魂は肉体と密接につながり合う存在だ。つまり魔力を使って魂の構造を弄いじると、こんな風に肉体へ変化を起こすことも可能になる」

「……まさか……ありえない……キミ――」

　マギアスがその身に宿したレイアの顔が、出会って初めて、はっきりとした驚きようが愕くに染まる。

「自分の手首を、魔力化したのか……!?」

「ご名答。あくまでもごくわずかな時間だが、これでレイアの肉体を傷つけずに内部へ入り込める」

　転生術を生み出す際、その方法を利用して戯たわむれに作った支援魔法だった。まさかこんなところで役に立つとは、セロ自身も予想していなかったが。

「いくら魂が肉体に影えい響きようを与あたえるとしても、こんな現象が起こせるなんて……！」

「それだけじゃない。こんなことも出来る」

　セロは言って、レイアの体内にある、目的のものを掴つかみ取った。

（……これは？　なるほど、そういうことか）

　その際にあることを発見しながらも――抵てい抗こうする力を無視し、強ごう引いんに、それを外へと引っ張り出す。鮮あざやかなまでの紅色を宿した、光の球だった。

　マギアスが分けた魂の一つ。先ほどまで、レイアの内部に宿っていたものだ。

『人体を魔力化するなんて、ボクですら……キミは一体……これではまるで――』

　マギアスはセロの頭に直接響かせるように、強く、戸と惑まどいの声を上げた。

『千年前の、初代魔導王……！』

「支援魔法の真しん髄ずい、とくと味わっただろう、マギアス若造。お別れだ、思い知れ」

　マギアスの魂に対し、セロは告げた。

「さぁ――教育の、時間だ！」

　魔力と化した手を強く握りしめる。派手な音を立て、分霊したマギアスの魂は――その瞬間、完全に潰ついえた。やがて、彼の頭上で展開していた魔ま法ほうが消失し、不気味に光っていたレイアの瞳ひとみも正常に戻る。

　それと共にレイアは、永い眠ねむりから覚かく醒せいしたように目を瞬かせ、セロと視線を合わせる。

「……あれ、あたし……。セロ、どうしてあなたがここに。あれ？　あたし、確かマギアス学園長に呼ばれて行った先で、そこから記き憶おくが……って、いたっ……！」

　レイアは遅れて感じた痛みに顔を顰しかめる。

「大人しくしろ。説明する前に治ち療りようする」

　セロは手を翳し、傷ついたレイアの体に治ち癒ゆ魔法を施ほどこし始めた。

「すまないな。マギアスを戦せん闘とう不能まで追い込むためにお前を攻撃せざるを得なかった」

「学園長をあなたが？　一体どういうこと？」

「お前はマギアスに騙されてたんだよ。詳しよう細さいは省くがそれで意識を乗っ取られていた。だがもう奴は消え去った。安心していい」

　実感が伴わないように、レイアは「……そうなんだ」と自身を見下ろす。

　が、やがて周りの惨状を見回して驚おどろいたように目を丸くした。

「なに、これ。誰だれが学園をこんな風に……って、もしかして、あたしが？」

「ああ。いや、まあ、オレがやった分もあるが。お前、火の攻撃魔法を使いたいからってマギアスの誘さそいに乗ったらしいな」

　セロの言葉にレイアは「それは……」と気まずそうに顔を背そむける。だがやがて、下した唇くちびるを強く噛かみ締しめた後で、ぽつりと漏らした。

「……そうよ。あたしはどうしても火属性の攻撃魔法を使う力が欲ほしかった」

「どうして、そこまで？」

「あなたには関係ない……ことはないわね。事情はまだよく把は握あくできていないけど、どうやら状じよう況きよう的てきに助けてもらったみたいだし」

　ため息をつくと、レイアは自らの境きよう遇ぐうを簡単に語り始める。

　全てを聞き終えた後で、セロは息をついた。

「……なるほどな。家の者に認めてもらう為、か」

「悪い？　あなたには分からないかもしれないけど、あたしにとっては何よりそれが重要で、だからこそ勝ち続けなければいけないって……」

「まあ、確かにオレにはよく分からん。だが、お前の悩なやみはもう解決してると思うぞ」

　セロの言葉に、レイアはきょとんとして「……え？」と気の抜ぬけた声を零した。

「よし……治療はこの程度で大丈夫か。本格的なものは医務室でやってもらうとして、動けるようにはなったはずだ」

　頷いて、セロは治癒魔法を中断する。

「立ってから意識を集中して、火の魔法を想起してみろ。恐おそらく使えるはずだ」

「な、なにを言ってるのよ。学園長の力がなければ、そんなこと」

　セロが強引に「いいから」と促うながすと、レイアは渋しぶ々しぶといったように力を入れ、立ち上がった。次いで目を閉じ、魔力を発動する。

「え、ええと……灼しやく熱ねつせし魔の身み震しん、我わが意志によって導かれん」

　呪文を詠えい唱しようした直後――彼かの女じよの魔力は、炎へと変わった。

　空気すら焦こがすような勢いは、天を焼くかのように立ち上る。

「ど、どうして!?　どうしてあたしに火の属性魔法が!?」

「勘違いしているようだが、お前には元々、火と氷の属性、二つの攻撃魔法を使える才があったんだよ。だが恐らくは先天的な問題で、火の方だけが蓋をされたような状態になっていた。だから使えなかったんだ。他の魔導士にも稀まれではあるが似たような症しよう状じように悩まされる奴はいる」

　尤もつともそれは、魔力はあるのに魔導士協会の検査で検知されないというような場合に多く――セロの元の体の持ち主もそうだった可能性がある――レイアのように、二種類の攻撃魔法を使えるのに、一方だけが封ふうじられているという例は珍めずらしい。

「魂にはお前自身が知らない情報も刻まれていることは知っているな？　マギアスの魂を引っ張り出す際、お前の方にも触ふれて火の属性魔法の才能があることが分かったからな。ついでに閉じられていた蓋を開けといた」

「……は？　学園長の魂を引っ張り出す？　蓋を開ける？　あなた、なに言ってるの？」

「あー、細かいことは気にするな」

　詳くわしく言うと、専門的な話になって長くなる為ため、セロはひとまずそれで片付けた。

「おかしいと思ったんだ。マギアスがお前に使った分霊術は奴の魔力をそのまま使えることはあっても、宿った本人に適性のない属性の攻撃魔法を使うことなんて出来ない。恐らく体に移った時、マギアスにもお前に火の魔法の才があると分かって、利用したんだろう」

「え、えっと。じゃあ、そもそも学園長はあたしに嘘をついていたってこと？」

「そうなる。全く性格の悪い奴だ」

「……そんな……でも、これで、あたしに火の攻撃魔法が……？」

　レイアは未だ信じられないというように、自らの魔力をまじまじと眺ながめた。

「あれだけ悩んでいたのに、こんなにあっさりと……あなた、一体……」

　言ったところで信じられはしないだろう。セロは肩かたを竦すくめて笑うだけに留とどめる。

「ま、視野の狭きよう窄さくは学者にとって最大の罪だ。魔導の道を志すなら、『どうしようもないこと』があるなんて考えは捨てた方が、人生が面白くなる。そうだろ」

「で、でも、だからって、こんなこと」

「それに、力は元々お前の中にあったものだ。オレはきっかけに過ぎん」

「……それは、そうかもしれないけど」

　レイアは魔力を消し、少し黙だまり込んだ後で、再度口を開いた。

「でも、あ、あなたのおかげではあるし……あの、えっと、なんていうか。その、あ……」

　セロから視線を逸そらし、頬を赤らめながら、彼女は小さな声で告げる。

「あ、ありがとうって……一応、言っておくわ」

「いや、だから、大したことでは……」

「お姉ちゃん！　だ、大丈夫ですか!?」

　セロが答えようとしたが、後ろからチェスカの声がして遮さえぎられた。

　彼女はレイアに飛びつくようにして、様子を確かめる。

「え、ええ、まあ……というかチェスカ、どうしてあなたがここに……」

　戸惑うレイアを、チェスカは強く抱だきしめた。

「お姉ちゃん……良かった、元のお姉ちゃんです……」

「な、なんなのよ、もう……」

　困ったようにチェスカを見ているレイアにセロは告げる。

「チェスカは随ずい分ぶんとお前のこと、心配していたんだぞ」

「そ、そうなの。え、ええと……」

　どう対応していいか分からない。そんな風に、レイアは狼狽うろたえた。

「すみません、セロ様。チェスカには戻もどってくるまで様子を見ていた方がいいと言ったんですが、我が慢まんできなくなったようで」

　彼女の後ろを追いかけて来たフィオナが言うのに、セロは答える。

「まあ、いいさ。気持ちはよく分かる」

　セロとフィオナが見守る中、チェスカはやがて、はっとしたようにレイアから離はなれた。

「あ――ご、ごめんなさい。いきなり抱きついたりして。嫌でしたよね、お姉ちゃん」

　申し訳なさそうに言うチェスカの頭にある耳と、腰こしにある尻しつ尾ぽが、力無く垂れさがる。

「た、ただ、お姉ちゃんが死ぬかもしれないって思うと、頭が真っ白で……それが助かったって分かったら、その……どうしようもなくなってしまって」

「……チェスカ……」

　レイアは、しばらくの間、自分と距きよ離りをとるチェスカを見つめていたが――。

　やがて、自らの足で、彼女に近付いていった。そして、

「……ごめんね、チェスカ」

　掠かすれた声で呟くと、チェスカを自らの手で抱き締める。予想していなかったのだろう。先ほどと違って、驚きを示すようにチェスカの耳と尻尾がぴんと立った。

「今いま更さらこんなことを言っても、許してもらえないかもしれない。でも……ごめんなさい。あなたにはずっと、酷ひどいことをしていたわ」

　チェスカの肩に顔を埋うずめ、レイアは微かすかに震ふるえながら告げた。

「い、いいんです。わたくしが支援魔法の使い手だったから、それで……」

「違うの！」

　首を横に振り、レイアが泣きそうな声で続ける。

「あたしは――あたしは、自分がフランミスト家に相応ふさわしくない魔導士だと言われるようになってから、ずっと自分を蔑さげすんでた。あたしは一族の落ちこぼれだ、失格者だ、どうしようもない奴だって」

「そ、そんなこと、ありません」

「あたしは少なくとも、そう思ってたの。だからこそ歯を食くい縛って、勝ち続けて、価値を証明しようとしてた。そんなあたしにとって……昔と同じように、お姉ちゃんって呼んでくれて、親しくしてくれるあなたは、辛つらい存在だったの」

　それから、レイアはチェスカに対してゆっくりと、自分の抱かかえていた事情を話し始めた。

　もう自分は、昔のような自分ではない。チェスカが憧あこがれ、尊敬してくれるような人間ではなくなってしまった。それなのに変わらず接してくれる彼女のことを見ていると、レイアは今の己おのれが置かれた境遇と比ひ較かくして惨みじめになり――お姉ちゃんと呼ばれる度たびに、心が苛さいなまれるようになったのだ。

　だから、遠ざけた。関かかわらないようにし、顔すら見ないようにしたのだ――と。

「本当に、自分勝手で……最悪な奴よ、あたしは」

　セロによって長年の呪じゆ縛ばくから解き放たれたレイアは、改めてチェスカを前にして――それまで必死で見ない振りをしてきた自分の行動を省かえりみ、強きよう烈れつな罪悪感が湧わいたのだろう。

　自らの内面から溢あふれ出る苦しみを堪こらえるように、レイアは唇くちびるを噛み締め血を滲にじませた。

　そんな彼女に対して、

「そ、そうだったんですか……。でも、関係ありませんよ、お姉ちゃん。お姉ちゃんは独りぼっちだった私のことをいつも気にかけてくれて、遊んでくれて、色んなことを教えてくれました。……だから、大好きなんです。それだけだったんです」

　答えるチェスカの声が、震え始める。彼女の瞳は、次し第だいに潤うるみを帯びだした。

「お、お姉ちゃんが強い魔ま導どう士しかどうかなんて、そんなこと……」

「……分かってた。分かってたの、そんなこと」

　小さく言って、レイアはチェスカの体に回した手に、力を込めた。

　チェスカの身につけたローブ、その肩へと、一つ水すい滴てきが落ちた。それは一つ、また一つと、少しずつ増えていく。レイアの流した、涙なみだだった。

「か、変わったのは、あたし。あなたは、昔と変わらなかった。……そんなこと、分かってた、分かってた、のに……」

　声を震わせ、レイアはチェスカを強く抱きしめ続けた。

「辛かった。辛くて、辛くて、どうしようもなくて、だから……！　ごめんなさい、チェスカ。本当に、ごめんなさい……！」

　そんなレイアを、チェスカもまた泣きながら、抱きしめ返す。

「……いいんです、お姉ちゃん。そんなこと、全然気にしてないですから」

「本当は、おめでとうって、言いたかった。支し援えん魔法とか攻こう撃げき魔法とか、関係ない。あたしの後を追いかけて、あなたがルーフィードに入ってくれたことが、嬉しかった。だ、だから、合格して良かったねって言ってあげたくて……でも……でも！」

「も、もういいんです、お姉ちゃん。今、お姉ちゃんが……お姉ちゃんが、傍そばにいるから」

　チェスカは嗚お咽えつを上げながら、何よりも大事なことであるように告げた。

「わたくしは……もう、それだけで、いいんです」

　それからレイアとチェスカは共に慟どう哭こくし、いつまでも、同じままでいた。

　まるで、大切な存在がそこにあると、確かめ続けるかのように。

「やはり、セロ様の力は凄いですね。私がそうであるように、命だけでなく、誰かの生き方まで救ってしまう」

　感かん慨がい深ぶかげに言うフィオナに、セロは笑った。

「それほどでもないが……ま、これでも誰かの助けになる、支援魔法の使い手だからな」







最終章　未来







　そうして、数日が経たち――。学園は何事もなかったかのように平へい穏おんを取り戻していた。

　校庭の惨状や破は壊かいされた校舎は、次の日になると全すべてが元に戻っていた。恐らくはマギアスが魔法によって対処したのだろう。オスティンや他の教師は傷を負った為、医務院に運び込まれたが意識も回復し、一週間もすれば退院出来るだろうとのことだ。

　ただマギアスは雲くも隠がくれをし、フィオナはチェスカ達たちのことも含ふくめて抗こう議ぎしようとしたらしいが、今のところうやむやにされ、上う手まくはいっていないらしい。

　学校側としては、そもそも事は本人ではなく分霊が行ったことを逆手にとり『学園長の名を騙かたる別の誰かがやった』という体ていで済ませるつもりのようだ。証拠がない以上これ以上の追つい及きゆうは難しい、とフィオナはため息交じりにセロへと報告してきた。

　ともあれそれはある程度、予想していたことで――致いたし方かたないと現状は置いておくことにした。そうして、セロもまた日常へと戻り、

「なあ、セロ、この魔ま法ほう、なるべく魔力消費を抑えながら使いたいんだけど、なにか良い方法はないかな」

「ねえねえ、セロくん、この前教えてもらった相手の動きを束縛する支援魔法って、いくらやっても一秒くらいしか持たないの。何か良い方法ないかな？」

「セロセロー！　この新作の魔道具の設計図、見てもらえないかな！」

　最も早はや恒こう例れいとなってしまった支援魔法科生徒への指導を、今日も行っていた。

　一人一人の相談を聞き、必要だと思われる助言をする。数は多いが皆みな、まだ一年だ。悩みや迷いも初歩的なものが多く、連続して対処するのにそれほど苦はなかった。

「あー。つまり支援魔法っていうのは一側面から捉とらえるんじゃなくて多角的に見て、回復魔法の時も言ったが、たとえば単に解毒するって効果もなぜそういった力が働くのかを考察することで、改善させるだけでなく逆に身体能力を強化させることも出来るわけで」

　セロは説明の途と中ちゆうで気配を感じ、振り返る。いつのまにか後ろにチェスカが立っていた。

「ん、どうした、チェスカ」

　クラス全員の注目を集めつつ、チェスカは頬を赤らめながら言った。

「あ、あの、えと、ちょっと……防ぼう御ぎよ魔法についての指導を、また行って頂けないかと思いまして。あ、でも、皆さんを優先して下さい。わたくしは後でも」

　途中でチェスカは耳を弱々しく垂らしながら、慌あわてたように踵きびすを返す。しかし、

「はーい！　一名参加―！」

　ラムはにこにことしながら近付くと、チェスカの両りよう肩かたを掴む。そのままラムは「え？　ええ？　え!?」と戸惑う彼女をセロの席の前へと連れていった。

　次いで、「はい、着席！」と半ば無む理り矢や理り、椅い子すに座すわらせる。

「チェスカはセロセロの一番のお友達だから、先に教えを受ける権利がありまーす！」

「あ、いえ、ラムさん、そのようなことは」

「え？　友達じゃないってこと？　やだチーたんったら、大だい胆たん！」

　ラムの発言にクラス中が沸いた。皆、そういうことならといった感じで離れていく。

「み、皆さん!?　誤解……というわけでは、ないような気もしますけど、でも、えっと！」

　あたふたとしているチェスカを、同級生たちはにやにやとしながら見守っていた。

「良く分からんが、皆がチェスカを先にって言うならそうするか。なにが訊ききたいんだ？」

　セロがそう言葉を投げかけると、チェスカはわずかに目を見開き――だが、やがては微笑ほほえみを浮うかべる。

「あ……ありがとうございます。では、以前見せて頂いた防御魔法について詳しく――」

　その瞬間。支援魔法科の教室の扉とびらが音を立てて開いた。

「セロ＝ルーフィード！　ちょっと顔を貸しなさいよ！」

　レイアが腰に両手を当て、ふんぞり返って立っている。

「……お姉ちゃん？」

　セロとチェスカが顔を向けると、レイアは睨にらみ付けるような眼差しを送ってくる。

「なんだ。話があるならここで聞くが」

「……え!?　こ、ここ!?　ここは、ま、不ま味ずいのよ。とても不味いの」

「どういうことだ。なんの用なんだ？」

　セロが首を傾かしげると、急にレイアは「そ、それは」と狼狽え始めた。視線を泳がせ、頬を赤らめながら、指先で自身の結ゆった髪かみの先をいじり始める。

「なんていうか、改めてあなたに助けてもらったことを……お礼……いや感謝……というか……一いつ緒しよに今までのことを謝あやまりたいというか……色々お世話になったし、セロは支援魔法科だけど特別に認めてあげる、という感じで。その、あなたが良ければ、こ、こうして時々、教室に来たりとか……話をしてみるの悪くはないって思い始めたというか……」

　更には何かを呟き始めるが、声が小さ過ぎてセロにはほとんど聞こえなかった。

「んん？　なにをもじもじと……あ、そうか！」

　が、機転を利きかせて内容を察し、手を打つ。

「お前、まだオレと対決したいのか？　悩みは解決しただろうに、しつこい奴だなぁ」

「なっ――!?」

　レイアは衝しよう撃げきを受けたような顔をすると、やがて急に、殊しゆ勝しようにも見えた態度を一変させた。眉まゆを吊り上げ、怒おこったように全身を真っ赤に染める。

「そ……そうよ!?　そうだけど!?　それとこれとは別だから！　単純に負けっ放しは性に合わないのよ！　だからまたあたしと戦いなさい、いい!?」

　更には床ゆかを蹴けって、鼻息荒あらく、セロを指差してきた。

「やっぱりか。構わんが、今日は忙いそがしいからまた今度にしてくれよ」

「い、いいわ。フランミストの名に懸かけて、あたしはあなたに勝つまで諦あきらめないから。絶対に諦めないから！　じゃあ、また日時を伝えに来るわ！　さよなら！」

　言いたいことだけを言って、乱暴な足取りで、レイアは去っていく。

「……なんであいつ、いきなり興奮し始めたんだ。そんなに勝負したかったのか」

「あの……多分、お姉ちゃんは、セロさんのこと……」

　不思議がるセロに対して話しかけたチェスカは、しかし視線を逸らし、頬を染める。

「うう……申し訳ありません、お姉ちゃん。なんだか言えません。どうしてでしょう。お姉ちゃんがそうなら、ちゃんと伝えて……ああ。でも、もしセロさんをお姉ちゃんにとられたらと思うと……いえ、とられるとかそういうことではないんですが！」

　何やら頭を抱えながら、尻尾を勢いよく振ふっているチェスカを、セロは怪け訝げんそうに見つめ続けた。そこへ、

「失礼するわ。セロくん、時間よ」

　再び教室の扉が開いてフィオナが姿を見せる。

「あ、そうか。いかん。悪い、用事があったんだ。防御魔法についてはまた後でもいいか」

　立ち上がると、セロはチェスカに頭を下げた。

「え!?　あ、ああ、ええ、その……構いません」

　酷く名な残ごり惜おしそうでありながらも、チェスカは頷うなずく。彼女の尻尾が力なく垂れさがっているのを見て、セロは「すまん」と苦く笑しようした。

「まあまあ。まだわたし達は一年だし時間はあるよ。それにこれから遠えん征せい課題や文化祭、他校との交流会とか、そういうのでセロセロと一緒に居られる機会も多くなるだろうし。ね、ちーたん」

「え、ええ、そうですね。それを楽しみにして――って、ラムさん！　わ、わたくしはそう意味でセロさんに指導を受けたいと言ったわけでは！」

「はいはい、分かってますって！　それじゃばいばい、セロセロ！」

　慌てふためいているチェスカを押おさえながら、ラムは手を振った。

　セロは頷き、皆に別れを告げると、セロは先導するフィオナについていく。

「すっかり生徒達と打ち解けましたね、セロ様」

　二人きりになったところで、フィオナは口調を昔のものに変える。

「ああ。チェスカ達もそうだが、レイアも前よりは幾らか対応が柔やわらかくなったか」

　尤も彼女の場合は先ほどのように、突とつ然ぜん、以前のような態度に戻ったりもするのだが。

「そうでしたか……時に、学園長との騒そう動どうの後、お二人とは何か特別な出来事が？」

「ん？　いや特にはないが。まあ、チェスカとはこのまま仲良くやっていけそうだな」

　何の話だと思いつつセロが答えると、フィオナはほっとしたような表情を浮かべた。

「なるほど。まだ安あん泰たいと。とはいえ私は教師、向こうは同級生、油断は出来ませんね……」

　だがすぐに深刻そうな顔をして呟き始めるフィオナに、セロは眉を顰める。

「お前といい、さっきのチェスカやレイアといい、なんか変だな……」

「どうか気になさらずに。セロ様の鈍にぶさは千年前もやきもきさせられましたが、今は寧むしろ有あり難がたいと思っています」

　訳の分からないことをフィオナが言っている内に、副学園長室に着いた。彼女が率そつ先せんして扉を開けると、中へ入るようにセロを促す。

「改めまして、御ご足そく労ろう頂いて、申し訳ありません」

　薄うす暗ぐらい室内で対たい峙じすると、フィオナは深々と一礼した。

「いや、構わん。早さつ速そくだが報告を聞きたい」

「はい。現状についてですが……私が話を集めた限り、セロ様がオスティン学年主任を打ち倒たおしたという噂うわさは学園内で広く知れ渡わたっているようです」

　フィオナは副学園長室にある来客用の椅子に座るよう、セロに促しながら話し始める。

「オスティンは決して認めていないものの、一緒に居た教師等の口から漏れたらしく……特に攻撃魔法科では騒さわぎになっているようですね」

「ラム達が支援魔法科の生徒にも話してたから、そこから拡散した可能性もあるな」

　柔らかな椅子に体を沈しずめながら、セロは返した。

「ええ。加えてその結果――各派は閥ばつに不ふ穏おんな動きが出ているようで。レイアだけでなくオスティンにまで勝ったセロ様に興味を抱き、狙いを定めようとしているのではないかと。また、学園長もこのままでは済まさないでしょう。まだ何か仕し掛かけてくるはずです」

　机の上に肘ひじをつき、手を組み合わせながら、セロは微び笑しようを浮かべた。

「ふん。まあ、そうなるか。だが寧ろ、こっちにとっては好都合だ」

「……貴方あなたなら、そう言うと思っていました」

　フィオナもまた、同意するように頷いて、口元を緩ゆるめる。

「ああ。向こうから来た方が面めん倒どうがなくていい。この学園に平等を取り戻す。その為ならどんな生徒だろうと教師だろうと、指導してやるさ」

　セロは、視線を上げて。ここにはいないマギアスを、強く、鋭するどく、睨み付けるのだった。

「それが――かつてここの学園長だった、オレの務めだからな」




　静せい寂じやくが漂ただよう室内で。薄うす闇やみが広がる中、男が声を発する。

「セロ＝ルーフィード、か。ただ初代魔導王と同じ名を持つ生徒じゃなさそうだ」

　彼かれが見せた支援魔法の数々は、いずれも自分が記憶する限り、普ふ通つうの代しろ物ものではなかった。

　とてもではないが『攻撃魔法の補助』程度で定義できるものではない。

　それどころか同等のものとして扱あつかってもおかしくはないほどだった。

「そういえば初代魔導王は、後任の者に立場を託たくした後、消息を絶ったと聞くけど……」

　ある可能性が思おもい浮かんだ。あるいは彼ならと思えるものが。

　しかし、すぐに男は首を横に振る。まさか、と。

「さすがにない、か。しかし気にかかるな。全くの無関係ではなさそうだ」

　男が指を鳴らすと空中に幾つもの光が灯った。それらは闇やみを色とりどりの輝かがやきで照らす。

「試ためしてみるか。残りの分霊で、な」

　その上で様々なことを探さぐってみよう。今や男――マギアスにとって、たかが支援魔法の新入生であるはずのセロ＝ルーフィードは、強い興味の対象となっていた。

「楽しみだよ、この先がね」

　小さく笑いを奏かなでた後で。

　ルーフィードの現学園長、マギアスは、囁ささやいた。


Fin









あとがき







　お久しぶりです、空埜です。

「伝説の魔導王、千年後の世界で新入生になる　１～零からやり直す学園無双～」はいかがだったでしょうか？　楽しんで頂けたのであれば幸いです。

　速度を増す、防御力を強化する、傷を治す、体を浮かばせる……など、ゲームのＲＰＧでキャラクターを補助する役割を持つ魔法。それらをもし現実で使うなら、こんな方法もありなんじゃないか？　今回は、そんな発想から生まれたお話でした。

　作品を創る上で大変お世話になった編集様、物語にイラストという魂を吹き込んで頂いたぷきゅのすけ様。そして何より、全ての読者様へ。

　心からの感謝をささげます。

　それではまた、お会いしましょう。


二月　空埜一樹
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